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研究の背景

　1992年にリオデジャネイロで開催された「環境
と開発に関する国連会議」では，国際社会におけ
る持続可能性の確保や，環境保護対策を講じる
ための指針が提案された１）．この指針は，スポー
ツ界を例外とするものではなかった．そのため，
国際的な影響力が最も強いスポーツ組織のひと
つである国際オリンピック委員会（International 
Olympic Committee；以下，「IOC」）は，最大限
の環境保護対策に関する社会的責任を負うことと
なった．この責任は，オリンピック大会をはじめ，
IOCが関与する各種の国際的なイベントにも求め
られた２）．
　IOCは各種の競技を統括する国際競技団体

（International Federation；以下，「IF」）と国内
オリンピック委員会（National Olympic Commit-
tee；以下，「NOC」）を加盟組織としている．し
たがって，日本国内においても，この変化の影響
がみられる．日本オリンピック委員会（Japanese 
Olympic Committee；以下「JOC」）が「スポー
ツと環境委員会」を設置したのは2001年であった．
同委員会は，現在「スポーツ環境専門部会」とし
て，環境保護や環境教育に関する啓発活動を継続
している．
　約30年を経た今日，「環境保護」は「持続可能
性」の概念における基本要素の一つと考えられて
いる．国連が“Sustainable Development Goals”

（持続可能な開発目標；以下「SDGs」）もまた，
この文脈を踏襲している．SDGsとは，2030年ま
でに持続可能な世界を実現するための17のゴー
ル・169のターゲットから構成された国際社会全
体の目標である3）．この目標と環境保護との関
わりは，国際的NGOであり，世界最大規模の自
然環境保護団体である世界自然保護基金（World 

Wildlife Foundation；以下「WWF」）の考え方
に顕著に示されている．WWFは，地球環境の保
全と利用とのバランスを図ることの重要性を改め
て指摘すると同時に，「世界のあらゆる人々が問
題の解決に参加し，地球の未来に貢献することを
求めている」４）との理解を提示する．周知のとお
り，SDGsでは「地球上の誰一人として取り残さ
ない」という表現を標語としている．この表現は，
多くの場合，国際社会における貧困層を初めとす
る社会的弱者を取り残さないことを意味すると理
解されている．一方，WWFではこの理解に加え，
SDGsの推進者，主体もまた，世界のあらゆる人々
であることを強調している．持続可能性の概念の
前提・基礎として，環境保護のためのシステムが
必要とされていることについては，国内でも認識
されている５）．なお，SDGsに関わる国内スポー
ツ界の直近の動向には，スポーツ庁によるものが
ある．同庁は，この達成にスポーツの力を活用す
る「スポーツSDGs」の推進をめざしている６）．
　「わが国におけるスポーツの統一組織」を自
負する日本スポーツ協会（JSPO）（以下，「当協
会」）は，創立100周年を機に当協会の「ミッショ
ン」を示す『スポーツ宣言日本』７）を発表している．
この宣言では「環境保護」に関して以下のように
示されている．

　スポーツは，身体活動の喜びに根ざし，個々
人の身体的諸能力を自在に活用する楽しみを広
げ深める．この素朴な身体的経験は，人間に内
在する共感の能力を育み，環境や他者を理解し，
響き合う豊かな可能性を有している．
　二十一世紀のスポーツは，高度に情報化する
現代社会において，このような身体的諸能力の
洗練を通じて，自然と文明の融和を導き，環境
と共生の時代を生きるライフスタイルの創造に
寄与する．

は じ め に
來田　享子１）

１）中京大学
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動を含む行動の制限を余儀なくされた．人間が自
然界の一部であることを痛感する事態である．こ
の未曾有の事態の中で，2020年に東京での開催が
予定されていたオリンピック・パラリンピック競
技大会は，１年延期されることとなった．一方で，
環境保護による持続可能性の追求というスポーツ
界が果たすべき使命に対しては，同大会の組織委
員会だけでなく，世界が取り組みを継続している．
環境問題は，イベントとしてのスポーツ活動以上
に，日常的な行動に落とし込まれるべき課題であ
るという認識は，世界のスポーツ界に共有されて
いるといえるだろう．

研究目的・計画・方法

　以上の背景を踏まえ，本研究では，「JSPOスポー
ツ環境委員会（仮）」の設置や，スポーツを通じ
たSDGsの推進に寄与するスポーツのあり方を検
討する．特に研究初期の段階では，当協会がこの
問題に関する具体策を提示するに至っていないこ
とを踏まえ，国内外の先行事例を含む現状把握を
中心に実施し，環境保護の視点からスポーツの持
続可能性の推進に資する基礎資料を作成するとと
もに，啓発のための研修会「JSPOスポーツと環
境フォーラム」を開催する．また，得られた成果
にもとづき，スポーツ関係者を対象とした「スポー
ツと環境」に関する啓発教材の開発をめざす．

○第1年次（2019年度）
１）文献調査

・オリンピック等国際大会における環境問題・
環境保護に関するレビュー

２）ヒアリング調査
・積極的な環境保護活動を実施している団体

3）実地調査（環境保護対策・環境教育等）
・2020ローザンヌ冬季ユース・オリンピック

４）研究報告書の作成（図１）
 
　報告書全文はこちら（https://www.japan-sports. 
or.jp/medicine/tabid1307.html#03）

　さらに当協会は，2018年４月に実施された組織
名称変更（旧名称：日本体育協会）に伴い，定款
の法人目的に「多様な人々が共生する平和と友好
に満ちた持続可能で豊かな社会の創造に寄与す
る」と掲げた８）．この法人目的に沿って，2018年
度以降の５カ年計画を示した『日本スポーツ協会
スポーツ推進方策2018』９）においては，１）スポー
ツにおける「環境」に関する研究を推進しスポー
ツの持続可能性の推進に資する研究を開始するこ
と，２）スポーツを通じて環境問題に対する具体
的な取組を行うため，環境保護・環境教育につい
て取り扱う部署や委員会を設置すること，が明示
された．
　以上のようなスポーツ界と持続可能性・環境保
護をめぐる近年の国内外の情勢の変化，当協会が
掲げた目標を踏まえれば，当協会が国内スポーツ
の統一組織としてとるべき具体的方策を提示する
ことは喫緊の課題である．５年計画に示されたと
おり，2022年度までに研究プロジェクトや専門部
署・委員会等を設置し，環境問題に対し，より積
極的な取り組み体制を整備する必要がある．
　また，これらの整備，教育・啓発活動の推進は，

「自然と文明の融和を導き，環境と共生の時代を
生きるライフスタイルの創造に寄与する」とした
当協会における「ミッション」達成のための一翼
を担うものであると考えられる．ひいては，スポー
ツ関係者を中心に「人間に内在する共感の能力を
育み，環境や他者を理解」する能力が培われてい
くことに寄与するであろう．
　本研究プロジェクトは，上述のような国内外お
よび当協会の動向を踏まえ，当協会スポーツ医・
科学委員会において推進が承認されたものであ
る．当協会役職員や公認スポーツ指導者をはじめ，
関係者の「誰一人取り残さず」環境保護や持続可
能性の推進主体となるためには，国内外の先行事
例の調査を踏まえた知識の提供と行動の喚起が不
可欠である．それは，スポーツに関わるあらゆる
人々の，個人の生活態度や習慣の見直しの契機に
なる10）と考えられる．
　3年計画の本研究の遂行中，2019年12月頃から
新型コロナウィルスによる感染症が世界に広が
り，多くの命が失われるとともに，人々は身体活
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SDGsやその前段となったMDGsとの関わりから
の検討は，国内ではほとんどみられない．本研究
により，特にスポーツと環境保護に関し，未整理
な状況にある近年の国内外の動向を整理し，基礎
資料を得ることができる．この基礎資料は，当協
会の推進方策2018に掲げられた「スポーツ文化の
豊かな享受に資するエビデンスの備蓄・活用」の
ひとつに位置づけ得るものである．さらに，上記
の基礎資料を基に，各種講習会や教育機関等で使
用可能な多様な形態の啓発資料を作成することに
より，スポーツ界全体の啓発活動に資することが
できる．
　本研究は，「JSPOスポーツ環境委員会」（仮称）
等，当協会が目標とする専門部署・委員会の設置
において，学術的根拠を提供するものであり，国
内のスポーツ統一組織としての当協会の責務を果
たすことに貢献すると考えられる．

研究成果の公開方法

　本研究プロジェクトの成果は，スポーツ医・科
学研究報告（本報告書）を発行するとともに，啓
発資料を当協会ホームページ等において公開す
る．また，必要に応じて，学会大会等における発
表および論文投稿を行う．

引用・参考文献
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化に着目したものが散見される．しかし近年の

図1
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Ⅰ．は じ め に

　本章では，スポーツ団体における「スポーツと
環境」に関する取り組みや方針について把握す
るため，公益財団法人日本スポーツ協会（以下，

「JSPO」）の加盟団体を対象に実施したアンケー
ト調査結果の概要を報告する．
　調査対象としたJSPO加盟団体は，競技団体61
団体，都道府県体育・スポーツ協会47団体，関係
スポーツ団体７団体，準加盟団体3団体，計118
団体である．JSPOの定款１）および加盟団体規程２）

に基づけば，調査対象とした加盟団体は以下のよ
うに位置付けられている．

（1）  競技団体：国内におけるスポーツを各競
技別に統括するスポーツ団体

（2）  都道府県体育・スポーツ協会：各都道府
県におけるスポーツを総合的に統括する
団体

（3）  関係スポーツ団体：上記 （1） および （2）
以外で，スポーツに関する事業を行う団
体

（4）  準加盟団体：上記 （1），（2） および （3）
以外で，国内におけるスポーツ団体

　また，加盟団体は以下の使命を担っている．

　第５ 条　加盟団体は，社会的存在としての責務
を自覚し，スポーツ団体として適正な組織
運営等（各条において組織運営の他に，経
営，事業又は活動を含んで使用されるもの
がある．）を行うため，次の取組を自主的・
自律的に行わなければならない．

　　　 （1）  「スポーツ宣言日本」（平成23年７月

15日採択）に提起するスポーツの使
命の実現を目指し，本会及び他の加
盟団体等と連携及び協働の上，スポー
ツの普及・推進及び競技力の向上に
尽力すること．

　　　 （2）  スポーツに携わる者の権利利益の保
護，心身の健全育成及び安全の確保
に配慮し，スポーツの健全な普及・
発展を図ること．

　　　 （3）  スポーツ団体としての公正性，公平性，
透明性を確保した組織運営等を行い，
ガバナンスの強化・充実及びコンプ
ライアンスを徹底し，スポーツ・イ
ンテグリティの向上を図ること．

　　　 （4）  スポーツを通じて，多様な人々が共
生する平和と友好に満ちた持続可能
で豊かな社会の創造に寄与すること．

　以上に基づけば，JSPO加盟団体は，「スポーツ
宣言日本」に記された「環境と共生の時代を生き
るライフスタイルの創造に寄与」3）するとともに，

「持続可能で豊かな社会の創造に寄与」するため，
持続可能性の基礎・前提である「環境保護」に関
する取り組みを自主的・自律的に推進しなければ
ならない．また中長期的にみれば，環境保護に取
り組むことは「スポーツに携わる者の権利利益の
保護，心身の健全育成及び安全の確保」にもつな
がるものである．
　しかしながら，統括団体であるJSPOは喫緊の
課題として認識しているものの，これまで「スポー
ツと環境」に関する取り組み推進してきたとはい
えない状況にある．つまり，本調査は，より体育・
スポーツ現場に近いスポーツ団体から「お知恵を
拝借」し，今後JSPOが統括団体として本格的に
取り組むための基礎資料を作成するために実施す
るものである．

第１章　スポーツ団体における取り組み�
－「スポーツと環境」に関する調査結果－

石塚　創也１）

１）日本スポーツ協会　スポーツ科学研究室
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Ⅱ．調 査 方 法

　調査依頼は，郵送とメールによって行い，Web
回答フォームにより任意で回答を求めた．

〈調査実施概要〉
調 査 名：「スポーツと環境」に関する調査
調査時期：2021年１月13日〜2018年２月８日
調査対象： 公益財団法人日本スポーツ協会加盟団

体　118団体
調査方法： Web調査（Web回答フォームをメール

で配信）
回 答 数：86団体（72.9%）

　調査内容は，環境保護に関する専門部署・委員
会等の設置状況について「設置している」「設置
を検討している」「設置していない」の3つの選
択肢から一つを，研修会の開催状況について「開
催している」「開催を検討している」「開催してい
ない」の3つの選択肢から一つを選択する方式と
した．また，主催する競技会・イベントや，スポー
ツ団体の事務局における環境保護に関する取り組
みについては自由記述で回答を求めた．さらに，
JSPOに今後求めることについて，選択肢から選
択する方式（複数回答可）と併せて，自由記述で
も回答を求めた．

Ⅲ．調 査 結 果

（1 ） 環境保護に関する専門部署・委員会等を設
置していますか．

27%

3%70%

・全体（n=86）

設置している 設置を検討している 設置していない

54%

7%

39%

・競技団体（n=41）

設置している 設置を検討している 設置していない

0%0%

100%

100%

・都道府県（n=38）

設置している 設置を検討している 設置していない

・関係スポーツ団体（n=38）

設置している 設置を検討している 設置していない

33%

0%
67%

・準加盟（n=38）

設置している 設置を検討している 設置していない

27%

3%70%

・全体（n=86）

設置している 設置を検討している 設置していない

54%

7%

39%

・競技団体（n=41）

設置している 設置を検討している 設置していない

0%0%

100%

100%

・都道府県（n=38）

設置している 設置を検討している 設置していない

・関係スポーツ団体（n=38）

設置している 設置を検討している 設置していない

33%

0%
67%

・準加盟（n=38）

設置している 設置を検討している 設置していない
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（2 ） 役職員を対象とした環境保護に関する研修
会等を開催していますか．

（3 ） 指導者を対象とした環境保護に関する研修
会等を開催していますか．

3%
13%

84%

・全体（n=85）

開催している 開催を検討している 開催していない

5%

22%

73%

・競技団体（n=41）

開催している 開催を検討している 開催していない

3% 3%

94%

・都道府県（n=37）

開催している 開催を検討している 開催していない

100%

・関係スポーツ団体（n=37）

開催している 開催を検討している 開催していない

0%

33%

67%

・準加盟（n=37）

開催している 開催を検討している 開催していない

6%
8%

86%

・全体（n=85）

開催している 開催を検討している 開催していない

7%
12%

81%

・競技団体（n=41）

開催している 開催を検討している 開催していない

5% 3%

92%

・都道府県（n=37）

開催している 開催を検討している 開催していない

100%

・関係スポーツ団体（n=37）

開催している 開催を検討している 開催していない

0%

33%

67%

・準加盟（n=37）

開催している 開催を検討している 開催していない
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（4 ） 選手を対象とした環境保護に関する研修会
等を開催していますか．

（５ ） 貴団体が主催する競技会・イベントにおけ
る環境保護に関する取り組みがあればご教示
ください．（例：ゴミの分別を徹底している，
再生可能エネルギー100%の電力契約に切り替
えている，公用車としてEV車を理由している，
カーボン・オフセットの導入等）（自由記述）

　 ◦ ゴミの分別
　 ◦ ゴミの持ち帰り
　 ◦ 競技特有の廃棄物の確実な回収
　 ◦ 水質検査の実施
　 ◦ 紙資料の削減
　 ◦ デジタルデータによる資料配布
　 ◦ プラスチック製品の利用削減
　 ◦ 国際機関・政府機関（国内）・その他企業と

の連携
　 ◦ ゴミ拾い等のクリーン活動
　 ◦ 特設ブースの設置
　 ◦ エコグッズ製作のワークショップの開催
　 ◦ 公共交通機関の利用促進
　 ◦ 節水
　 ◦ 節電
　 ◦ 間伐材を利用したメダル・盾の作成・授与
　 ◦ マイクロバブル発生装置による実証実験の

実施
　 ◦ ユース世代アスリートに対するセミナーの

実施
　 ◦ 環境協力金の徴収とカーボン・オフセット

の導入
　 ◦ Web会議システムの積極的活用
　 ◦ グリーン購入の積極的利用
　 ◦ グリーンマーク認定製品の積極的利用
　 ◦ SDGsの推進への寄与

（６ ） 貴団体の事務局における環境保護に関する
取り組みがあればご教示ください．（例：ゴミ
の分別を徹底している，再生可能エネルギー
100%の電力契約に切り替えている，公用車と
してEV車を理由している，カーボン・オフセッ
トの導入等）（自由記述）

　 ◦ ゴミの分別
 　◦ JOCの各種啓発資料の活用，ポスター等の

掲示

7% 6%

87%

・全体（n=85）

開催している 開催を検討している 開催していない

12%
7%

81%

・競技団体（n=41）

開催している 開催を検討している 開催していない

2% 3%

95%

・都道府県（n=37）

開催している 開催を検討している 開催していない

100%

・関係スポーツ団体（n=37）

開催している 開催を検討している 開催していない

0%

33%

67%

・準加盟（n=37）

開催している 開催を検討している 開催していない
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　 ◦ 啓発活動を行うこと
　 ◦ 各スポーツ団体でのグッド・プラクティス

を共有すること
　 ◦ 環境保護に関わる調査や活動に対する補助

金制度の設立
　 ◦ 指導者養成や選手育成や，環境教育の導入，

環境保護活動の習慣化をJSPOが主導し，各
スポーツ団体に対し啓発あるいは指導する
こと

　 ◦ スポーツ団体が利用できる環境保護やSDGs
に関する啓発教材の開発や相談窓口を設置
すること

　 ◦ 積極的かつ継続的に情報発信すること
　 ◦ 会館のゴミステーションにリサイクルコー

ナーなどを設置し，リサイクル・リユース
を推奨すること（岸記念体育会館からの移
転において廃棄が多すぎると感じた）

　 ◦ 覚えやすい標語・ロゴ・マスコットなどの
作成によるスポーツ関係者へのメッセージ
伝達促進

　 ◦ スポーツの視点からみる環境保護や持続可
能性についての議論の場を設定し，スポー
ツ界から国民へ発信するためにリーダー
シップを取ること

　 ◦ 加盟団体や役員への通知文書をオンライン
化し，書類や封筒等の紙資源の削減を率先
して推進すること

　 ◦ 大会における競技会場本体のエコ化を行う
こと

 　◦ クリーンな電力や省エネ性能の高い設備を
導入するなど，観客動員の大きいスポーツ
団体の運営方針を再検討すること

 　◦ 事務局におけるビニール袋の削減，紙パッ
クの弁当箱の使用を推奨すること

 　◦ 環境保護に積極的なスポーツ団体に対し，
日本スポーツ振興センター助成等のポイン
トを加算するよう働きかけること

 　◦ 日本スポーツ協会の取り組みをまず示すこ
と

 　◦ スポーツを通じた一過性に終わらない環境
保護への取り組みで，かつ各加盟団体と連
携して組み，メリットが感じられるプログ

 　◦ 紙資料の削減
 　◦ デジタルデータによる資料配布
 　◦ プラスチック製品の利用削減
 　◦ 国際機関・政府機関（国内）・その他企業と

の連携
 　◦ ゴミ拾い等のクリーン活動
 　◦ 公共交通機関の利用促進
 　◦ 節水
 　◦ 節電
 　◦ Web会議システムの積極的活用
 　◦ グリーン購入の積極的利用
 　◦ グリーンマーク認定製品の積極的利用
 　◦ SDGsの推進への寄与
 　◦ 環境イベントの開催

（７ ） 環境保護に関する課題や対策について，日
本スポーツ協会（JSPO）に何を求めますか．（複
数回答可）

49

36 34

26
21

11

0

20

40

60

啓発教材を作成し公開すること

競技会（国体等）やイベントにおいて具体的な環境保護対策を行うこと（指針等の設定含む）

最新の情報を提供すること

研修会等を開催すること（資格更新研修を含む）

選手やスタッフ等に啓発すること

事務局運営において具体的な環境保護対策を行うこと（指針等の設定含む）

その他：
 　◦ 海外の環境保護の取り組みに関する先進国

での有効な具体的事例を紹介すること
 　◦ JSPOとJOCが連携して取り組むこと
 　◦ 環境保護の専門家による講義を含めたセミ

ナー・研修会を開催すること
 　◦ スポーツ施設における自然エネルギー由来

の電力使用，環境に配慮した素材の使用を
国・地方自治体等に働きかけること

（８ ） その他，環境保護に関する取り組みについ
て日本スポーツ協会に求めることがあればご
教示ください．（自由記述）
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る．
　また，加盟団体からは，環境保護活動に対する
補助金制度の設立，JOCとの連携，一過性ではな
い継続的な情報共有及び助成のポイント加算な
ど，有用な示唆を頂いた．また，「日本スポーツ
協会の取り組みをまず示してもらいたい」といっ
た叱咤激励も頂いた．心より感謝を申し上げたい．
　今後，本調査結果はもとより，調査研究プロジェ
クトによって得られた成果を踏まえ，JSPOにお
ける「スポーツと環境」に対する意識の向上や，
方針の策定，具体的な活動・対策の実施について
検討することとしたい．

引 用 文 献

１）公益財団法人日本スポーツ協会定款. https://
www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/
somu/doc/teikan2018.06.22.pdf

２）公益財団法人日本スポーツ協会加盟団体規
程. https://www.japan-sports.or.jp/Portals/ 
0/data/somu/doc/kameidanta ik i te i_
R2.4.1.pdf

3）日本体育協会・日本オリンピック委員会創
立百年記念 スポーツ宣言日本 二十一世紀に
おけるスポーツの使命. https://www.japan-
sports.or.jp/portals/0/data0/uploadFiles/ 
20110804142538_1.pdf 

４）日本オリンピック委員会.スポーツと環境.  
https://www.joc.or.jp/eco/

ラムを推進すること
 　◦ 環境負荷の少ない素材を優先して導入する

システムを構築すること
 　◦ 競技会，イベント時に実際に使えるゴミの

分別をうながすメッセージボードや観客に
配布できるごみ袋等を作成すること

 　◦ 代表候補の練習等では更衣室やフィールド
でのゴミを残さないことなど，公共の場で
の行動についても徹底されているため，競
技レベルに問わず徹底できるようにするこ
と

Ⅳ．お わ り に

　調査結果から，主に競技団体や特定の競技を統
括する関係スポーツ団体において積極的な取り組
みがなされていることが明らかになった．これ
は，スポーツ現場により近い立場にあるというこ
とも考えられるが，日本オリンピック委員会（以
下，「JOC」）の加盟団体でもあるためであると考
えられる．JOCは2001年に「スポーツ環境委員
会」（現スポーツ環境専門部会）を設置し，「JOC
スポーツと環境・地域セミナー」を毎年開催する
とともに，加盟団体の担当者を参集しディスカッ
ションを行う「スポーツと環境担当者会議」の開
催，各種教育・啓発活動を実施してきた４）．一方，
JSPOのみに加盟しているスポーツ団体について
は，これまで積極的に取り組みを実施してこな
かった傾向がみられる．やはり，JSPOが「スポー
ツと環境」に関する取り組みを主導する必要があ
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Ⅰ．は じ め に

　本章では，スポーツ指導者の「環境問題」「環
境保護活動」に対する意識について把握するため，
公益財団法人日本スポーツ協会（以下，「JSPO」）
の「公認スポーツ指導者」に対して実施したアン
ケート調査結果の概要（速報値）を報告する．な
お，本調査は中京大学倫理審査委員会承認を得て
実施した（承認No.2020-38）．
　対象とした公認スポーツ指導者は，全国に約61

万人おり，資格は「競技別指導者資格」，「フィッ
トネス資格」，「メディカル・コンディショニング
資格」および「マネジメント資格」に区分される
他，これらの基礎として位置づけられる「スポー
ツ指導基礎資格」も設置されている（表１）１）．
　公認スポーツ指導者制度の目的は以下の通りで
ある２）．

（1 ）公認スポーツ指導者によるスポーツ指導
の体制を確立すること．

第２章　スポーツ指導者の意識�
－「スポーツにおける環境問題・環境保護活動に関する意識調査」の結果－

石塚　創也１）

１）日本スポーツ協会　スポーツ科学研究室

表1　公認スポーツ指導者登録者数（2020年10月１日現在）

資格区分 資格名 登録者数

スポーツ指導基礎資格
スポーツリーダー 416,199名
コーチングアシスタント   1,131名

競技別指導者資格

スタートコーチ  696名
コーチ１ 120,060名
コーチ２ 11,571名
コーチ3 22,739名
コーチ４ 6,689名
教師 2,979名
上級教師 1,082名

フィットネス資格
スポーツプログラマー 3,276名
フィットネストレーナー 432名
ジュニアスポーツ指導員 4,398名

メディカル・コンディショニング資格

アスレティックトレーナー 4,331名
スポーツドクター 6,420名
スポーツデンティスト 585名
スポーツ栄養士 411名

マネジメント資格
アシスタントマネジャー 5,530名
クラブマネジャー 387名

旧資格
スポーツトレーナー１級 22名
スポーツトレーナー２級 48名

合計（スポーツリーダーを含まない） 192,787名
合計（スポーツリーダーを含む） 608,986名
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（2 ）公認スポーツ指導者として求められる資
質能力（思考・判断，態度・行動，知識・
技能）に関する科目を体系的に編成した講
習会等により公認スポーツ指導者を育成
し，その資質能力の向上を図ること．

（3 ）公認スポーツ指導者育成の基本コンセプ
ト，3つの方針（受講者受入方針・養成講
習会実施方針・資格認定方針），資格の種
類と役割及び権利と責務を明確にし，社会
的信頼の向上を図ること． 

（4 ）地域別，競技別，種類別等，公認スポー
ツ指導者相互の連帯を深め，活動促進を図
ること．

　また，「公認スポーツ指導者」の定義は以下の
通りである3）．

JSPO及び JSPO加盟団体等が育成する公認ス
ポーツ指導者とは，スポーツの価値やスポー
ツの未来への責任を自覚し，プレーヤーズセ
ンタード４）の考え方のもとに暴力やハラス
メント等あらゆる反倫理的行為を排除し，常
に自らも学び続けながらプレーヤーの成長を
支援することを通して，豊かなスポーツ文化
の創造やスポーツの社会的価値を高めること
に貢献できる者である．

　さらに，公認スポーツ指導者の責務として，以
下の通り掲げられている．

（1 ）「スポーツ宣言日本」
の趣旨を理解した上
で，スポーツ医・科学
の知識を活かし，「ス
ポーツを安全に，正
しく，楽しく」指導し，

「スポーツの本質的な
楽しさ，素晴らしさ」
を伝えること．

（2 ）プレーヤーズセン
タードの考え方のも
とに，プレーヤーの

望むスポーツ活動を理解し，その成長を支
援すること．

（3 ）プレーヤーや社会に対する自己の影響力
を認識し，常に自己研鑚を図り，自ら成長・
発展すること．

（4 ）JSPO倫理規程を遵守するとともに，遵
守事項に違反する行為（反倫理的行為）に
関する調査に誠実に協力すること．

（5 ）スポーツの価値や未来への責任を理解し，
スポーツの力を望ましい社会の実現に活か
すために努力すること．

　以上に基づけば，公認スポーツ指導者は，前章
で取り扱った加盟団体と同様，「スポーツ宣言日
本」に記された「環境と共生の時代を生きるライ
フスタイルの創造に寄与」５）するとともに，スポー
ツの価値やスポーツの未来への責任を自覚し，豊
かなスポーツ文化の創造やスポーツの社会的価値
を高めることに貢献することも求められているこ
とがわかる．したがって，公認スポーツ指導者は，
持続可能性の基礎・前提である「環境保護」に関
する取り組みを自主的・自律的に推進しなければ
ならない立場にあるといえる．

Ⅱ．調 査 方 法

　調査は，JSPOの「指導者マイページ」に登録
している公認スポーツ指導者112,779人を対象に
実施した．対象者には，メールで調査依頼とWeb
回答フォームのURLを送付し，任意での回答を
求めた．（調査票は本章末尾 p.22-27参照）．

＜調査実施概要＞

調 査 名：スポーツにおける環境問題・環境保護活動に関する意識調査

調査時期：2021年２月17日〜3月10日

調査対象：公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者のうち

「指導者マイページ」に登録している112,779名

調査方法：Web調査（Web回答フォームをメールで配信）

回 答 数：7,243（6.4%）

調査委託業者（回答の回収等）：マイボイスコム株式会社
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Ⅲ．調査結果（速報値）

１．性別（ｎ＝7243）

２．最終学歴（ｎ＝7243）

3．職業（ｎ＝7243）

４．保有指導者資格（ｎ＝7243）
保有指導者資格 ％

コーチ１（旧：指導員） 50.3
コーチ２（旧：上級指導員） 10.2
コーチ3（旧：コーチ） 15.0
コーチ４（旧：上級コーチ） 4.7
教師 4.7
上級教師 1.0
スポーツプログラマー 2.8
フィットネストレーナー 0.4
ジュニアスポーツ指導員 5.5
アスレティックトレーナー 3.2
スポーツドクター 3.7
スポーツデンティスト 0.7
スポーツ栄養士 0.6
アシスタントマネジャー 5.6
クラブマネジャー 1.1
コーチングアシスタント 4.7
（旧資格）スポーツトレーナー 0.3
スタートコーチ 1.9
その他 2.6
合計 100.0

５ ．あなたは環境問題や環境保護活動に関心はあ
りますか．（ｎ＝7243）

６ ．あなたはこれまでにスポーツと環境問題や環
境保護活動の関係性について考えたことはあり
ますか．（ｎ＝7243）

81.5%

18.5% 0.1%

男性 女性 その他

36.8%

56.7%

6.3% 0.3%

非常に関心がある やや関心がある

あまり関心がない まったく関心がない

53.4%
46.6%

ある ない

0.7%

27.3%

11.0%
50.3%

6.2%

3.0% 1.4%

中学校卒業

高等学校卒業

短期大学、高等専門学校卒業

大学卒業

大学院修士課程修了

大学院博士後期課程修了

その他

11.6%

33.3%

14.2%

15.5%

1.9%

0.4%

6.3%

2.6%

10.3%
4.0%

自営業

会社員・会社役員

公務員・団体職員・団体役員

学校教員

学校職員

大学生・大学院生

パート／アルバイト

主夫／主婦

無職

その他
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７．あなたは次の言葉を知っていますか．
　（ｎ＝7243）

4.5%

44.3%51.2%

国国連連環環境境計計画画

（（United Nations Environment Programme：： ）

（文言の）説明ができる 聞いたことはある

知らない

25.1%

48.0%

26.9%

持持続続可可能能性性

（（ササスステテナナビビリリテティィ））

（文言の）説明ができる 聞いたことはある

知らない

29.6%

41.4%

29.0%

SDGs
（（持持続続可可能能なな開開発発目目標標：：Sustainable 

Development Goals））

（文言の）説明ができる 聞いたことはある

知らない

18.8%

50.5%

30.8%

ISO14000（（規規格格群群））

（文言の）説明ができる 聞いたことはある

知らない

19.8%

41.4%

38.8%

カカーーボボンン・・オオフフセセッットト

（（カカーーボボンン・・ニニュューートトララルル））

（文言の）説明ができる 聞いたことはある

知らない

UNEP

4.5%

44.3%51.2%

国国連連環環境境計計画画

（（United Nations Environment Programme：： ）

（文言の）説明ができる 聞いたことはある

知らない

25.1%

48.0%

26.9%

持持続続可可能能性性

（（ササスステテナナビビリリテティィ））

（文言の）説明ができる 聞いたことはある

知らない

29.6%

41.4%

29.0%

SDGs
（（持持続続可可能能なな開開発発目目標標：：Sustainable 

Development Goals））

（文言の）説明ができる 聞いたことはある

知らない

18.8%

50.5%

30.8%

ISO14000（（規規格格群群））

（文言の）説明ができる 聞いたことはある

知らない

19.8%

41.4%

38.8%

カカーーボボンン・・オオフフセセッットト

（（カカーーボボンン・・ニニュューートトララルル））

（文言の）説明ができる 聞いたことはある

知らない

UNEP
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８ ．あなたは普段，環境問題や環境保護活動に関する情報を得るために，これまでに，主として活用し
てきた媒体はどれですか．（ｎ＝7243）

９ ．あなたは普段，環境問題や環境保護活動に関する情報を得るために，現在，主として活用している
媒体はどれですか．（ｎ＝7243）

10 ．自身の行動による環境への影響について，あなたはどのように考えますか．その深刻度についてお
答えください．（ｎ＝7243）

とても深刻
である
（%）

深刻である
（%）

あまり深刻
ではない
（%）

深刻ではない
（%）

合計
（%）

【温室効果がもたらす気候変動や地球温暖化】 50.4 38.0 9.0 2.7 100.0
【自動車等の排ガスによる大気汚染】 30.9 53.4 13.9 1.8 100.0
【海洋，河川，湖沼の水質汚染】 38.9 46.8 11.8 2.5 100.0
【土壌汚染】 25.0 50.5 20.3 4.1 100.0
【放射性物質による汚染】 38.9 36.9 17.4 6.8 100.0
【廃棄物排出量の増加】 41.9 47.4 8.5 2.3 100.0
【分解が困難なマイクロプラスチック（微小プラスチッ
クごみ）による汚染】

50.3 38.8 8.7 2.2 100.0

25.0%

23.2%

18.1%

7.8%

7.1%

3.2%

4.4%

7.5%
2.5%

0.6% 0.6% テレビ・ラジオ

インターネット

新聞

行政からの情報（白書、広報誌、メール配信等）

勤務先からの情報（機関誌、掲示板、メール配信等）

勤務先以外の民間団体からの情報（機関誌、掲示板、メール配信等）

地域のからの情報（回覧板、行事等）

講習会、研修会、シンポジウム等

大会等のスポーツイベント

その他

どこからも得ていない

24.7%

27.0%18.2%

7.6%

6.3%

2.7%
3.9%

6.0%
1.9%

0.6% 0.9%
テレビ・ラジオ

インターネット

新聞

行政からの情報（白書、広報誌、メール配信等）

勤務先からの情報（機関誌、掲示板、メール配信等）

勤務先以外の民間団体からの情報（機関誌、掲示板、メール配信等）

地域のからの情報（回覧板、行事等）

講習会、研修会、シンポジウム等

大会等のスポーツイベント

その他

どこからも得ていない
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11 ．社会活動全体による環境への影響について，あなたが思う，地球レベルでみた各種環境問題の深刻
度についてお答えください．（ｎ＝7243）

12 ．社会活動全体による環境への影響について，あなたが思う，自身の生活においてすでに影響を受け
ている諸現象についてお答えください．（ｎ＝7243）

とても深刻
である
（%）

深刻である
（%）

あまり深刻
ではない
（%）

深刻ではない
（%）

合計
（%）

【温室効果がもたらす気候変動や地球温暖化】 65.1 28.5 5.1 1.3 100.0
【自動車等の排ガスによる大気汚染】 41.2 48.6 9.4 0.8 100.0
【海洋、河川、湖沼の水質汚染】 46.3 45.8 7.3 0.7 100.0
【土壌汚染】 33.5 50.8 14.7 1.0 100.0
【放射性物質による汚染】 45.1 38.8 14.1 2.0 100.0
【廃棄物排出量の増加】 49.3 44.6 5.5 0.6 100.0
【分解が困難なマイクロプラスチック（微小プラスチッ
クごみ）による汚染】

58.0 35.6 5.5 1.0 100.0

【石炭や石油などのエネルギー資源の枯渇】 31.1 46.0 19.8 3.1 100.0
【森林などの天然資源の枯渇】 46.7 44.0 8.3 1.0 100.0
【動植物の絶滅危機】 41.7 45.8 11.3 1.2 100.0
【水資源の不足】 36.2 46.2 16.1 1.4 100.0
【砂漠化・土地荒廃】 36.1 47.9 14.6 1.4 100.0
【ヒートアイランド現象】 46.1 43.3 9.4 1.2 100.0

とても深刻
である
（%）

深刻である
（%）

あまり深刻
ではない
（%）

深刻ではない
（%）

合計
（%）

【温室効果がもたらす気候変動や地球温暖化】 32.9 43.4 18.8 4.9 100.0
【自動車等の排ガスによる大気汚染】 14.4 38.1 39.6 7.9 100.0
【海洋，河川，湖沼の水質汚染】 15.9 37.9 37.8 8.4 100.0
【土壌汚染】 9.7 29.5 48.4 12.4 100.0
【放射性物質による汚染】 14.2 25.1 43.4 17.2 100.0
【廃棄物排出量の増加】 16.1 39.9 35.1 8.9 100.0
【分解が困難なマイクロプラスチック（微小プラスチッ
クごみ）による汚染】

19.7 35.0 35.7 9.6 100.0

【石炭や石油などのエネルギー資源の枯渇】 10.9 33.6 43.1 12.4 100.0
【森林などの天然資源の枯渇】 14.4 34.8 39.7 11.1 100.0
【動植物の絶滅危機】 13.7 31.3 41.2 13.8 100.0
【水資源の不足】 12.8 29.7 42.9 14.6 100.0
【砂漠化・土地荒廃】 10.0 27.4 44.8 17.8 100.0
【ヒートアイランド現象】 23.2 39.6 28.4 8.8 100.0
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13．あなたは環境保護のために次のような取り組みを行っていますか．（ｎ＝7243）

14．あなたはこれからの自然環境の「保護」と「開発」の関係について，どのように考えますか．
　（ｎ＝7243）

積極的に 
取り組んで 
いる（%）

取り組んで
いる

（%）

あまり取り組
んでいない
（%）

まったく取り 
組んでいない

（%）

合計
（%）

【ゴミの分別】 66.4 32.4 1.1 0.1 100.0
【リサイクル／3R／再利用】 46.2 44.8 8.4 0.6 100.0
【レジ袋をもらわない/使わない】 59.4 32.2 7.1 1.3 100.0
【エコバッグを使用】 65.1 26.5 6.6 1.9 100.0
【公共交通機関を使う／車を使わない／自転車を使う／歩く】 15.0 25.1 46.2 13.6 100.0
【ゴミ拾い／清掃（ボランティアへの参加含む）】 13.1 37.3 38.2 11.3 100.0
【ゴミを減らす／ゴミを出さないようにする】 19.1 54.2 23.6 3.1 100.0
【ポイ捨てをしない】 78.1 19.9 1.1 0.8 100.0
【プラスチックを減らす／ペットボトルを買わない】 11.8 26.1 50.0 12.0 100.0
【マイボトル／マイストロー／マイ箸を使用】 19.4 31.9 33.3 15.4 100.0
【洗剤を使いすぎない】 12.1 42.1 38.4 7.4 100.0
【油を排水口に流さない】 36.0 41.8 18.5 3.7 100.0
【割り箸をもらわない（使わない）】 14.3 29.3 42.8 13.7 100.0
【ボランティアへの参加（清掃以外）】 12.1 27.4 40.9 19.7 100.0
【環境問題について学ぶ・調べる】 12.0 40.3 39.0 8.6 100.0
【食品ロス削減】 22.0 51.2 22.6 4.2 100.0

とても
そう思う
（%）

そう思う
（%）

あまりそう
思わない
（%）

まったくそ
う思わない

（%）

合計
（%）

【環境保護はとても重要なので，生活の利便性や経済
活動を犠牲にしてもやむを得ない】

20.2 52.3 24.9 2.6 100.0

【開発は必要なので，環境へ配慮をしながら慎重に進
めるべきである】

25.3 59.5 13.4 1.9 100.0

【快適な生活や地域の活性化のために，今はまだ開発
を優先して考えるべきである】

5.2 18.1 57.8 18.9 100.0

【自然環境の保護と開発のどちらが優先するかは一概
にいえない】

13.6 43.6 30.0 12.8 100.0
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15．あなたは環境問題の解決策や改善策についてどのように考えますか．（ｎ＝7243）

16．あなたは環境問題によるスポーツへの影響についてどのように考えますか．（ｎ＝7243）

とても
そう思う
（%）

そう思う
（%）

あまりそう
思わない
（%）

まったくそ
う思わない

（%）

合計
（%）

【環境問題を解決・改善するためには，人の考え方や
行動の変化が必要である】

56.8 42.0 1.1 0.2 100.0

【環境問題を解決・改善するためには，選手や指導者
も含めたスポーツをする人の考え方や行動の変化も必
要である】

33.0 54.6 11.5 0.9 100.0

【環境問題を解決・改善するためには，企業が積極的
に対策を行う必要である】

54.3 42.9 2.6 0.2 100.0

【環境問題を解決・改善するためには，政府や自治体
が積極的に対策を行う必要である】

63.0 35.1 1.7 0.2 100.0

【環境問題を解決・改善するためには，スポーツ団体
も積極的に対策を行う必要である】

35.7 51.9 11.3 1.0 100.0

とても
そう思う
（%）

そう思う
（%）

あまりそう
思わない
（%）

まったくそ
う思わない

（%）

合計
（%）

【地球温暖化が進行し，気温が上昇することにより，
熱中症等になる危険性が高くなり，屋外で行うスポー
ツ活動の実施が困難になる】

48.5 42.8 7.8 0.9 100.0

【地球温暖化が進行し，気温が上昇することにより，
空調の燃料費用がかさみ，屋内で行うスポーツ活動の
実施が困難になる】

32.4 46.4 19.6 1.6 100.0

【地球温暖化が進行し，気温が上昇することにより，
雪不足が深刻になり，雪上で行うスポーツ活動の実施
が困難になる】

36.8 49.2 12.6 1.3 100.0

【大雨，台風など異常気象の多発により，海上・陸上
競技の中断や中止となり，実施が困難になる】

34.4 49.6 14.7 1.2 100.0

【大気汚染が深刻化し，屋外でのスポーツ活動の実施
が困難になる】

26.9 46.9 24.3 1.9 100.0

【水質汚染が深刻化し，水上・水中で行うスポーツ活
動の実施が困難になる】

25.0 47.6 25.5 1.9 100.0

【森林などの天然資源が枯渇し，競技場の建設や改修
が困難になる】

18.6 41.2 36.3 3.9 100.0

【石炭や石油などのエネルギー資源が枯渇し，スポー
ツの実施自体が困難になる】

17.0 36.7 40.6 5.8 100.0
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17 ．あなたはスポーツにおける環境問題や環境保
護活動に関する課題や対策について，日本ス
ポーツ協会（JSPO）に何を求めますか．（ｎ＝
7243）６）

19.9%

24.5%

24.1%

11.9%

17.9%
1.6%

イベントや事務局の運営において具体的な対策を取ってほしい

最新の情報を提供してほしい

ガイドラインや啓発資料を作成し周知してほしい

研修会を開催してほしい

スポーツ選手やスタッフへの啓発をしてほしい

その他

18 ．あなたはスポーツにおける環境問題や環境保
護活動に関する課題や対策について，どのよう
な方法で情報提供を求めますか．（ｎ＝7243）７）

引 用 文 献

１）公認スポーツ指導者数. 公益財団法人日本ス
ポーツ協会公認スポーツ指導者制度

　　https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid 
248.html

　　競技資格別登録者数（2020年10月1日現在）
は下記を参照

　　https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/
data/katsudousuishin/doc/20201001_touro 
kusha_events.pdf 

２）公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ
指導者制度

　　https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/
data/katsudousuishin/doc/shidousha_seido_ 
20200401.pdf 

3）公益財団法人日本スポーツ協会加盟団体規程
　　https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/

data/somu/doc/kameidantaikitei_R2.4.1.pdf
４）プレーヤーズセンタードとは，プレーヤーを

取り巻くアントラージュ自身も，それぞれの
Well-being （良好・幸福な状態）を目指しな
がら，レーヤーをサポートしていくという考
え方である．

５）日本体育協会・日本オリンピック委員会創立
百年記念 スポーツ宣言日本 二十一世紀にお
けるスポーツの使命

　　https://www.japan-sports.or.jp/portals/0/
data0/uploadFiles/20110804142538_1.pdf 

６）「その他」のうち，JSPOには何も求めていな
い，あるいはJSPOが対応すべき問題ではな
いという趣旨の自由回答が23件あった．

７）「その他」のうち，JSPOには何も求めていな
い，あるいはJSPOが対応すべき問題ではな
いという趣旨の自由回答が36件あった．

42.5%

29.9%

25.3%

2.3%

情報誌「Sport Japan」に情報を掲載する

資格取得・更新のための研修会の内容に含める

啓発資料を作成し配布する

その他
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スポーツにおける環境問題・環境保護活動に関する意識調査 

 

 

《調査へのご協力のお願い》 

 

○本調査は、公益財団法人日本スポーツ協会に登録する公認スポーツ指導者を対象として行われま

す。 

○本調査は、公認スポーツ指導者の皆様が環境問題や環境保護活動に対するお考えについて把握す

ることによって、今後の活動に役立てようとするものです。 

○調査結果は統計的に処理されますので、回答者が特定されることはありません。 

○調査結果は学会発表や論文など、学術的な目的に使用することがあります。 

○この調査への回答は任意ですので、どうしても回答したくない場合には回答しなくて結構です。 

○調査への協力や回答内容が、回答者の評価に影響することはありません。 

○調査にご協力いただける場合は、回答もれのないようすべての質問にお答えください。 

 

《回答方法》 

○本調査における回答方法は、以下の 2 種類です。 

Ø あてはまるものを選択するもの 

Ø 具体的な数字や文字を記入するもの 

 

 

問 1．あなたの性別についてうかがいます。ここでは、あなたが自認する性別をお知らせください。 

1．女性 

2．男性 

3．その他（          ） 

 

問 2．現在の年齢をお知らせください。 

    （    ）歳 

 

問 3．あなたの最終学歴をお知らせください。 

1．中学校卒業 

2．高等学校卒業 

3．短期大学、高等専門学校卒業 

4．大学卒業 

5．大学院修士課程（博士前期課程）修了 

6．大学院博士後期課程修了 

7．その他 

 

問 4．あなたの職業をお知らせください。 

1．自営業 

2．会社員（総合職/行政職/一般職） 

3．会社員（技術職） 

4．会社員（研究職） 

5．会社役員  

6．公務員（総合職/行政職/一般職） 

7．公務員（技術職） 

8．公務員（研究職） 

9.  団体職員（総合職/行政職/一般職） 

10.  団体職員（技術職） 
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11.  団体職員（研究職） 

12．団体役員 

13．国立・公立学校教員 

14．国立・公立学校職員 

15．私立学校教員 

16．私立学校職員 

17．大学生 

18. 大学院生 

19. パート/アルバイト 

20. 主夫/主婦 

21. 無職 

22. その他（      ） 

 

問 5.  あなたが在住している都道府県をお知らせください。 

※ ドロップダウンから選択 

 

問 6．あなたが現在取得している指導者資格の名称をお知らせください。（複数回答可） 

1．コーチ 1（旧：指導員）  →問 7 へ 

2．コーチ 2（旧：上級指導員） →問 7 へ 

3．コーチ３（旧：コーチ） →問 7 へ 

4．コーチ４（旧：上級コーチ） →問 7 へ 

5．教師 →「リード文」へ 

6．上級教師 →「リード文」へ 

7.  スポーツプログラマー →「リード文」へ 

8.  フィットネストレーナー →「リード文」へ 

9.  ジュニアスポーツ指導員 →「リード文」へ 

10. アスレティックトレーナー →問 8 へ 

11. スポーツドクター →問 8 へ 

12. スポーツデンティスト →問 8 へ 

13. スポーツ栄養士 →問 8 へ 

14. アシスタントマネジャー →「リード文」へ 

15. クラブマネジャー →「リード文」へ 

16. コーチングアシスタント →「リード文」へ 

17. （旧資格）スポーツトレーナー →「リード文」へ 

18．スタートコーチ →「リード文」へ 

19. その他（     ） →「リード文」へ 

 

問 7．あなたが現在取得している競技別指導者資格のうち、あなたの中で最も位置づけが高い競技の

名称を一つお知らせください。 

    競技名（        ） 

 

問 8．競技別指導者資格保持者としてあなたがこれまでに競技者を出場させた、もしくは、メディカ

ル・コンディショニング資格保持者としてチームに帯同した最高レベルの大会やリーグについ

て、あてはまる番号を 1 つ選んでください。あまり競争的ではない競技で判断に迷う場合は「そ

の他」を選んでください。 

1. 国際レベル 

2. 全国レベル 

3. ブロックレベル（“東北ブロック大会”など） 

4. 都道府県レベル 

5. 市区町村レベル 
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6. その他 

7.  出場させていない/帯同していない 

 
リード文. 

 

ここからは皆様ご自身に対するお考えや経験についてうかがいます。正解があるわけではありません

ので、皆様ご自身のお考えを率直にお知らせください。 
 
 

問 9．あなたは環境問題や環境保護活動に関心はありますか。 

＜4非常に関心がある  3 やや関心がある  2 あまり関心がない  1 まったく関心がない＞  
 
問 10．あなたはこれまでにスポーツと環境問題や環境保護活動の関係性について考えたことはあり

ますか。 

1．ある  

2．ない  
 

問 11．あなたは次の言葉を知っていますか。 

・ 国連環境計画（United Nations Environment Programme：UNEP） 

・ 持続可能性（サステナビリティ） 

・ SDGs（持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals） 

・ ISO14000（規格群） 

・ カーボン・オフセット（カーボン・ニュートラル） 

 

＜3（文言の）説明ができる 2聞いたことはある  1 知らない＞ 

 
問 12．あなたは普段、環境問題や環境保護活動に関する情報を得るために、ここれれままででにに、、主として

活用してきた媒体はどれですか。（複数選択可） 

□ テレビ・ラジオ 

□ インターネット 

□ 新聞 

□ 行政からの情報（白書、広報誌、メール配信等） 

□ 勤務先からの情報（機関誌、掲示板、メール配信等） 

□ 勤務先以外の民間団体からの情報（機関誌、掲示板、メール配信等） 

□ 地域のからの情報（回覧板、行事等） 

□ 講習会、研修会、シンポジウム等 

□ 大会等のスポーツイベント 

□ その他（                         ） 

□ どこからも得ていない  
 
問 13．あなたは普段、環境問題や環境保護活動に関する情報を得るために、現現在在、主として活用し

ている媒体はどれですか。（複数選択可） 

□ テレビ・ラジオ 

□ インターネット 

□ 新聞 

□ 行政からの情報（白書、広報誌、メール配信等） 

□ 勤務先からの情報（機関誌、掲示板、メール配信等） 

□ 勤務先以外の民間団体からの情報（機関誌、掲示板、メール配信等） 

□ 地域のからの情報（回覧板、行事等） 

□ 講習会、研修会、シンポジウム等 
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□ 大会等のスポーツイベント 

□ その他（                         ） 

□ どこからも得ていない  
 
 
問１4．自身の行動による環境への影響について、あなたはどのように考えますか。その深刻度につ

いてお答えください。 

・ 温室効果がもたらす気候変動や地球温暖化 

・ 自動車等の排ガスによる大気汚染  

・ 海洋、河川、湖沼の水質汚染  

・ 土壌汚染 

・ 放射性物質による汚染  

・ 廃棄物排出量の増加 

・ 分解が困難なマイクロプラスチック（微小プラスチックごみ）による汚染 

 

＜4 とても深刻である  3深刻である  2 あまり深刻ではない  1深刻ではない＞ 

 
問１5．社会活動全体による環境への影響について、あなたが思う、地地球球レレベベルルででみみたた各各種種環環境境問問題題

のの深深刻刻度度についてお答えください。 

・ 温室効果がもたらす気候変動や地球温暖化 

・ 自動車等の排ガスによる大気汚染  

・ 海洋、河川、湖沼の水質汚染  

・ 土壌汚染 

・ 放射性物質による汚染  

・ 廃棄物排出量の増加 

・ 分解が困難なマイクロプラスチック（微小プラスチックごみ）による汚染 

・ 石炭や石油などのエネルギー資源の枯渇 

・ 森林などの天然資源の枯渇 

・ 動植物の絶滅危 

・ 水資源の不足 

・ 砂漠化・土地荒廃 

・ ヒートアイランド現象  

 

＜4 とても深刻である  3深刻である  2 あまり深刻ではない  1深刻ではない＞ 

 
問１6．社会活動全体による環境への影響について、あなたが思う、自自身身のの生生活活ににおおいいててすすででにに影影響響

をを受受けけてていいるる諸諸現現象象についてお答えください。 

・ 温室効果がもたらす気候変動や地球温暖化 

・ 自動車等の排ガスによる大気汚染  

・ 海洋、河川、湖沼の水質汚染  

・ 土壌汚染 

・ 放射性物質による汚染  

・ 廃棄物排出量の増加 

・ 分解が困難なマイクロプラスチック（微小プラスチックごみ）による汚染 

・ 石炭や石油などのエネルギー資源の枯渇 

・ 森林などの天然資源の枯渇 

・ 動植物の絶滅危 

・ 水資源の不足 

・ 砂漠化・土地荒廃 

・ ヒートアイランド現象  
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＜4 とても深刻である  3深刻である  2 あまり深刻ではない  1深刻ではない＞ 

 
問１7．あなたは環境保護のために次のような取り組みを行っていますか。 

 

・ ゴミの分別 

・ リサイクル/3R/再利用 

・ レジ袋をもらわない/使わない 

・ エコバッグを使用 

・ 公共交通機関を使う/車を使わない/自転車を使う/歩く 

・ ゴミ拾い/清掃（ボランティアへの参加含む） 

・ ゴミを減らす/ゴミを出さないようにする 

・ ポイ捨てをしない 

・ プラスチックを減らす/ペットボトルを買わない 

・ マイボトル/マイストロー/マイ箸を使用 

・ 洗剤を使いすぎない 

・ 油を排水口に流さない 

・ 割り箸をもらわない（使わない） 

・ ボランティアへの参加（清掃以外） 

・ 環境問題について学ぶ・調べる 

・ 食品ロス削減 

 
＜４ 積極的に取り組んでいる ３ 取り組んでいる  2 あまり取り組んでいない  1 まった

く取り組んでいない＞ 

 
問１8．あなたはこれからの自然環境の「保護」と「開発」の関係について、どのように考えますか。 

 

・ 環境保護はとても重要なので、生活の利便性や経済活動を犠牲にしてもやむを得ない 

・ 開発は必要なので、環境へ配慮をしながら慎重に進めるべきである 

・ 快適な生活や地域の活性化のために、今はまだ開発を優先して考えるべきである 

・ 自然環境の保護と開発のどちらが優先するかは一概にいえない 

 

＜4 とてもそう思う  3 そう思う  2 あまりそう思わない  1 まったくそう思わない＞ 

 
 
問１9．あなたは環境問題の解決策や改善策についてどのように考えますか。 

・ 環境問題を解決・改善するためには、人の考え方や行動の変化が必要である 

・ 環境問題を解決・改善するためには、選手や指導者も含めたスポーツをする人の考え方や

行動の変化も必要である 

・ 環境問題を解決・改善するためには、企業が積極的に対策を行う必要である 

・ 環境問題を解決・改善するためには、政府や自治体が積極的に対策を行う必要である 

・ 環境問題を解決・改善するためには、スポーツ団体も積極的に対策を行う必要である 

 

＜4 とてもそう思う  3 そう思う  2 あまりそう思わない  1 まったくそう思わない＞ 

 

問 20．あなたは環境問題によるスポーツへの影響についてどのように考えますか。 

・ 地球温暖化が進行し、気温が上昇することにより、熱中症等になる危険性が高くなり、屋

外で行うスポーツ活動の実施が困難になる 

・ 地球温暖化が進行し、気温が上昇することにより、空調の燃料費用がかさみ、屋内で行う

スポーツ活動の実施が困難になる 
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・ 地球温暖化が進行し、気温が上昇することにより、雪不足が深刻になり、雪上で行うスポ

ーツ活動の実施が困難になる 

・ 大雨、台風など異常気象の多発により、海上・陸上競技の中断や中止となり、実施が困難

になる 

・ 大気汚染が深刻化し、屋外でのスポーツ活動の実施が困難になる 

・ 水質汚染が深刻化し、水上・水中で行うスポーツ活動の実施が困難になる 

・ 森林などの天然資源が枯渇し、競技場の建設や改修が困難になる 

・ 石炭や石油などのエネルギー資源が枯渇し、スポーツの実施自体が困難になる 

 

＜4 とてもそう思う  3 そう思う  2 あまりそう思わない  1 まったくそう思わない＞ 
 
問 21．あなたはスポーツにおける環境問題や環境保護活動に関する課題や対策について、日本スポ

ーツ協会（JSPO）に何を求めますか。（複数回答可） 

□ イベントや事務局の運営において具体的な対策を取ってほしい 

□ 最新の情報を提供してほしい 

□ ガイドラインや啓発資料を作成し周知してほしい 

□ 研修会を開催してほしい 

□ スポーツ選手やスタッフへの啓発をしてほしい 

□ その他（                    ） 

 
問 22．あなたはスポーツにおける環境問題や環境保護活動に関する課題や対策について、どのよう

な方法で情報提供を求めますか。（複数回答可） 

□ 情報誌「Sport Japan」に情報を掲載する 

□ 資格取得・更新のための研修会の内容に含める 

□ 啓発資料を作成し配布する 

□ その他（                    ） 
 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 
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は じ め に

　2020オリンピック・パラリンピック東京大会に
関する報道などでも取り上げられているように，
スポーツと環境は今や当然考慮されるべき視点と
なってきている．その視点には自然的環境と社会
的環境とがあることについては，既に本報告書Ⅶ
において述べたところであるが12），実際に環境に
関するどのような文献内容が評価に値するであろ
うか．これは，スポーツと環境の接点をどのよう
にとらえるのかといった視点の重要性を意図する
ものであり，延いて言えば現代社会におけるス
ポーツのとらえ方にもつながるであろう．
　本研究においては，環境保護の視点からみるス
ポーツの持続可能性という，現在社会的にも表面
化してきている問題意識を視点として，日本ス
ポーツ協会（以下、「JSPO」）が規定として定め
ているスポーツ憲章をもとに，世界，主としてヨー
ロッパにおけるスポーツと環境について整理・検
討を行い，オリンピックを控えた今後の日本の実
情に適合するスポーツと環境のとらえ方について
まとめるものである．

1．対象とされる文献の抽出について

　環境に関する論文や書籍は近年かなりの数に
上ってきており，さまざま文献が資料の対象とな
る．このため，文献検索により，「環境」という
言葉を論文のタイトルに冠した研究を抽出してみ
ると，和文を含めて英文でもかなりの数が確認さ
れる．しかし，論文などは研究である以上，国レ
ベルの規模や内容ではないものも多い．基本的な
スタンスとして，「国民スポーツの推進を図る10）」
ことを目的とするJSPOの目的に基づくと，その
規模は一個人の研究レベルではなく，国レベルを

想定することが求められるともに，内容について
はスポーツと環境に焦点化する必要性がある．ま
た，その際，スポーツの持続可能性についても，
当然考慮しなければならない．
　「環境」という言葉について，日本ではJSPOの
スポーツ憲章の第3条において「（2） スポーツに
よる身体的諸能力の洗練を通じ，環境や他者への
理解を深め，自然と文明の融和の下，環境と共
生する持続可能なライフスタイルを創造するこ 
と10）」が挙げられている（下線筆者）．ここでの 

「環境」という言葉の使われ方について，最初に
記載されている「環境」という言葉は，スポーツ
をすることに関わる施設的・指導的・練習的環境
としてとらえることができる．また，２つめに記
載されている「環境」という言葉も，続く「共
生する持続可能な」という文脈を考慮すれば，自
然環境的なニュアンスが強いと考えられる．した
がって，社会的環境を明確に除外しているという
訳ではないが，主として自然的・施設的な環境を
対象としている内容として解釈することができ
る．
　ヨーロッパにおいては，各国において「環境」
を取り上げているが，それらをまとめた指針が
1992年から752回の会議を経て改訂された2001年
のヨーロッパ議会によるヨーロッパ・スポーツ
憲章，“The revised European Sport Charter3）”
である．「環境」という言葉は合計3か所で使わ
れており，「健全な環境状態，環境配慮，安全で
健康的な環境」という使われ方であった．
　また，これを受けて2021年には第16回のEU
スポーツ大臣会議が行われ，“European Sports 
Charter and Human Rights in Sport: resolutions 
adopted at Conference of Ministers11）”が公表さ
れている．主要なポイントは２つである．１つ目
はスポーツ政策に関して，特に学校内外の草の根
レベルでの身体活動の実践のためのインフラへの

第３章　ヨーロッパにおけるスポーツと環境の関わりについて�
－ポルトガルの環境マニュアルを事例として－

三浦　　裕１）

１）北海道教育大学旭川校
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という使い方がされている．章や節のタイトルと
して，「環境」という言葉が使われている訳では
なく，その用いられ方はどちらかと言えば，前者
と同等に自然環境や施設的な環境というニュアン
スが強くなっている．しかし，上記の憲章や規定
には，いずれにも「環境」という言葉が章や節の
タイトルとして設定されている訳ではなかった．
　一方，国際オリンピック委員会（IOC）では
2007年に“IOC Guide  to  Sport, Environment 
and Sustainable Development７）”を制作し，翌
年の2008年には既に日本オリンピック委員会

（JOC）がその日本語版を掲載している８）．また，
これをもとにJOC加盟競技団体が分かりやすく環
境活動の「啓発」・「実践」ができるように，ポイ
ントを抜粋して説明した「IOCスポーツと環境・
競技別ガイドブック・マニュアル」も作成してい
る９）．しかし，これらは競技団体（種目）の大会
用に特化した詳細な内容となっており，前IOC会
長のジャック・ロゲ氏がこのガイドブックの前書
きで述べているように，「「IOCスポーツと環境ガ
イドブック｣の発行により我々が目指すものは，
各種スポーツ関係者，特にオリンピック競技関係
者が，環境に与える影響の分析を通してスポーツ

投資を通じて，社会のあらゆる層のためのスポー
ツへのアクセスを促進すべきであるとする内容を
憲章に盛り込むことである．２つ目はスポーツ競
技会における安全，セキュリティ及びサービス，
ドーピングとの闘い，スポーツ競技会の運営など
といったスポーツの完全性の問題に対処しつつ，
人権に基づくアプローチの重要性を考慮し，人権
の保護及び促進をさらに強化する人間の権利の重
要性を社会的にも個人的にも考慮するという内容
である．これら２点は直接的に自然環境を対象と
したものではないが，内容的にはスポーツをとり
まく施設的・指導的・社会的環境ととらえること
ができる．
　より広範囲な規模として，世界的なレベルにお
けるスポーツに関わる憲章としては，ユネスコ
による1978年公表後の2015年に改訂された “The 
International Charter  of  Physical Education, 
Physical Activity and Sport13）”が挙げられる．
この中で「環境」という言葉が記載されているの
は11か所であり，「自然環境，（都市計画）環境，
環境（的に持続可能），（経済上，社会上）環境上，（社
会と）環境，（屋内・屋外活動の）環境，（財務費用）
環境，（安全な）環境，（持続可能性）環境（認識）」

表1　 「環境」が記載されている国別レポート（抜粋）

（European Fair Play Movement, 2019）
国　名 内　　　　　　　容

フランス

A.F.S.V.F.P. （Association Française Pour un Sport sans Violence et pour le Fair Play）の目的
について
◦ スポーツとの関りや環境ばかりではなく，取り組んでいる際に信用を失墜させる暴力や不正

行為からスポーツを保護するため。
◦ スポーツ倫理とフェアプレーの基本的な顕在化を守るため。
◦ 人情味あふれるスポーツ精神を育むため。

イスラエル

The 1st International Conference on Sport and Genderにおいて
　この会議の目的は女子スポーツの運動能力を最大限に引き出し，トレーニングや競技のため
の安全な環境を確保し，女性スポーツの課題を議論し，イスラエルの男女間の平等を促進する
ために女子スポーツに必要な変化に対する意識を高めることです。

ポルトガル

The National Plan of Ethics in Sport （PNED）において
　「スポーツにおける倫理と価値」，「コーチと教師のためのスポーツガイドラインにおける倫
理」，「スポーツにおける倫理規範（英語版）」，「良好なスポーツ環境への取り組み－環境倫理学」
など，いくつかの出版物で進展が見られました。

スロバキア 当クラブは社会的に恵まれない環境の子供たちに，無料でトレーニングと競技を行うための長
期的な機会を提供してきました。

（日本語訳と下線は筆者による）
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界全体に指針を示すこと，そして実際的な解決策
や情報を提供することです８）」との記載があるこ
とから，国民大衆一般を対象とした内容ではない
ことが分かる．
　また，さまざまに使用・解釈される「環境」と
いう言葉は，俯瞰的にとらえるならばフェアプ
レーと関係するとも考えられるため，European 
Fair Play Movementの報告書に着目したところ，
2020年はCOVID-19のためEFPM会議は開催され
なかったが，前年の2019年には38加盟国のうち13
か国がNational reportを発表している．その中で

「環境」に関する報告が掲載されているのは，次
の４か国であった（表１）４）．
　しかし，これらのNational reportsにおいても
前述の憲章などと同様に，「環境」という言葉が
章や節のタイトルとして取り扱われているもので
はなかった．そのような中で注目したのが，表１
中のポルトガルのレポートに記載されている「良
好なスポーツ環境への取り組み－環境倫理学」で
あった．この小冊子は先のEFPM会議（2019年）
に参加した際，筆者に紹介された“Manual of 
good environmental practice in sport５）”である．
この冊子は商業目的で販売されている書籍ではな
いため書店で購入することはできないが，本研究
のために譲渡を受けた．特色としては，タイトル
として「環境」という言葉を冠していること，ま
た英語版の発行年が2018年であり，先のヨーロッ
パ・スポーツ憲章やユネスコのスポーツ憲章の公
表後に発刊されていることなどを挙げることがで
きる．また，このことは巻末にあるIOCの“Manual 
on Sport and the Environment （2015）”や”Sus-
tainability Trough Sport （2012）”，UNEP（2009），
NDRC （2012）などの参考文献が示されているこ
とから，それらを踏まえた内容となっていること
が分かる．したがって，当然それらの趣旨や内容
等を踏まえたこの冊子は大きく評価される．

2．本書「良好なスポーツ環境への取り組み」
の概要と検討

1）目次について
　章・節については数字番号が付されていないた
め，目次項目をページ数順に整理すると，表２と

表2　目次一覧

大項目
ページ

（小項目
ページ）

項　　　目

3 はじめに
（3） 環境倫理の本当の意味
（3） 持続可能な発展の本当の意味
（４） スポーツに持続可能性が必要な理由
（６） 本書の目的

７
地域活動の原動力となる主な環境問題
の目標規模

（７） 資源の消費と配分
（９） 気候変動
（12） 生息地の破壊と生物多様性の損失
（14） 空気・水・土壌の汚染
（16） 地球におけるフットプリントの削減
（16） 生態学上のフットプリント
（18） 二酸化炭素のフットプリント
（20） 水のフットプリント

22 スポーツと環境の最適な組み合わせ

（26）
オリンピック・ムーブメントの役割
とアジェンダ21の推進

（32） 実践のエリア
（36） 環境への影響
（42） （交通網などの）確保
（46） エネルギー
（52） 交通（機関）
（56） 水
（62） 材料
（64） 消費
（70） 生物多様性

（73）
（関わり合う人々や施設・地域など
の）包括

（74） 健康な生活

77
身体活動のよい出会いである自然界に
建設された空間

80
さまざまなスポーツに対する環境ビ
ジョン

84 スポーツイベントの指標
（85） 環境
（86） 経済
（87） 社会

88 おわりに
92 参考文献
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3．項目内容の検討

　記載されている文章の内容についてページ順に
検討を行い，分かりやすくなるよう説明も付加す
る．

1）環境倫理の本当の意味
　「環境倫理は人間の存在が自然の存在と密接に
関連している場合，私たちの道徳的懸念と決定に
は環境と持続可能な発展の必要性を含めるべきで
あり，その権利も考慮に入れる必要があると論じ
ている」と述べているように，環境倫理という学
術的な背景を基盤としている．つまり，自然環境
という中で人間が生活していくことができる環境
は，人間が今後も生きながらえていくというその
存在を可能とする自然環境である．したがって，
人間が生きていくためには，将来にわたって自然
環境を継続的に持続可能にしていかなければなら
ないという意味である．そして，後半では「その
ためには現状の利用状況や科学的技術などについ
て，人間が従うべき正当な原理として，道徳的に
集中して，考える必要性がある」ことについて指
摘している．

2）持続可能な発展の本当の意味
　「持続可能な発展とは，通常，将来の世代のニー
ズを損なうことなく，現在のニーズを確実にする
発展であると考えられている」と，明確に述べて
いる．例えば，過剰な人口増加（速度）や無数の
社会的不平等，そしてそれらに起因する重大な人
口問題を挙げ，これらの問題を経済的・社会的・
環境的という3つのシステムのセットとして理解
すること，またそれらを全体的・包括的に解決す
るためには４つ目の視点として，それらの統治・
管理方式の重要性について提示している．

3）スポーツに持続可能性が必要な理由
　「なぜ，スポーツに持続可能性が必要なのか」
に つ い て は，2014年 のARIST（International 
Academy of Sport Science and Technology）に
よる一般的な持続可能性の恩恵を引用し，将来に
向けた「資源の合理的な利用」と「運転資金の削

なる．なお，本書は英語版であるため筆者が和訳
を行ったが，本書の英文と和訳に差異がある場合
には，当然ながら英文が優先されることとなる．

2）全体の構成について
　まず，最初の「はじめに」においては，４ペー
ジをかけて（全体の約4.2%），環境倫理や持続可
能な発展といった本書のテーマについて，現在ス
ポーツが全世界で抱えている解決しなければなら
い環境問題がもつ大きな意味について説明してい
る．続く「目標規模」の大項目においては資源や
気候変動，生息地の破壊と生物多様性などについ
て，空気・水・土壌の汚染を事例として取り上げ
説明している（約15.6%）．「スポーツと環境の最
適な組み合わせ」の紙幅は全体の中で最も多い55
ページを割いており，全体の約57.3%と６割近く
になっている．小項目の内容としては，エネルギー
や交通機関などが取り上げられている．「身体活
動のよい出会いである自然界に建設された空間」
においてはレジャー的なスポーツを取り入れ，分
かりやすく説明している（約5.2%）．「さまざま
なスポーツに対する環境ビジョン」では，いろい
ろなスポーツと環境要因との関りについて，図で
説明している（約4.2%）．最後となる「スポーツ
イベントの指標」においては，環境・経済・社会
のカテゴリーから環境との関係のポイントについ
てまとめている（約4.2%）．
　全体を通して取り上げられている内容として特
徴的なことは，オリンピックなどの世界的な大会
から庶民のハイキングやサイクリングなどを事例
に，また自国ポルトガルの環境に関するデータを
活用するなど，幅広く各種のスポーツ（大会）と
環境との関係について，卑近なスポーツや地域社
会などを事例として，実感が湧くような事例・デー
タを取り上げている点である．また，事例の紹介
についても自然科学的な視点からばかりではな
く，内容に応じて実生活上の社会的な生活実態へ
の影響や学校教育に関連する教育的な視点からも
説明がなされている．このため，競技関係者では
ない一般人にとっても，分かりやすい説明内容と
なっている．以下には，関係する主な小項目の具
体的な事例を挙げ，検討する．
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因追及は不可能となり，対策の方途も考えられな
いであろう．また，スポーツ活動を継続させてい
くためには，スポーツに関わる環境を破壊しては
ならず，持続していく方策について検討しなけれ
ばならない．つまり，環境破壊はスポーツはもと
より，通常の日常生活自体をも破壊することに繫
がるからである．
　スポーツ活動がよい位置づけで継続・促進され
るためには，環境に関連する良い対応が必要不可
欠であり，このことをなくしてはスポーツの持続
可能性を確保することはできない．つまり，ス
ポーツが如何に環境と共存できるのかにかかって
いると言っても過言ではない．スポーツの持続可
能性を確保することができる重要な手がかりとし
ては，自然環境自体の利用法の検討もあるが，そ
の場面だけを具体的・個別的に想定するばかりで
はなく，大きく広く地球上の人々全員の生活実態
に関わるであろうという視点についても考慮しな
ければならない．そのためには，現状で実施が可
能な体制づくりや，それを評価するための指標が
必要とされる．
　また，具体的に，どのようなスポーツの練習（場）
や大会が，どのような自然環境の要素に影響を与
えているのかについては，実感することは現実的
にかなり難しい．このため，いくつかのスポーツ
を事例として取り上げ，その影響を身近に認識で
きることは重要である．

５）資源の消費と配分
　19世紀の初頭，世界の人口は約10億人で，2011
年には70億人に達し，2040年代までに世界中の人
口は90億人に達すると予想されているなど，急速
な人口増加の歴史と見通しが取り上げられてい
る．このことは，人間が使う日常の水量も増えて
いることに繫がっている．

６）気候変動
　気候変動は，21世紀の主要な環境問題の一つと
して考えられている．これは，石油・石炭や天然
ガスなどの化石燃料の燃焼に起因する二酸化炭素
を中心とした一連の汚染物質の排出によって拡大
してきている．排出量の少ないメタンや亜酸化窒

減」との兼ね合いについて図示している１）．どち
らか一方だけを焦点化し削減するという見方では
なく，両者の関係性を意識する重要性を意図して
いる．また，その両者が向かう方向性も重要とな
ることを図でイメージしている．スポーツにおけ
る持続可能性としては，「何が良い/良くない」の
２本柱を立て，3段階を示している．現状はどの
段階にあり，どの段階を考えなければならいのか
を考えられるような図となっている．
　また，次ページの別図（Sustainability in sport）
では，Green Cross Espańaがスポーツと環境の
持続可能性には社会的平等・政治的制度的結束・
経済成長・人間形成・環境の質という５つのカテ
ゴリーが関与しており，それらがまた個別に多様
な内容と関わっている図を挙げている６）．この図
より，スポーツと環境の持続可能性が，広範囲に
わたって関係性を有していることが分かる．

４）本書の目的
　通常，書籍発行の目的の項目は巻頭に来るのが
一般的な形式であるが，この項目内容が４番目に
記載されているということは，それまでの１）〜
3）の内容を踏まえて，この４）の位置づけが示さ
れているということである．ここでは，次の５点
の目的が意図されている．
　◦ スポーツと環境保護および持続可能な発展の

促進との強い結びつきを生み出す環境問題の
明確化

　◦ スポーツと環境が勝利の組み合わせであると
いう理由の正当化

　◦ イベントやスポーツインフラストラクチャに
関する持続可能な発展を促進するための10の
重要な手がかり

　◦ 環境チームを中心としたイベントやスポーツ
インフラのパフォーマンスをモニタリングで
きる可能性のある指標の提案

　◦ 数種類のスポーツに関連する環境へのさまざ
まな影響

　スポーツに関わる環境問題が生起している現状
においては，その問題の原因や影響の状況などに
ついて明確化することが出発点となる．この内容
が正確にあるいは具体的に究明されなければ，原
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９）地球におけるフットプリントの削減
　地球に与える影響を判断するための最も一般的
な方法の一つとして，エコロジカルフットプリン
トを挙げている．これは，人間の自然環境依存度
を分かりやすく伝える指標として用いられてい
る．日本においても地球環境全体の持続・継続性
をめざし，この手法を用いた調査研究が行われて
いる．

10）生態学上のフットプリント
　上記９）の「エコロジカルフットプリント」に
ついて，具体的に説明している．このエコロジカ
ルフットプリントは，地球が人類のニーズを確保
するのに十分な大きさであるかどうかを評価する
最も重要な指標の１つである．生態学上のフット
プリントは，エコロジカルフットプリントの１つ
である．
　EFN（Ecological Footprint Network） の2010
年の計算によると，現在の地球上の人類の自然に
対する需要を確保するためには1.5倍相当の地球
が必要であることになる．自然資源は人類が消費
する速度と同様の速度では再生しないため，この
結果はこれまでの40年以上もの間，人類が地球全
体の生物学的容量を超えて自然資源を使用してき
たことを表すものである．つまり，再生が追い付
かないあるいは間に合わない資源を多く利用し，
そのつけを未来に託しているが現在の実態と言え
る．

11）二酸化炭素のフットプリント
　気候変動の問題との関連性として，カーボン
フットプリントを挙げている．これも，エコロジ
カルフットプリントの１つである．これは，人・
組織・製品またはイベントによって引き起こされ
る温室効果ガス排出量の合計であり，実際には温
室効果ガス（二酸化炭素，メタン，亜酸化窒素，
さらにはいわゆるfガス）の排出はあるものの，
異なるガスの二酸化炭素への変換係数もあるた
め，通常，最終的な値はCO２換算で表されると
している．

素，エアコンや冷蔵庫などにある冷媒液としての
ハロゲン化合物についても触れている．これに関
連して，欧州議会は自家用車と貨物用自動車の排
気ガス（CO２）を2030年までに40%削減する法案
を可決している．このような流れは，次第にスポー
ツ事象も含めて日常生活における他の事象にも波
及していく可能性は否定できない．

７）生息地の破壊と生物多様性の損失
　自然界における生物多様性と生態系の概念は，
その関連性を理解するために重要であることか
ら，動植物の実態について説明している．国際自
然保護連合（International Union for Conserva-
tion of Nature）の資料によれば，哺乳類の25％，
鳥類の12.5％を占める22万2,000種以上が絶滅の
危機に瀕していると考えられている．このことは，
スポーツ場面に直接的に関係はしないが，環境は
循環することが基本であることを再度認識させら
れる重要な事例であった．

８）空気・水・土壌の汚染
　自然起源または人為的起源による汚染は，負の
影響を引き起こす可能性のある化学物質による可
能性が高い．その実態現象は，地域とそれぞれの
生態系に関わる形態とがある．ここでは大気・土
壌・海洋という3つの影響実態を抽出し，その原
因や影響について触れている．また，騒音も健
康や生態系に重大な影響を与えるとして，汚染の
例として取り上げている．世界保健機関（World 
Health Organization）によれば，大気汚染につ
いては世界中の大気の質の悪さが370万人の早死
の原因であり，そのほとんどが西太平洋と東南ア
ジアの郡にあると推定しているとの報告があり，
その原因には農業で肥料として使用されている窒
素やリンあるいは燃焼過程で大気中に放出される
窒素がオゾン層を破壊していると指摘している．
一般的に，空気・水・土壌といった自然物は汚染
されてはいないと考えがちであるが，地球全体の
環境という視点からでは，その原因⇔結果に注目
する必要性も見受けられる．
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している．
　例えば，スポーツイベントでは多数の人々（選
手・役員・観客・支援員など）を動員する可能性
があるため，交通や照明・音響などのために様々
なエネルギーが用いられ，環境への影響は避けら
れない．しかし，「スポーツにおける環境問題は，
環境とスポーツに利益をもたらす」と述べ，正し
い環境管理・運営を行うことにより，特定のイベ
ントや今後の取り組みに関連したコストを削減す
ることができるとしている．そのポイントとして，
自然の楽しみの促進，環境問題への意識の高まり，
資源の適切な使用と汚染の削減，社会的包摂（社
会集団間の関係，人種差別や暴力の回避，障害者
の統合）の促進という４つを挙げている．
　これらの内容は，自然環境ばかりではなく，社
会的な環境も含めてとらえているところに特色が
みられ，前出のEUスポーツ大臣会議のコメント
や，後述するアジェンダ21の内容とも関係する．

14）�オリンピック・ムーブメントの役割とアジェ
ンダ21の推進

　アジェンダ21は，1999年10月に開催された第3
回国際オリンピック委員会スポーツと環境に関
する世界会議でIOCの政策の基盤として採択され
た．アジェンダ21は世界の主要な問題を特定し，
環境と天然資源の保護とともに社会的・経済的発
展を促進することを目的として，運動そのものか
らスポーツ選手とスポーツウーマン全般，オリン
ピック委員会そのものからアスリート・クラブ・
コーチ，そしてスポーツに関連するすべての個人
と企業にまで適用されるとしている．しかし，所
属メンバーの多様性に応じて，さまざまな社会的・
地理的・気候的・経済的・宗教的・文化的関係性
を尊重することが重要である．このアジェンダ21
については日本でも知られるようになってきたの
で，割愛する．詳細は，JOCのHPを参照されたし．

15）実践のエリア
　環境問題についての取り組みは，インフラやス
ポーツイベントの規模に応じて，異なる分野や
様々な専門家の統合的な見解として，厳格に，信
念を持って推進しなければならないことから，責

12）水のフットプリント
　地球上のすべての水を５リットルの水差しに入
れた場合，人間が生活水として利用可能な真水の
量は，ティースプーン１杯分にもならず，この状
態で使い続ければ今後50年足らずで利用可能な水
をすべて使い果たしてしまうなど，水の使用の現
状とその見通しについてウォーターフットプリン
トという言葉を使用して説明している．これも，
エコロジカルフットプリントの１つである．
　この中で，水にも種類があるとしている．１つ
目は，「青」の水で表層水または地下水を指し，
次が「緑」の水で蒸発散に関連して降雨，潜在的
な蒸発，各培養物の必要性に直接依存するなど農
作物で使用される水，3つ目が「灰色」の水で排
水の希釈と浄化に関連した水として区分してい
る．水に関する環境問題として，このように分か
りやすい区分を設定することも重要であると考え
られる．

13）�オリンピック運動の役割−アジェンダ21の
推進

　スポーツと環境の最適な組み合わせを考える場
合，スポーツや環境をどのようにとらえるべきな
のか，またスポーツや環境と関わるあるいは影響
する事象とは何か，などについて事前に見通しを
立てておく必要がある．まず，スポーツについて
は，競争力のあるスポーツからコミュニティと個
人の特性とニーズを反映した，特にジムや散歩，
屋外環境での活動を含むべき活動も含めて広い概
念として検討する必要がある．このため，健康的
なスポーツの実践は不可欠であり，その意味でス
ポーツは生活の質を生み出し，同時にそれを調整
すると捉えている．
　また，環境の持続可能性については，地域の活
性化と尊重を踏まえる一方で，適切な価値と経済
状況を提供し，個人と自分自身および環境とのバ
ランスの取れた関係の構築を支援することによっ
て，自然環境下で行われる野外活動をますます活
性化し，自然への知識と尊敬を高めるとしている．
スポーツは平等・統合・市民権というまさに社会
的観点と関連する価値を有し，スポーツが社会的
にも持続可能な開発の側面の１つであることを表
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を最小限に抑えるための場所を選択することが重
要である．その際，公共交通機関と高占有率の低
炭素車両の使用を最優先することを挙げている．

20）水
　節水対策として，水の使用量を最小限に抑える．
このため，無駄を生み出すボトル入りの水は避け
る．なぜなら，ペットボトルを制作する際に大量
の炭素を消費するからである．また，全部飲み切
らないで，捨てる場合もあるからである．再生可
能なマイボトルが推奨される．

21）材料
　用途により，いろいろな材料が考えられるが，
基本的には持続可能な資源から，可能な限り地元
で調達された環境への影響が少なく，また有害物
質を含まない再生可能な原材料を使用することが
挙げられている．

22）消費
　インフラストラクチャに関しては，可能であれ
ば，既存のインフラを利用するかあるいは適正規
模にアップグレードすることを基本とする．消耗
品としての袋などは，イベント期間中は，再利用
可能（リサイクル可能）な包装を介して廃棄物を
最小限に抑え，回収オプションを整備する．再生
可能なマイバッグが推奨される．

23）生物多様性
　生物多様性とはさまざまな生物種の共存状態を
指すことから，生息地の維持または改善を確実に
するために，生物多様性と自然保護の要件を満た
す必要がある．この取り組みが，地域の遺産を保
護することに繫がる．これは直接的に自然環境を
対象としており，いくら人間中心の現状であって
も，他の生物に対しても，地球規模で考えること
の必要性を提示している．また，人間自身も生物
であることからして，種としてのそれぞれの人間
についても同様に考えなければならない．と同時
に，コミュニティという社会的基盤においても，
人間の多様性が当てはめられる必要性が生じるで
あろう．

任や目標およびすべての関係者（組織内からアス
リートや観客など）とのコミュニケーションを特
定する行動計画の作成が非常に重要となる．
　このため，BMU （German: Bundesministerium 
für Umwelt, Naturschutz und nukleare Sicher-
heit, abbreviated BMU, 2007２））の資料を引用し
て，スポーツイベントの組織化のフェーズについ
て説明している．第１フェーズの申し込みと構想
から始まり，続いてスポーツ施設の近代的な拡張
建設，大規模なイベントの計画，イベントの開催，
事後という５つの大きなフェーズに区分してい
る．インフラに関しては，環境への影響，（交通
網などの）確保，エネルギー，交通機関，水，材
料，消費，生物学的多様性（様々な生物種の共存
状態），（関わり合う人々や施設・地域などの）包
括，健康な生活の10項目であった．

16）環境への影響
　スポーツイベントやインフラの持続可能な計画
における重要な点として，（常設）会場やイベン
ト自体が建設段階，使用時，解体時のいずれにお
いても，粉塵，騒音，その他の周辺環境の撹乱要
因など，関わる可能性のあるすべての汚染を最小
限に抑えることを挙げている．

17）（交通網などの）確保
　持続可能性があると認められる基準と透明性を
備えたサプライチェーンを開発し，サプライヤー

（特に近隣の中小企業）への公正かつタイムリー
な支払いを確保することを挙げている．

18）エネルギー
　エネルギーについては，排出量とコストを削減
するために，その使用を最小限に抑える方法を見
つけるため効率化対策を取り入れ，再生可能エネ
ルギーを最大限に活用することにより，エネル
ギー使用量を削減するための施設やインフラを設
計することを挙げている．

19）交通（機関）
　スポーツ活動周辺の既存の資源とアクセス（交
通）の良さを考慮して，資材や人の輸送の必要性
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各地の実態を反映していると言える．
　なお，この後の36ページから75ページまでは上
記10項目の詳細な説明となっているので，紙幅の
関係上割愛する．

26）さまざまなスポーツに対する環境ビジョン
　種類の異なるスポーツでは使用する施設や設
備，照明や保守管理，観客数などが異なるため，
消費される資源の実態は一様ではない．それは，
例えば，バスケットボールなどの室内競技と，ク
ロスカントリースキーなどの野外競技を比較する
とイメージしやすいかもしれない．ここでは，前
出のBMUが作成した様々なスポーツと環境の関係
について８カテゴリーに分けて一覧表にしている
ので，下記に参考資料として取り上げる（図１）２）．
　すべての種目のスポーツにおいて，最も環境と
の関わりが強かったのは，「交通（移動）」であっ
た．種目に関係なく，参加者としてのプレーヤー
も観客も審判なども自家用車を用いたり，また公
共交通機関であるバスなどでも，ガソリンを消費
していることに起因していると考えられる．「料
理（ケータリング）」については，すべてが「□

（重要）」と表示されているが，料理には必ず光熱
費や運搬費が必要とされるため，「●」が予測さ
れる．また，売れ残りが出るとなると，「●」に
なる可能性も多くなると考えられる．いずれにし

24）（関わり合う人々や施設・地域などの）包括
　スポーツ（場面）および大会などでは，年齢や
能力，性や文化の異なる人々が集まるため，これ
らに弊害が出ないないように計画・実施しなけれ
ばならない．ここでの包括という語は英語の“in-
clusion”の訳語である．最近，日本の会社人事や
教育現場などにおいても，少しずつ使用されるよ
うになってきた言葉である．似たようなニュアン
スをもつ言葉として，ダイヴァーシティという言
葉がある．これらは似ているようであるが，イン
クルージョン（包括）は「多様な人々が互いに個
性を認め合い，一体となって活動する」ことを指
すことが多いのに対して，ダイヴァーシティ（多
様性）は「多様な個性や背景をもつ人材を，積極
的に活用すること」と解釈され，両者の意味に多
少の違いがみられる．ここでは，齟齬がないよう
に敢えて日本語で包括と訳している．したがって，
スポーツに関わり合う人々や施設・地域などは，
すべてが当事者になるというとらえ方である．

25）健康な生活
　健康な生活の促進として，地域社会の健康と福
祉を挙げている．スポーツをする人（選手）ばか
りではなく，まずは，それに関与する人々の健康
が最優先であるとする．地域社会が不安定であれ
ば，いくら健康を望んでも限界があるという世界

●：特に重要　□：重要　〇：検討中　　　
　 消費量 水量 交通移動 エネルギー 騒音 自然 料理 計画

マ ラ ソ ン ● 〇 ● 〇 〇 〇 □ 〇
サ イ ク リ ン グ ● 〇 ● 〇 □ ● □ 〇
モータースポーツ ● □ ● □ ● ● □ □
ス キ ー ● ● ● □ □ ● □ 〇
乗 馬 □ □ ● □ 〇 〇 □ 〇
フ ッ ト ボ ー ル ● ● ● ● ● 〇 □ □
ヨ ッ ト □ 〇 ● 〇 〇 〇 □ 〇
ゴ ル フ □ ● ● 〇 〇 □ □ 〇
ビ ー チ バ レ ー □ □ ● 〇 〇 〇 □ 〇
陸 上 競 技 ● ● ● ● ● 〇 □ 〇
ボ ク シ ン グ □ 〇 ● ● 〇 〇 □ 〇
テ ニ ス □ □ ● □ 〇 〇 □ 〇

図1　さまざまなスポーツにおける影響
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　④ボランティア活動の時間数

28）おわりに
　最後には，結論として４ページにわたってまと
めているが，分かりづらい点もあるため，それら
の説明に補足説明を加える．
　スポーツと持続可能な開発の促進との関係は，
そのさまざまな側面，環境的・社会的・経済的，
また制度的に複雑であり，時には矛盾している．
なぜなら，スポーツ活動の性質や実践に必要なイ
ンフラ，そして実現の規模（地域から世界へ）や
市民の動員レベル，環境への配慮など，これらす
べての要素が非常にポジティブなものから非常に
ネガティブなものまで，結果を左右する大きな条
件となっているからである．このため，小さなイ
ベントからオリンピックのようなメガイベントま
で，計画段階での準備や事前・事後の運営，さら
にはイベント自体に続く作業は，スポーツにおけ
る倫理的・環境的価値観の統合の源泉として，極
めて重要である．
　また，アマチュアやプロ，特に若者に注目し
て，今後さまざまなスポーツ活動への人口が増加
するであろうと考えれば，スポーツパーソンは選
手や一般市民，そして組織や企業の関与のための
一連のアイディアとガイドラインにつて議論する
ことが不可欠となる．これは容易なことではない
が，環境の持続可能性の次元での思考・判断によっ
て，補完されされるであろう．ポルトガルにおい
ては，スポーツにおける倫理のための国家計画に
よって，異なる価値観を尊重した哲学と倫理でス
ポーツ活動をフレーム化し，促進している．その
結果，スポーツは人々を自然との相互作用に巻き
込み，健康を改善する可能性があるとともに，ス
ポーツ活動の実践も環境に影響を与える可能性が
ある．例えば，スポーツイベントは自然資源の利
用や廃棄物の発生，生物多様性の損失に大きな影
響を与える可能性があるからである．
　しかし，環境条件がスポーツ活動やアスリート
のパフォーマンスを損なう可能性があることを考
えると，環境自体もスポーツに影響を与える可能
性があることについても考えておかなければなら
い．例えば，それは2007年のヨーロッパの温暖な

ても，環境を保全する趣旨での経費（エネルギー）
削減は必要である．

27）スポーツイベントの指標
　スポーツイベントを評価する手法として，その
実態を数値化することにより，より具体的な情報
を得て，影響を診断・比較したり，改善点を評価
したりすることができる．その実態は，大きく環
境面・経済面・社会面という3つに分けられてい
る．
（ 1） 環境面については，次の９ポイントが示さ
れている．
　① イベントのエコロジカルフットプリントの

算出
　②イベントのカーボンフットプリントの算出
　③ イベントに関連する炭素排出量の総量また

は部分的な炭素排出量
　④ 各参加者のイベント会場までの平均移動距

離
　⑤各交通手段を利用した参加者と観客の割合
　⑥ イベントによる総エネルギー消費量（参加

者１人当たりのエネルギー消費量も含む）
　⑦ イベントで消費された水の総量（参加者１

人当たりの水量も含む）
　⑧ イベントで発生した廃棄物の総量（参加者

１人当たりの廃棄物も含む）
　⑨ リサイクルに出された廃棄物の総量（参加

者１人当たりの量も含む）
（ 2） 経済面については，次の７ポイントが示さ
れている．
　①参加者と観客の数
　②食事と宿泊の費用
　③イベントへの総投資額
　④参加者一人当たりの費用
　⑤収入と費用の分配
　⑥地域社会に関連する投資
　⑦関与した労働時間数（有給）

（ 3） 社会面については，次の４ポイントが示さ
れている．
　①年齢層別の参加者の割合
　②性別に関する参加者の割合
　③参加者による関心の質的評価と地域社会
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と同様である．これに絡んで，10のポイントを上
げている．しかし，すべてが自然環境だけの内容
という訳ではなかった．つまり，エネルギーや交
通機関，そして水や材料，生物の多様性といった
自然環境についても物理的・自然科学的にみるだ
けではなく，人々との関わりについても地域・地
球規模でとらえた内容があった点などである．通
常，我々はこれらの環境を目に見える範囲で認識
する程度で精一杯であり，実態としての日常生活
そのものが地域や国を超え，地球規模で繋がり，
連携していることにはなかなか気がつかない．そ
もそもの日常生活の実態そのものが，地球の環境
の一部となっていることが，示唆されたようなも
のである．このような視点は，他書には見られな
い記述内容であった．
　２つ目としては，包括と健康的な生活という，
まさに社会環境と直結する項目内容を10項目の中
に盛り込んでいる点である．スポーツや環境をそ
れぞれ個別の事象として単独に捉えるのではな
く，常に事象の当事者としての人間とそこにおけ
る生活との関係性・脈絡性をもった環境現象とし
てとらえていることが，これも他書には見られな
い記述内容であった．
　しかしながら，日本においても積極的に取り
組まれている「持続可能な開発目標（SDGs：
Sustainable Development Goals）という記述は
見当たらなかった。SDGsとは，2001年に策定さ
れたミレニアム開発目標（MDGs）の後の2015年
９月の193か国参加による国連サミットで加盟国
の全会一致で採択された「持続可能な開発のた
めの2030アジェンダ」に記載された内容であり，
2030年までに持続可能でよりよい世界を目指すと
する国際目標である。これは17のゴールと169の
ターゲットから構成されており，地球上の「誰一
人取り残さない（leave no one behind）」を謳っ
ていることから，SDGsは発展途上国のみならず，
先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）な
ものである．エネルギー資源の有限性など「地球
の限界」が明確化し，国際社会では環境保全と経
済成長の両立を目指す「グリーン経済」への移行
を世界が目指すながれの中で，SDGsは経済・環境・
社会の諸課題を包括的に扱うことが特徴となって

気候条件が，ウィンタースポーツの実践に影響を
与えたことなどである．
　一方，水質汚染や大気汚染，騒音や生息地の喪
失，そして有毒廃棄物や交通機関の排出物，室内
空気質や気候変動などは，安全で楽しいスポーツ
の実践に対する脅威の１つとなっている．このた
め，スポーツ活動に関連する，より持続可能な開
発の促進が環境的に正しい管理を通じて達成でき
るように，とりわけ，公共事業における環境基準
や温室効果ガス排出量の削減，そして廃棄物の収
集と適切な廃棄手段と用地の計画などを組み込む
ことが求められる．
　スポーツが生み出す情熱は，ポジティブな社会
的・環境的価値を広めることを可能にする．した
がって，スポーツイベントは経済的な機会として
だけではなく，持続可能な発展を生み出すために，
文化的・社会的・環境的価値の普及の可能性を有
していることも考慮されるべきである．「あなた
が何をするかだけでなく，それをどのように行う
か，そして誰と一緒に，私たちの行動の例も重要
である（AISTS１））．」
　なお，スポーツイベントの開催にあっては，先
に述べた５段階を踏まえることが重要である．そ
れぞれの段階において，定量化可能な目標を設定
し，達成した目標の事後評価を事前に行うことが
重要である．スポーツイベントでは，好機と脅威
の分析を合わせたライフサイクルの全体的なアプ
ローチを行うことによって，環境面が成功の基本
要素となるような筋書きを描くことが，スポーツ
と環境との持続可能性のシナリオとして役立つか
らである．

４．総　　　括

　以上，対象とした本書の目次に沿って概要をま
とめ，補足説明を付してきた．特徴については冒
頭に述べた通りであり，すべてが日本でも参考と
なる内容であった．その中でも，特に，現在及び
今後の日本に必要と思われる内容をいくつかピッ
クアップし，検討・総括しまとめとする．
　まず，初めに挙げられることは，設定された項
目の内容についてである．環境という中でも，自
然環境を主な対象としている点については，他書
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リンピック委員会，https://www.joc.or.jp/
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９）   日本オリンピック委員会，IOCスポーツと
環境・競技別ガイドブック・マニュアル，
IOC/JOC_A5flÅ.qx，https://www.joc.or.jp/
eco/pdf/g08_manual.pdf.

10）   日本スポーツ協会，日本スポーツ協会スポー
ツ憲章，2018，https://www.japan-sports.
or.jp/ Portals/0/data0/about/pdf/JSPO_
kenshou2018.04.01.pdf.

11）   Ministers  responsible  for  Sport  of  the 
Council of Europe, European Sports Char-
ter  and Human Rights  in  Sport:  resolu-
tions adopted at Conference of Ministers, 
2021,  https://  search.coe.int/directorate_
of_communications/Pages/result_details.
aspx?ObjectId=0900001680a16585.

12）   三浦　裕，第４章学校教育における「環境」，
４－１日本の学校教育における「環境」につ
いて，令和元年度日本スポーツ協会スポーツ
医・科学研究報告Ⅶ，環境保護の視点からみ

いる。
　このため，SDGsはこれらに全般的にまた直接
的にスポーツと関連する内容ではないが，部分的
には関連性があると考えられるため，このような
視点からの事例もあるとよいと考えられる．
　まとめとして，大きく２つのポイントを挙げた
が，これらについてはいずれもスポーツと環境の
持続可能性について分かりやすく説明しているた
め，実感そして好感の持てる内容であった．これ
ら２点は，現在および今後の日本にとって参考に
なる内容であり，大いに評価される所以である．
ついては，日本においても関係する内容の書籍や
DVDなどを作成する際には，SDGsも踏まえ，是
非ともこのような視点を盛り込むことが肝要と考
えられる．
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は じ め に

　本章では，近年の「IOC持続可能性とレガシー
委員会」における取り組みを参照し，国内のスポー
ツ関連組織が実施可能な自然環境保護対策につい
て検討する．ここでは，主として2018年10月に公
表された「IOC持続可能性報告書（Sustainability 
Report，以下，持続可能性報告書）」，その進捗
更新報告（2019年11月公表），およびそれらと関
連する文書を参照する．
　国際オリンピック委員会（International Olym-
pic Committee, 以下IOC）が推進するオリンピッ
ク・ムーブメントにおいては，1970年代の特に冬
季オリンピック大会開催との関わりの中で問題が
顕在化した．この背景には，1960年代における反
戦運動，フェミニズム運動，黒人公民権運動等の
他の社会運動との合流による環境運動の組織化が
あり，さらには1970年代における環境運動の国際
的展開があった．
　IOCが環境問題に正面から取り組むようになっ
たのは，1990年代以降である．オリンピック・ムー
ブメントの２本の柱「スポーツ」「文化」に「環境」
が加えられ，3本の柱とされたのは1994年のこと
であった．オリンピック・ムーブメントにおける
一連の動向は，本研究調査の2019年度報告書第一
報の第１章において概観した１）。
　オリンピック・ムーブメントと環境問題への取
り組みは，国際社会全体としてみれば，対応が
遅れがちであったことをうかがわせる．しかし，
2000年以降のIOCは，環境問題への取り組みを国
際レベルで牽引する立場をとり，具体策をとって
いる．直近の取り組みは，2014年11月に公表され
たオリンピック・アジェンダ2020を重要指針とし
て行われてきた．オリンピック・アジェンダ2020

は，IOCの中長期戦略策定に資する20＋20の計40
項目の提言を示した文書であり，そこには「環境
への配慮」に関する記述も含まれている２）．アジェ
ンダ2020を受け，2015年，IOCは従来の「スポー
ツと環境委員会」を「持続可能性とレガシー委員
会（Sustainability and Legacy Commission）」に
改称し，役割を強化した．
　この委員会の目的は，主として，オリンピッ
ク・ムーブメントが社会に与えるプラスの影響を
最大化すると同時にマイナスの影響を最小化する
ことを通じ，オリンピック・ムーブメントの持続
可能性を追求することとされている．基本的には

「スポーツと環境委員会」による活動を継承して
いるが，国連によるSDGsを踏まえ，国連環境計
画（UNEP）等の関連機関とも連携している．こ
うした連携は，より広い射程で効果的な方策を検
討し，スポーツ関連組織に対する主導的役割を果
たそうとするものである． 
　国連はミレニアム開発目標（MDGs）を土台と
しつつ，2015年に持続可能な開発目標（SDGs）
を公表した．2016年１月からの実施に向けた
SDGsにおいて，スポーツは目標を達成する重要
な手段のひとつに位置づけられた．スポーツに
は，世界のあらゆる場所であらゆる人々にとって
実施可能であるという意味での普遍性があり，ま
た人々を惹きつける力があることに期待が寄せら
れるようになったといえる．
　持続可能性とレガシー委員会は，設置翌年と
なる2016年，IOC持続可能性戦略（IOC Sustain-
ability Strategy）を公表した．本章で分析を行
う持続可能性報告書は，戦略の公表から18カ月後
に，進捗状況をモニタリングした結果を公表した
ものである．また同委員会は報告書を作成すると
同時に，生物多様性，気候変動等のテーマに関連
する非スポーツ領域との対話を促進している．そ
の結果として，オリンピック・アジェンダ2020以

第４章　IOC持続可能性報告書および関連文書にみる�
スポーツと自然環境保護

來田　享子１）

１）中京大学
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ク・ムーブメントのリーダーとしてのIOCに対し
ては５つの目標がそれぞれ設定されている．
　また，目標が関係する重点分野は以下の５つに
区別されているが，環境問題に影響を与える事業
に対し，複数の重点分野に関わる目標も置かれて
いる．

①インフラと環境整備
②調達と資源管理
③モビリティ
④ワークフォース
⑤気候

　持続可能性戦略では，以上のような目標・主体・
重点分野の関係性が図１のようにわかりやすく示
されている．
　これらの戦略目標や枠組みは，将来的な発展を
みすえ，関係組織等との対話・協力によって設定
されている（図２）．

2．組織としてのIOCの取り組み

　持続可能性報告書（2018年10月および2019年11
月）に示された18の目標のうち，組織としての
IOCが達成をめざした目標とその進捗状況を表２

降，表１に示した★の“Sustainability Essentials
（持続可能性の必須要素）”シリーズを実用的ガイ
ドとして公表した他，自然環境保護に貢献する各
種のガイドライン的な文書，手引きとなる文書が
公表されている．

1．IOC持続可能性戦略の概要

　IOC持続可能性戦略が公表されたのは2016年12
月であった．ただし，この戦略はIOC理事会の承
認のもとで更新され，現在は2017年10月版が公表
されている４）．
　この戦略では，2020年までに達成すべき18の優
先目標が掲げられている．具体的な目標と達成課
題については，次項の持続可能性報告書の検討に
おいて示すこととする．
　これらの目標では，達成によって影響を与える
ことができる範囲を踏まえ，実施主体であるIOC
の位置づけが3つに区別されている．第一は，組
織としてのIOCであり，この立場から達成すべき
目標は９つ設定されている．第二は，オリンピッ
ク競技大会のオーナーとしてのIOCであり，これ
に対しては４つの目標が，また第三のオリンピッ

表1　IOC「スポーツと持続可能性」活動の関連文書

年 月 文書タイトル
2014 11 Olympic Agenda 2020（12月IOC総会で採択）
2016 12 IOC Sustainability Strategy
2017 ９ Olympic Agenda 2020: Half-Time Status
2018 3 Sport and Biodiversity
2018 ７ Sustainability Essentials（Introduction）★
2018 ７ IOC Supplier Code
2018 10 IOC Sustainability Report
2018 12 Sports for Climate Action Framework
2018 12 Sport for Climate Action★
2018 12 Carbon Footprint Methodology for the Olympic Games
2019 ４ Sustainable Sourcing in Sport★
2019 11 IOC Sustainability Progress Update
2020 １ Plastic Game Plan for Sport★
2020 ４ Sustainability Pre-Games Report (Tokyo2020)
2020 ９ Sustainability Management in Sport★
2020 11 Sports and urban biodiversity
2021 ２ Olympic Agenda 2020: Closing Report
2021 ２ Olympic Agenda 2020+5
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図1　IOC持続可能性戦略の概略的枠組

図2　IOC持続可能性戦略の協議に関わった関係組織等

協　議

IOC（ローザンヌ
およびマドリード
の運営全体）

35の国際競技連盟

TOPスポンサー

様々な関心・視点
をもつ25以上の国
際組織や持続可能
性に関する専門家

大会組織委員会と
2024年立候補都市

世界の異なる地域
を代表するサンプ
ルとなるNOC
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る国内の認証プロジェクトには，スポーツ施設・
スポーツ関連組織の建築物等はみられず，スポー
ツ用品の小売店舗１軒が存在した．日本国内での
関連するWeb情報には，米国のアトランタにあ
るメルセデス・ベンツスタジアムがスポーツ施設
として初のLEEDプラチナ認証を受けていること
を紹介する記事７）がある．
　建物のエネルギー効率の向上に関しては，マド
リードに置かれたIOC事務局における省エネ工事
が実施され，ISO50001エネルギーマネジメント
システム認証，LEEDの運用・メンテナンス認証
のゴールドレベルが達成されている．ローザンヌ
においては，IOC事務局として新たにオリンピッ
クハウスを建設したことにより，これまでより
35％エネルギー使用量を削減することに成功した
ことが報告されている．

（2）調達と資源管理
　調達と資源管理は，2018年，2019年いずれの報
告書においても「いくらか進んでいるが，まだ相
当の作業が必要である」と評価されている重点分
野である．

①調達物品・サービス
　この重点分野に関し最も注目すべきは，IOC 
Supplier Code８）（2018年９月公開）が作成され，
公表されたことである．この規程（コード）には，
IOCが各種の発注を行う相手先企業等（サプライ
ヤー）に対して求める最低限の社会的・環境的要
求事項の概要が示されている．焦点をあてた領域
は，人権，労働条件，廃棄物の最小化，輸送の最
適化，倫理であり，特定のカテゴリーの商品やサー
ビスにおいて守るべき自然環境保全に関する基準
が示されている．現時点では，すべての業種・商
品・サービスに適用できるわけではないと考えら
れるものの，遵守すべき枠組みが明示されている
意義は大きい．
　持続可能性報告書においては，上記の規程の作
成にあたり，2018年10月には主要なサプライヤー
との対話を行ったとされる．この対話にもとづき
規程が公表され，翌年2019年11月の報告書におい
ては，持続可能性に向けて基準を適用する商品・

に示した（本章末尾）．このうち，自然環境保護
に関わる目標は，インフラと自然環境（目標１，
２），調達と資源管理（目標3，４），モビリティ

（目標3），気候（目標８）と重点分野が複合した
目標９である．次項では，これら５つの分野ごと
に報告書を検討する．

（1）インフラと自然環境
　この重点分野では，IOCの事務所が置かれた建
物が国際的な持続可能性基準に適合するものとし
て認証されるよう，設計・建設すること（目標１），
建物におけるエネルギー効率を向上させること

（目標２）が達成目標とされている．
　ここで国際的な持続可能性基準として掲げられ
ているのは，LEED，Menergie-P，SNBS（Swiss 
Sustainable Construction Standard）の3つであ
る．Minergie-PとSNBSは，スイス国内の認証機
関による基準であるが，この基準の背景にはスイ
スにおける「2000W社会」という公的ビジョン５）

がある．このビジョンでは，ビジョン策定時にス
イスにおける１人あたりが生活に必要とする一次
エネルギー消費レベルが6000Wに換算されたこ
とを踏まえ，世界平均の2000Wをめざし，その
うち75％を再生可能エネルギーでまかなうことを
将来目標としている．スイス・ローザンヌに拠点
を置くIOCにとっては，自然環境保護に結びつく
インフラ整備としては，当然，達成すべき基準と
もいえる．
　一方，LEED（Leadership  in Energy & Envi-
ronment Design）は，米国グリーンビルディン
グ協会（USGBC: US Green Building Council）が
開発・運用している環境性能評価システムであ
る．このシステムでは，国内建物と敷地利用に関
する省エネおよび環境への配慮を複数の視点から
評価する５種類の認証システムが置かれている．
評価項目は，立地と交通，水の利用，エネルギー
と待機，材料と資源等の９つとされる．日本国内
では，2013年に一般社団法人グリーンビルディン
グジャパン（Green Building Japan, GBJ）が設
立され，USGBCの窓口になると同時に，資料の
日本語化等，国内におけるLEEDの普及推進活動
を行っている６）．GBJがWebサイトで公表してい
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の開催頻度・規模によって，削減には限界がある．
2019年度の報告書では，段階的削減がみられると
されているが，大会開催を重要事業のひとつに置
いているスポーツ組織に特有の課題が浮き彫りに
なっているといえる．
　なお，IOCでは2017〜2018年段階で，ビデオ・
音声・Web会議の開催ツールがスタッフに提供
されていることは注目に値する．この対応は，新
型コロナウィルスの感染が世界中に広がる以前の
ものである．国内では，新型コロナウィルス感染
防止対策の一環として，オンライン会議が普及し
た現状があるが，活動の持続可能性，自然環境保
護への取り組みの一環として，継続には一定の意
義があると考えるべきであろう．

（4�）気候（温室効果ガス排出量の削減とカーボ
ンニュートラリティ）

　IOCが関係する事業の中で，二酸化炭素排出量
の大きな割合を占めるのは「移動」に伴う排出で
あると分析されている．この排出量は大会開催年
かどうかで大きく変動し，2018年持続可能性報
告書によれば，排出量の60-80％を占めるとされ
ている．現状ではこの回避が困難であることは，
2019年持続可能性報告書にも示されている．2018
年は，平昌冬季大会，ブエノスアイレス夏季ユー
ス大会，ブエノスアイレスでのフォーラム開催が
あったことに加え，オリンピックハウスの建設に
よる排出量も加えられることとなり，非常に高い
値であった．
　これらIOCの事業にとって避けがたい排出に対
し，積極的削減策をとることを継続しつつ，炭素
削減プログラムへの取り組みによって，二酸化炭
素排出量を相殺することがめざされている．こ
うした手段については，国内でも2021年１月に経
済産業省資源エネルギー庁による総合資源エネル
ギー調査会等において検討が進められている．
　たとえば，2021年１月27日年に開催された第36
回調査会では，脱炭素化を目指す国内・海外の企
業が例示されている９）．こうした企業のひとつで
あるDow（ダウ）とIOCは，2019年現在，12のプ
ロジェクトを進めていることが持続可能性報告書
には示されている．国内のスポーツ組織において

サービス等を具体化した取り組みが開始された．
このように主要なサプライヤーを巻き込みながら
一定の基準としての規程を作成するプロセスから
は，実行に無理を生じさせないよう配慮するとと
もに，関係者への意識啓発をも取り組みの守備範
囲に含めていることがうかがえる．
　TOPパートナーとの間でも同様の検討が行わ
れたが，当初，その進捗は計画よりも遅れていた
ことが2018年半の報告書に示されている．公式ラ
イセンス商品に関しては，IOCユニフォームに関
する契約のみ持続可能性条項を加えるに留まって
いる．

②廃棄物量の削減
　IOCは主要廃棄物としてプラスチック，食品，
電子廃棄物，イベント・展示による廃棄物，紙・
刊行物にターゲットを絞り，廃棄物の流れの管理
と削減・再利用等の対策を実施しようとしている．
しかし，廃棄物削減が容易ではないことは，持続
可能性報告書にも示されている．現状では，使い
捨てアイテムの削減，IOC直営のオリンピック・
ミュージアム（TOM）のカフェレストランにお
ける取り組み，IT機器再利用とリサイクル専門
会社との契約など，実施可能なところから取り組
んでいるといえる．
　ただし，前項（1）で検討した事務局建物の移転

（オリンピックハウス）後の業務においては，オ
フィス廃棄物量が大幅に削減されたことが示され
ている．建物の在り方が廃棄物量の削減にどのよ
うに貢献するのかについては，効果を検証した上
で，分野横断的な取り組みに位置づけることが可
能かもしれない．

（3）モビリティ
　持続可能性報告書からは，この分野において
もっとも効果が得られやすいのは，組織スタッフ
の通勤に関する対策であることが理解できる．モ
ビリティにおいては，これらスタッフの通勤以外
に，IOCに関連する貨物輸送・車両の利用，出張
が検討項目とされている．貨物輸送と出張につい
ては，夏季・冬季オリンピック大会，ユース・オ
リンピック大会，その他の国際フォーラムや会議
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トプリント手法11）」（目標12）などの各種のガイ
ドライン的な文書である．後者については2018年
の持続可能性報告書段階では未完成であったこと
から，「いくらか進んでいるが，まだ相当の作業
が必要である」と評価されていた．しかし2019年
11月報告書では，2024年パリ大会の準備として計
画策定に活用されたことが示され，評価は「順調
に進行中」に転じた．今後，2024年パリ大会にお
ける実践を注視し，参考にすることができると考
えられる．
　目標13に関しては，建設インフラにおける基準
等について専門機関が知識提供を行えるようにす
るための協力協定が締結されたことが2019年11月
報告書に示されている．協定締結組織は，前項で
も触れたLEEDの開発・認証組織であるUSGBC
等であり，大会の招致または開催によって，単独
では得られにくい専門知識を関係都市が活用する
仕組みが構築されることは，招致・開催のメリッ
トのひとつになり得る．この点は，大会後の自然
環境保護問題に関するレガシーとしても期待でき
る．

４．オリンピック・ムーブメントのリーダー
としてのIOCの取り組み

　持続可能性報告書（2018年10月および2019年11
月）に示された18の目標のうち，オリンピック・
ムーブメントのリーダーとしてのIOCの取り組み
目標とその進捗状況を表４に示した（本章末尾）．
関連する持続可能性戦略の目標は，14〜18である．
この取り組みは，国際組織に準じた活動範囲およ
びそのためのネットワークを有するIOCだからこ
そ可能だといえる．そのため，国内で直接的に参
照できる内容は多くはないと考えられる．ただし，
IOCに代表されるような国際的なスポーツ界が，
国連を中心として，スポーツを通じ，世界にどの
ような影響を与えようとしているか，国際的には
どのような動向があるのかを把握する意味ではみ
るべきものがある．特に環境問題に関し，日本の
スポーツ界が世界にどのように貢献し，何を発信
していくのか，という広い視点に立った日常的活
動にとっては，知るべき動向であるといえる．こ
の観点から，本稿ではごく簡単に，重要な動向を

も，類似の取り組みを行う企業と積極的に協働し，
炭素削減プログラムを検討していく必要があると
考えられる．

（5�）あらゆる共同イベントに持続可能性を取り
入れる

　重点分野を横断する取り組みとして実施されて
いるのは，IOCが他組織等と協力して実施するイ
ベントの運営において，できる限り持続可能性を
めざすための取り組みのプロセスや手続きを策定
することである．この取り組みでは，国際規格
ISO20121によって構築されたイベント・持続可
能性マネジメントシステムの認証を取得すること
がめざされている．2019年にローザンヌで開催さ
れたIOC総会は，このシステムを開発するための
ステップに位置づけられている．

3．オリンピック競技大会のオーナーとして
のIOCの取り組み

　持続可能性報告書（2018年10月および2019年11
月）に示された18の目標のうち，オリンピック競
技大会のオーナーとしてのIOCの取り組み目標と
その進捗状況を表3に示した（本章末尾）．持続
可能性戦略の目標のうち，関連するのは目標10〜
13である．
　これらの目標に対する取り組みは，大会を開催
することを通じ，開催都市，組織委員会，国内ス
ポンサー，TOPスポンサーなどを巻き込みなが
ら持続可能性を追求することにより，波及効果を
広げることが意識されている．重点分野としては，

「気候」に焦点をあて，二酸化炭素排出量の削減
ないしカーボンフットプリントの手法を確立する
ことや，「調達と資源管理」に焦点をあて，スポ
ンサーとの連携によって商品・サービスの提供に
おける持続可能性を追求することがある．これら
は効果を可視化するだけでなく，開催都市やその
都市が所在する国・地域における意識啓発，方策
の具体化に向けたモデルを提示する意味でも重視
されていることに注目する必要がある．
　2019年11月までの進捗の中から参考にすること
ができるのは，「大会開催都市契約－運営要件」
の更新10）（目標11），「オリンピックのカーボンフッ
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（1�）Clean�Seasプログラム−国連環境計画との
連携

　このプログラム（キャンペーン）は海洋プラス
チックごみ対策を政府，民間企業，市民組織，一
般市民とともに進めるもので，当面の活動を５年
間として2017年２月にスタートした．2018年以降
には専用サイト14）が設置され，事例や最新情報
が公開されている．プラスチックごみに関しては，
特に“single-use plastic”（シングルユースプラ
スチック）の削減が重要課題のひとつとされてい
る．シングルユースプラスチックは，いわゆる「使
い捨てプラスチック」と理解される傾向があるが，
各国の環境基準等からは一義的な用語として使わ
れていない傾向がある．たとえばEUの関連資料 
においては「短期間に一度だけ使用して捨てられ
てしまうパッケージや製品」のうちリサイクルさ
れることが少ないプラスチックと説明され，いく
つかの製品例が示されている16）．

（2）国連気候変動枠組条約と連携した活動
　2018年12月に国連気候変動枠組条約（UN-
FCCC）事務局は「スポーツを通じた気候変動枠
組み（Sports for Climate Action Framework, 以
下SCAF）」を発足させた．この発足にあたり，
IOCが主導的役割を果たしたことにより，スポー
ツ組織およびスポーツ界が連携し，国際的な気候
変動対策目標の達成をするための活動を推進する
ことが期待されている．SCAFにおける活動では，
１）パリ協定における気温上昇を２℃よりも低く
抑える目標のために，温室効果ガス排出量の計測・
削減・報告を含め，世界全体のスポーツ関係者が
協力して気候変動と闘う道のりを作り上げる，２）
地球市民の気候変動に対する認識と行動を推進す

まとめておきたい．
　2019年11月現在のオリンピック・ムーブメント
における自然環境保護の主要テーマは，水質，調
達と資源管理，二酸化炭素排出および炭素管理，
プラスチック管理であるといえる．これらに関連
する国際競技連盟（IF）のプロジェクトも広がっ
ており，IOCのサイトには取り組み事例12）が公表
されている．
　“Sustainability Essentials（持続可能性の必須
要素）”と名づけられた実用的ガイドのシリーズ
は，オリンピック・ムーブメントに関係するあら
ゆるスポーツ関係組織の活用に資することが企図
されている．本稿の表１には，これらを★印で示
したが，以下にタイトルの日本語試訳を添えて再
掲する．

①Introduction to Sustainability（持続可能性
への導入）

②Sports  for Climate Action（気候変動のため
のスポーツ）

③Sustainable Sourcing  in Sport（スポーツに
おける持続可能な調達）

④Plastic Game Plan for Sport（スポーツのた
めのプラスチック・ゲーム・プラン）

⑤Sustainability Management in Sport（スポー
ツにおける持続可能なマネジメント）

　これらはいずれもIOCのサイト13）からダウン
ロードすることができる（日本語訳は現段階では
作成されていない）．
　この他の積極的な取り組みには，他組織との連
携がある．以下，持続可能性報告書に示された，
いくつかの連携事例を示す．

表５　「スポーツを通じた気候変動枠組み」における５つの原則

原則１：より大きな環境責任を担うため，組織的な取り組みを行う
原則２：気候変動の全般的な影響を削減する
原則3：気候変動対策のための教育を推進する
原則４：持続可能な責任ある消費を推進する
原則５：情報発信を通じ，気候変動対策を求める

国連広報センター「スポーツを通じた気候変動枠組み」（日本語訳）より
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的技術支援や専門家のアドバイスを得られるよう
になったため，これらを活用したNOCによる好
事例にも注目したい．
　スポーツにおける持続可能性をめざす啓発活動
にオリンピアンの協力を得るための「アンバサ
ダープログラム」が企画されているが，組織的な
対応は実施できていない．ただし，数名のアス
リートによる協力を得た実践事例はみられるよう
になっている．

ま　と　め

　以上，近年のIOC持続可能性とレガシー委員会
における取り組みについて，2018年10月に公表さ
れた持続可能性報告書およびその進捗更新報告

（2019年11月公表）を軸に，国際機関等による文
書や動向も参照しながら，概観した．
　組織としてのIOCの取り組みには，国内のス
ポーツ関連組織が実施可能なものも含まれてい
る．たとえばLEED等の国際的な認証システムや
国内の認証システムを活用することは，自然環境
保護に向けた実質的行動につながるだけでなく，
関係者への意識啓発にも貢献すると考えられる．
また，スポーツ組織が関与している建築物に対し，
建て替えや改修等の投資を行うことは有効である
と考えられる．ただし，IOCのような大規模な人
的・財的資源を持たない国内組織には，IOCと同
様の対応は困難である．したがって，現時点でそ
うした計画や財源を得られない場合には，自然環
境に将来的には貢献する視点をもち，計画段階か
ら取り組むことが求められるであろう．
　オリンピック競技大会のオーナーとしてのIOC
の活動は，国内の比較的大規模な大会運営におい
ても参照可能であると考えられる．特に，国民体
育大会（2023年から国民スポーツ大会に改称）は，
開催都道府県を巡回する大会である．規模は小さ
くても類似のスキームを用いることにより，大会
開催を通じ，国内の抱える社会的課題としての自
然環境保護問題にスポーツが貢献できる道筋を開
くことができると考えられる．
　オリンピック・ムーブメントのリーダーとし
てIOCの活動は，国内スポーツ組織に直接的には
関係していない面はある．しかし，国際組織と

るために連帯するツールとしてスポーツを活用す
る，ことが包括的目標とされている．この目標の
ために設定された５つの原則17）を表５に示した．

（3）国際自然保護連合（IUCN）と連携した活動
　スポーツが施設建設や大会開催などによって生
物多様性に重大な負の影響を与える可能性があ
る．これを前提として，IUCNとの連携において
は，スポーツによる生物多様性への負の影響に対
する理解を促進するとともに，その影響をより減
少させるだけでなく，スポーツが生物多様性の保
全強化のツールとなることがめざされている．
　2018年にはIUCNが“Sport and Biodiversity18）” 
を公表した．このガイドラインに続き2020年11
月には新たに“Sport and urban biodiversity19）”
も公表されている．IOCが収集・公開している
NOCやIFによる実践事例のうち，このテーマに
関連する取り組みとしてはドイツオリンピック
委員（DOSB）がドイツの連邦環境・自然保護・
原子力安全省 の支援を受けて実施した“Sport 
Moves - Experience Biodiversity”20）などがある．
　2021年９月に開催が予定されているIUCN 
World Conservation Congressの公式プログラム
では，テーマセッションとして，2024年パリ大会
組織委員会とIUCNが共催する“Sport and biodi-
versity: keeping nature  in the game”が実施さ
れる予定21）である．この生物多様性の分野にお
いては，スキー，サッカー，セーリング，カヌー，
登山，ゴルフ，ランニング，サイクリングなど自
然環境下で行われるスポーツとの協力関係が重視
されている．

（4）その他のNOCやアスリートとの連携
　欧州にある10のNOCによって構成されたワー
キングループは，2017年から世界のあらゆる
NOCが参照することができるような持続可能性
戦略のひな形の作成に取り組んでいる．この成果
は未公表であるが，JSPOをはじめとする国内ス
ポーツ組織は，今後，この動向にも注目すべきで
あろう．また持続可能性プロジェクトに取り組む
NOCに対してはオリンピック・ソリダリティの
資金援助を活用できるようにするとともに，専門
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４）IOC（2017）IOC Sustainability  Strategy,  
http://extrassets.olympic.org/sustainability- 
strategy/#_ga=2 .20776376 . 1626300155 . 
1615081929-194152840.1603710568 （2021年
２月28日接続確認）

５）2000-watt-society  and  2000-watt  site, 
https://www.2000watt.swiss/en/english.
html （2021年２月28日接続確認）

６）一般社団法人グリーンビルディングジャパン
Webサイト，https://www.gbj.or.jp/ （2021年 
２月28日接続確認）

７）澤田陽樹，新・公民連携最前線 スポーツ
×SDGs 新潮流「第3回スポーツ施設初の
LEEDプラチナ認証，アトランタ メルセデ
ス・ベンツスタジアム」（2019年４月４日付）
https://project.nikkeibp.co.jp/atclppp/01240
0011/032000005/?P=1 （2021年２月28日接続
確認）

８）IOC（2018）IOC Supplier Code,  https://
stillmedab.olympic.org/media/Document% 
20Library/OlympicOrg/IOC/What-We-Do/
celebrate-olympic-games/Sustainability/ 
Spheres/IOC-Supplier-Code-Final.pdf 

（2021年２月28日接続確認）
９）経済産業省資源エネルギー庁第36回総合資

源エネルギー調査会資料２，https://www.
enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_
policy_subcommittee/036/036_005.pdf（2021
年２月28日接続確認）

10）IOC（2018）Host City Contract：Opera-
tional Requirements（この開催都市契約に
おいては，エネルギー，大会運営，サイネー
ジ，調達と資源管理，競技とプログラム，ア
スリート村等，これまでの要件の中に持続可
能性の追求が含まれているだけでなく，「持
続可能性とレガシー」という項目が１つ立
てられている）https://stillmed.olympic.org/
media/Document%20Library/OlympicOrg/
Documents/Host-City-Elections/XXXIII-
Olympiad- 2024 /Host-City-Contract-
2024-Operational-Requirements.pdf （2021年
２月28日接続確認）

連携しながらIOCが各国のNOCやIFに働きかけ
た結果として，国内レベルでの取り組みも多々
みられるようになっている．これらの実践事例
は，GAISF（Global Association of  International 
Sports Federations）が提供する検索サイト22）を
通じて紹介されている．これらを活用しながら，
JSPO，JOC，JSC等のスポーツ統括団体，地域の
スポーツ団体，NFが連携しながら取り組みを進
め，日本からも実践事例が提供できることが望ま
しいだろう．そのためには，まずは国内スポーツ
界における問題意識を高めるための広い意味での
教育活動も必要だと考えられる．
　日本では東京2020大会の開催に関わり，大会
組織委員会がIOCの持続可能性戦略に適合するよ
う，取り組みを進めている．すでに持続可能性大
会前報告書が2020年４月30日に公表されており，
明確な数値目標に対する進捗と課題が明示されて
いる23）．大会後には取り組みを総括する報告書が
公表されると考えられるため，両者を併せ，大会
後のレガシーとして国内で活用・応用できる基準
や方策を積極的に取り入れることが望まれる．
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表2　組織としてのIOCの目標と進捗（2018年10月／2019年11月報告書）
＜進捗評価＞
Ａ：完了（Completed）
Ｂ：かなり進んでおり、順調に進行中（Substantial progress and on track）
Ｃ：いくらか進んでいるが、まだ相当の作業が必要（Some progress but significant work required）

目標 進捗（2018/10） 進捗（2019/11）
番号 分野 内容 進捗状況・課題等 進捗評価 進捗状況・課題等 進捗評価

１

イ
ン
フ
ラ
と
自
然
環
境

オリンピックハウス
（新しいIOCの本部
建物）を，国内およ
び国際的に認められ
た持続可能性基準に
従って認証を受けら
れるように設計し建
設する

目標とする次の3つの認証の取得に向け
た取り組みが進行中：LEED（Leadership 
in  Energy  &  Environment  Design），
Minergie－P，SNBS（Swiss  Sustainable 
Construction Standard）．

Ｂ

2019年６月，オリンピックハウスは3つの
認証を達成
－ 世界で最も広く活用されているLEED 

v４基準の最高レベル（プラチナ）を達成
し，現時点でLEED v４認証を受けた新
築ビルの中で最高スコアを獲得

－ スイス持続可能な建築基準（SNBS）の最
高レベル（プラチナ）．SNBSプラチナラ
ベルを取得した最初の国際機関本部であ
り，全建築物としては２棟目

－ Minergie－P認証は，建物１㎡当たりのエ
ネルギー使用量がスイスの平均よりも少
ないことを保証するもの

【目標達成】

Ｂ

２

IOCの建物のエネル
ギー効率を向上させ
る
TOM＝オリンピッ
ク・ミュージアム

スペイン，マドリード：省エネ工事を実施
したほか，ISO 50001エネルギーマネジメ
ントシステム認証を取得し，LEEDの運用・
メンテナンス認証（ゴールドレベル）を達
成

スイス，ローザンヌ：TOMの省エネ行動計
画を策定中

Ｂ

スペイン，マドリード：ISO50001規格に準
拠し，エネルギー効率を継続的に改善する
ための対策を実施

スイス，ローザンヌ：オリンピックハウス
では，さまざまな省エネ機能により，従来
の新築ビルと比較して35%のエネルギー使
用量の削減が見込まれている（2019年以降
の正確なモニタリングにより検証済）
TOMでは，2018年から2027年までの10年間
のエネルギー効率化行動計画が策定され，
年間3%のエネルギー節約を目標としてい
る．

Ｂ

3

調
達
と
資
源
管
理

TOPパートナーお
よびオフィシャルラ
イセンシーから調達
する物品・サービス
を含め，物品・サー
ビスの調達に持続可
能性を統合する

従来のサプライヤー：2018年上半期に，持
続可能性の原則が新たなIOC調達プロセス
と主要文書に正式に統合された．IOCの新
たな持続可能性要件の導入に向け主要なサ
プライヤーとのやりとりを開始した．

TOPパートナーとオフィシャルライセン
シー：TOPパートナーの業務に持続可能性
がどのように統合されているかを理解し，
協働の可能性のある領域を特定するため
に，多くのTOPパートナーとの会合を実施
した．調達への持続可能性の原則の統合は
2017年に始まったが，当初の計画より進み
具合は遅い．

Ｃ

従来のサプライヤー：ローザンヌでは，
IOCの新たな持続可能性要件については主
に商品とサービスに焦点を当て実施．オリ
ンピック・ハウスについては家具，ケータ
リング，清掃サービス，文房具製品，オフィ
ス消耗品等，マドリードについては包装材

（例：再生プラスチックを優先的に使用），
ユニフォーム（ペットボトルから再生プラ
スチックを使用），各種オフィス消耗品に関
して重点的に実施．関連して体系的に適用
すべき持続可能性の基準を満たすために，
さらなる社内バイヤーのトレーニングと意
識向上が必要

TOPパートナーとオフィシャルライセン
シー：TOPパートナーおよびオフィシャル
ライセンシーとの間で，製品やサービスの
持続可能性について継続的取り組みを実施．
IOCユニフォームのオフィシャルサプライ
ヤーとの契約には，サステナビリティ条項
を組み込んだ．

Ｃ
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目標 進捗（2018/10） 進捗（2019/11）
番号 分野 内容 進捗状況・課題等 進捗評価 進捗状況・課題等 進捗評価

４

調
達
と
資
源
管
理

廃棄物量の測定可能
な削減を達成する

IOCの５種類の主要な廃棄物―プラスチッ
ク，食品，電子廃棄物，イベントや展示か
らの廃棄物，紙や刊行物―について，廃棄
物の流れの監視を強化し，廃棄物の削減や
再使用／リサイクル増大のための当初の対
策を実施した．

再使用とリサイクルの慣行の強化にとどま
らず，IOCのさまざまな活動から生じる廃
棄物の全体的な削減を達成することは，日
常的な慣行と内部基準の大幅な変更を必要
とするため，容易ではないことが判明して
いる．2019年に予定している新しいIOC本
部建物への移転は，廃棄物削減行動を促す
のに一役買うと期待される．

Ｃ

2019年の実施例：オリンピックハウス，
TOMカフェレストラン，OBS－OCSオフィ
ス，IOCの企業イベント中の使い捨てアイ
テム（ペットボトル，ビニール袋，各種ケー
タリングアイテム，使い捨て箱など）のさ
らなる削減，TOMカフェレストランは2019
年４月から「Too Good To Go」イニシアティ
ブに参加し，残り物の食品を割引価格で販
売，IT機器の再利用とリサイクルのための
専門会社との契約を締結

ローザンヌでは，Full Time Equivalent（FTE）
当たりの非リサイクルオフィス廃棄物量は，
ここ数年比較的安定．2016年は98kg/FTE，
2017年は93kg/FTE，2018年は95kg/FTE．オ
リンピックハウスでの業務開始から数ヶ月間，
オフィス廃棄物量の大幅な削減が認められる．

Ｂ

５

モ
ビ
リ
テ
ィ

IOCの移動による影
響を削減する（IOC
スタッフ，委員，ゲ
ストの出張，保有車
両，スタッフの通勤，
貨物輸送）

出張，保有車両，スタッフの通勤，貨物輸
送について，方針の変更と意識向上活動を
実施した．より持続可能な通勤方法を推奨
するために，さらなるインセンティブを導
入した結果，今日ではIOCスタッフの半数
以上が日々の通勤に持続可能な交通手段を
利用するようになった．

出張と貨物輸送に関しては，環境への影響
は，オリンピック競技大会，ユースオリン
ピック競技大会，IOCのコーポレートイベ
ント の開催地によって変わる．したがっ
て，オリンピアード全体にわたってこの影
響を大幅に削減することは難しい．2017年
〜2018年の間，リモートでのコミュニケー
ションを容易にするために，ビデオ・音声・
Web会議設備がIOCスタッフに提供された．

Ｃ

スタッフの通勤：オリンピックハウスへの
移転に伴い，2019年にローザンヌで新たな
移動計画が実施され，持続可能な通勤のた
めの追加のインセンティブを提供．その結
果，現在，IOC職員の約60％が毎日の通勤に，
公共交通機関，徒歩，自転車などの持続可
能な交通手段を利用

IOCの貨物輸送・車両：ローザンヌでは
2016年以降，総燃料消費量が着実に減少

（2016年29,300ℓに対し，2018年は21,700ℓ）．
IOC貨物輸送車両の炭素強度は段階的に削
減されており，例えば2019年にはガソリン
車４台を水素車に代えた

出張：ビデオ会議の利用状況をモニタリング
するための指標を定義．意識向上のための指
標として，個別の出張統計（年間の往復回数
と関連するカーボンフットプリント）をまとめ
た．2018年，航空機利用の出張に関連したカー
ボンフットプリントは平均15 t CO2e/FTE，
往復の平均回数は3.2回/FTE（ローザンヌに
拠点を置くスタッフの場合）であった．

Ｂ

６

ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ス

特に性別と地理的な
多様性に関して，ス
タッフの多様性を拡
大する

IOCスタッフの全体的な構成は，男女のバ
ランス（スタッフの55％が女性）と国籍（ロー
ザンヌでは54カ国，マドリードでは60カ国．
IOCのオフィス所在地の関係上，欧州国籍
が占める割合が高い）という点で多様性を
反映している．

IOC専門委員会における女性の割合は，2017
年から2018年にかけて引き続き増大し，女性
の割合は2017年は38％，2018年は43％だった．
2016年から2017年の間，IOC理事会に占める
女性の割合は19％から25％に増大した．一方，
ローザンヌの上級管理職に占める女性の割
合は，36％から38％に増大した．

B

2019年10月現在の更新値
－ IOC職員全体に占める女性割合：ローザ

ンヌ52％，マドリード36％
－ 上級管理職の女性割合：ローザンヌ39％，

マドリード29％
－IOC理事会の女性割合：25％
－IOC委員の女性割合：45％
－国籍数：ローザンヌ58，マドリード42

2019年には，ジェンダーに基づく偏見に関
するいくつかの職員の啓発活動が実施され
た．

B
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目標 進捗（2018/10） 進捗（2019/11）
番号 分野 内容 進捗状況・課題等 進捗評価 進捗状況・課題等 進捗評価

７

ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ス

IOC@work2020の
一環として，IOCに
おいて健康的でアク
ティブなライフスタ
イルを促進するため
のウェルネスプログ
ラムをさらに開発す
る

IOCは，健康的でアクティブなライフスタ
イルを推奨するために，スポーツ活動への
参加機会，スポーツ関連費用の補助金，健
康的な食事メニュー，栄養に関するアドバ
イス，アクティブで持続可能な通勤方法と
いったさまざまなインセンティブをスタッ
フに提供している．2017年〜2018年の主要
な活動は，従業員の健康とアクティブなラ
イフスタイルというコンセプトをオリン
ピックハウスに取り入れることに主眼を置
いていた．

Ｂ

オリンピックハウスへの移転に伴い，IOC
の従業員は，職場でのウェルビーイングと 
アクティブなライフスタイルを向上させる
ことを目的とした，より広範な施策の恩恵
を受けることができるようになった．オリ
ンピックハウスに統合されたウェルビーイ
ング対策の例としては，人間工学に基づい
たワークステーション，室内空気の質の向
上，自然光の最大化，屋外スペースへのア
クセス，最先端のジムなど．また，ワーク
ライフバランスの改善に貢献するため，フ
レックスワークポリシーを2019年に実施．
従業員からの初期段階での従業員からは非
常に好評価を得ている．移転後，労働環境
の質がどのように進化したかについて，従
業員の意見を聴取するために2020年を通し
て調査を実施する予定．

Ｂ

８ 気
候

直接的・間接的な温
室効果ガス（GHG）
排出量を減らし，最
後の手段として排出
量を相殺することに
よって，カーボン
ニュートラリティを
達成する

IOCは2014年以降，さまざまなIOC事業体
に関連する直接的・間接的な排出源を含め
てIOCの二酸化炭素排出量を毎年推定して
いる．IOCの二酸化炭素排出量の大きな部
分を占めるのが移動であり，オリンピック
競技大会の開催年か否かによって排出量の
60％から80％を占める．

上記の目標１〜５に対して記載した活動は，
IOCの二酸化炭素排出量の原因のいくつか
を削減することに貢献した．しかし，主要
排出源（飛行機による移動）は，オリンピッ
ク競技大会，ユースオリンピック競技大会，
IOCのコーポレートイベントがどこで開催
地されるかによって変動する．

IOCと公式カーボンパートナーである化学
企業ダウ（Dow）による世界的な炭素削減
プログラムの一環として，最初のプロジェ
クトが実施され，IOCの2017年〜2020年の
推定二酸化炭素排出量をカバーするのに十
分な二酸化炭素排出量の削減をもたらした．

Ｂ

2018年，当社のカーボンフットプリントは
約８万トンCO2eに達した．特に2018年は，
平昌冬季オリンピック，ブエノスアイレス
夏季ユースオリンピック，ブエノスアイレ
スのオリンピズム・イン・アクション・フォー
ラムの視察，オリンピックハウスの建設等
があったため，高い数値となった．

上記目標１〜５に対して示した活動は，
IOCの二酸化炭素排出量の原因のいくつか
を削減することに貢献した．

IOCと公式カーボンパートナーである化学
企業ダウ（Dow）による世界的な炭素削減
プログラムの一環として，12のプロジェク
トを実施中，または開発中．これらプログ
ラムによって，これまでに生み出された炭
素削減量は，2017〜2020年のIOCの推定炭
素排出量をカバーするのに十分な量である．

Ｂ

９

重
点
分
野
複
合

コーポレートイベン
トに持続可能性を取
り入れる

IOCのあらゆるコーポレートイベントのイベント
運営に，できる限り一貫性のある持続可能性
のアプローチを適用するためのプロセスと手続
きの策定が進められている．これは，国際規格
ISO 20121に従って構築されたイベント・サステ
ナビリティマネジメントシステムという形で行わ
れている．2018年10月にアルゼンチンのブエノ
スアイレスで開催された「オリンピズム・イン・
アクション・フォーラム」は，この新しいアプロー
チの実施のための試験的なイベントであった．

Ｂ

2018年10月にブエノスアイレスで開催され
たオリンピズム・イン・アクション・フォー
ラム，2019年６月にローザンヌで開催され
たIOCセッションでは，持続可能性行動計
画を成功させた．ISO 20121マネジメントシ
ステムの開発を継続しており，2020年末ま
でに認証取得を予定．

Ｂ

※本表はIOCが公表した持続可能性報告書（2018年10月公表）およびその進捗更新報告（2019年11月公表）を基に筆者が作成
・ https://stillmedab.olympic.org/media/Document%20Library/OlympicOrg/IOC/What-We-Do/celebrate-olympic-games/

Sustainability/IOC%20Sustainability%20Report_Final%20Rev1.pdf?la=en&hash=6BEC88871DC6A966BBCA9996B8864A2B32325
DC9（持続可能性報告書）

・ https://stillmedab.olympic.org/media/Document%20Library/OlympicOrg/IOC/What-We-Do/celebrate-olympic-games/
Sustainability/IOC-Sustainability-Report-2019.pdf?la=en&hash=703C72B946C37CB063CD57325341B73F2D981A5C（進捗更新報告）
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表3　オリンピック競技大会のオーナとしてのIOCの目標と進捗（2018年10月／2019年11月報告書）
＜進捗評価＞
Ａ：完了（Completed）
Ｂ：かなり進んでおり、順調に進行中（Substantial progress and on track）　　　
Ｃ：いくらか進んでいるが、まだ相当の作業が必要（Some progress but significant work required）

目標 進捗（2018/10） 進捗（2019/11）
番号 内容 進捗状況・課題等 進捗評価 進捗状況・課題等 進捗評価

10

招致フェーズ／対話
ステージから立候補
プロセスのすべての
フェーズを通じて，
持続可能性が都市と
の間で戦略的トピッ
クとして扱われるよ
うに努める

持続可能性は，2026年オリンピック冬季競技大
会の立候補プロセスを通して関心のある都市と
共有される主要なIOC文書－オリンピック競技
大会の実施方法を見直す118の改革項目をまと
めた「オリンピック・アジェンダ2020－新しい
規範」など―に織り込まれている．関心のある
都市と共同で実施した持続可能性とレガシーに
特化した視察と，IOCのパートナーから提供さ
れた専門知識がこの取り組みを支えた．

IOC持続可能性戦略を十分に反映させるため
に，2026年オリンピック冬季競技大会の候補
都市に対するIOC質問状を更新した．

Ｂ

2019年９月にIOCは，2032年のオリンピック
開催に向け，クイーンズランド州南東部の立
候補を検討中のオーストラリアの代表団と会
談．持続可能性に特化した議論が行われ，会
議の重要論点となった．

Ｂ

11

開催都市契約におけ
る持続可能性へのコ
ミットメントを強化し，
オリンピック競技大会
の招致と開催が開催
都市と地域における
持続可能な発展の契
機となるようにする

IOCの持続可能性戦略を十分に反映させるた
めに，IOCの「開催都市契約－運営要件」を
2018年６月に更新した．

IOCは開催都市契約を2020年末より前に再び
更新することを想定していないため，この目
標は現在，完了している．

Ａ

2020年末までに開催都市契約の更新は予定さ
れていないため目標は達成されており，今後
もモニタリングを継続．

Ａ

12

オリンピック競技大会
組織委員会（OCOG）
による持続可能性に
関する招致時のコミッ
トメント，開催都市契
約要件，IOC提言の
実施について，必要
に応じて共通のメソド
ロジーや独立した第
三者機関による評価
を提供するなどして，
支援とモニタリングを
強化する

これは継続的なプロセスであり，この目標を
達成するための支援とモニタリングはかなり
強化されている．

二酸化炭素排出量の把握と持続可能な調達に
関する技術ガイドラインは完成に近付いてい
る．

しかし，IOCとOCOGの両方のスタッフがこ
のテーマの重要性が増していることを理解で
きるように，さらなる持続可能性教育と支援
によって取り組みを強化する必要がある．

Ｃ

2018年12月には「オリンピックのカーボン
フットプリント手法」を，2019年４月には「持
続可能な調達に関するオリンピックガイド」
を発行．両方のガイドは，Webサイトで現在
活動中の全OCOGと共有．パリ2024は，2019
年を通してカーボンフットプリント手法を使
用し，炭素管理計画の策定に活用．国際労働
機関（ILO）と協力し，OCOGが若い専門スタッ
フのスキルを開発し，育成するのを支援する
ガイドを作成中．このガイドは2020年初頭に
発行される予定．

Ｂ

13

オリンピック競技大
会の関係者（OCOG，
ナショナルパート
ナー，開催都市当局，
TOPパートナー）の
間の意見交換を促進
するとともに，オリ
ンピック競技大会の
計画と開催運営に資
する革新的な持続可
能なソリューション
の開発のために関連
する専門組織と戦略
的パートナーシップ
を構築する

東京2020組織委員会（TOCOG）とオリンピッ
ク競技大会の関係者との数多くの会合を手助
けした．

この目標を支えるため，国際自然保護連合
（IUCN），国連気候変動枠組条約事務局，C40
都市気候リーダーシップグループなどの国際
機関とのパートナーシップが構築されてい
る．

IOCのTOPパートナーであるダウは2017年，
オリンピック競技大会のための革新的なソ
リューションの提供を含め気候変動緩和に対
するIOCの取り組みを支援する公式カーボン
パートナーとなった．

Ｂ

過去12ヶ月間に米国グリーンビルディング協
議会（USGBC），都市土地研究所（ULI），お
よびローザンヌのエコール・ポリテクニック・
フェデラル・ド・ローザンヌ（EPFL）との間で，
気候，建築インフラにおける持続可能な基準，
土地利用，技術的応用の分野における知識共
有を促進し，ホスト都市，利害関係都市，候
補都市に専門知識を提供するための協力協定
を締結．
2019年６月，TOPパートナーのP&Gと東京
2020はリサイクルプラスチックのみで作られ
た史上初のメダル表彰台を制作することを発
表．７月には，東京2020の聖火台のユニフォー
ムの一部をTOPパートナーのコカ・コーラが
回収した再生プラスチック（次頁につづく）

Ｂ
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目標 進捗（2018/10） 進捗（2019/11）
番号 内容 進捗状況・課題等 進捗評価 進捗状況・課題等 進捗評価

13 Ｂ
ボトルで製作することやTOPパートナーの
トヨタが日本の二酸化炭素削減目標に合わせ
て，燃料電池電気自動車を含む様々なゼロ・
エミッション車を提供することを発表．

Ｂ

※本表はIOCが公表した持続可能性報告書（2018年10月公表）およびその進捗更新報告（2019年11月公表）を基に筆者が作成
・ https://stillmedab.olympic.org/media/Document%20Library/OlympicOrg/IOC/What-We-Do/celebrate-olympic-games/

Sustainability/IOC%20Sustainability%20Report_Final%20Rev1.pdf?la=en&hash=6BEC88871DC6A966BBCA9996B8864A2B32325
DC9（持続可能性報告書）

・ https://stillmedab.olympic.org/media/Document%20Library/OlympicOrg/IOC/What-We-Do/celebrate-olympic-games/
Sustainability/IOC-Sustainability-Report-2019.pdf?la=en&hash=703C72B946C37CB063CD57325341B73F2D981A5C（進捗更新報告）
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表４　オリンピック・ムーブメントのリーダーとしてのIOCの目標と進捗（2018年10月／2019年11月報告書）
＜進捗評価＞
Ａ：完了（Completed）　　
Ｂ：かなり進んでおり、順調に進行中（Substantial progress and on track）　　　
Ｃ：いくらか進んでいるが、まだ相当の作業が必要（Some progress but significant work required）

目標 進捗（2018/10） 進捗（2019/11）
番号 内容 進捗状況・課題等 進捗評価 進捗状況・課題等 進捗評価

14

オリンピック・ムー
ブメントの関係者間
の情報とベストプラ
クティスの交換を確
実にするための仕組
みを提供する

2017年，オリンピック・ムーブメント向けに
3つの主要なテーマ（水質，調達と資源管理，
二酸化炭素排出）に関するワークショップを
実施した．

国際競技連盟（IF）によって実施された持続
可能性プロジェクトについて，2016年に20件
の事例研究を完了した後，2017年には19件の
事例研究を実施し，その結果を共有した．

IOCは，オリンピック・ムーブメント向けに
持続可能性をテーマとする簡潔な実用ガイド
シリーズ「Sustainability Essentials（持続可
能性の必須要素）」の作成に着手した．

IOCと５つの関連IFとの間で，大会の水質に
関するガイドラインが定められ合意された．

Ｂ

2019年に水質，気候変動と炭素管理，プラス
チック管理の3つの主要テーマに関するワー
クショップを提供した．

2018年後半から2019年にかけて，国際連盟
（IF）が実施した様々な持続可能性プロジェ
クトを対象，19のケーススタディを調査し結
果を公表．現在，IFによる持続可能性への取
り組みに焦点を当てた計78のケーススタディ

（2016年〜2019年の間に作成）がWebサイト
に公開されている

オリンピック・ムーブメントのための実用的ガ
イドシリーズ「持続可能性の必須要素」に“Sports 
for Climate Action（気候変動対策のためのス
ポーツ）”，“Sustainable Sourcing  in Sport（ス
ポーツにおける持続可能な調達）” の２つのガイ
ドを制作．現在，プラスチックの管理に関する
ガイドを制作中で，2020年に公表予定．

Ｂ

15

ガイドラインの策定と
革新的なソリューショ
ンの開発のために関
連する専門組織への
アクセスを容易にする

IOCは，オリンピック・ムーブメントの支援
と指導に用いる専門知識の土台を強化するた
めに，既存のパートナーシップを強固にする
とともに新しいパートナーシップを構築する
努力を続けている．

主要な例として，国連環境計画とのClean 
Seasプログラムの立ち上げ，気候変動問題
に関する国連気候変動枠組条約事務局および
C40とのパートナーシップ，生物多様性に関
するIUCNとの現在進行中の取り組みが挙げ
られる．

Ｂ

国連環境計画との連携によるClean Seasプロ
グラムの立ち上げが強化され，2019年11月現
在，10のIF，１つのNOC，3つの商業パート
ナーがこの世界的なアクションに参加．

国連気候変動枠組条約（UNFCCC）が2018年
12月に「スポーツを通じた気候行動枠組み（Sport 
for Climate Action Framework）」を発足させ，
IOCはこの発足と運営の継続にリーダーシップを
発揮している．2019年９月までに80以上のスポー
ツ団体が枠組みに賛同し，署名者によるキック
オフ会議が2019年９月にIOCとUNFCCCが主催
し，ローザンヌで開催された．
IUCN（国際自然保護連合）との良好な関係
を継続し「スポーツと生物多様性」に関する
実用ガイドを公表した．

Ｂ

16

オリンピック・ソリダ
リティーを活用して，
NOCによる持続可能
性に関するイニシア
ティブの実施を支援
する

国内オリンピック委員会（NOC）のために関
係者コンサルテーションを通じて戦略的な持
続可能性実施計画が作成され，その結果，技
術会議と作業部会が設立された．

同計画には206カ国が含まれており，地理的
範囲が広いため，実施は困難を伴う．

2017年に欧州NOC持続可能性作業部会が設立
されたことにより，実施を成功させるために
必要なさまざまなイニシアティブについて理
解が深まった．他の地域でも同様の作業部会
が設立される予定である．

Ｃ

2017年に設立された10のNOCで構成されてい
る欧州NOCワーキンググループは，現在，世
界中のすべてのNOCが使用可能なNOC持続可
能性戦略のテンプレートを作成する共同作業
を行っている．

オリンピック・ソリダリティと連携し，対象
となるプロジェクトのためにIOCからの資金
援助を申請しているNOCがIOC持続可能性部
署の専門的な技術サポートを受け，プロジェ
クトの実施に向けてアドバイスが受けられる
ようになった．この連携は大いに効果をあげ
ている．  （次頁へつづく）

Ｂ
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目標 進捗（2018/10） 進捗（2019/11）
番号 内容 進捗状況・課題等 進捗評価 進捗状況・課題等 進捗評価

16 Ｃ

2019年初頭には，オセアニアにNOC持続可能
性ワーキンググループ（６つのNOCが参加）
を設立するための作業が開始された．欧州の
ワーキンググループにおける経験を踏まえれ
ば，オンライン環境下での作業が妨げになる
場合があることから，追加の対処方法を検討
中．

Ｂ

17

スポーツにおける持
続可能性に対する認
識を高めるために，
アスリートを起用し
たアンバサダープロ
グラムを立ち上げる

このプログラムはまだ研究開発段階であり，
現時点では始動していない．

Ｃ

アンバサダープログラムはまだ検討段階にあ
るが，過去12ヶ月の間に何人かのアスリート
とのコラボレーションは行われた．例えば，
金メダリストのハンナ・ミルズ選手（セーリ
ング）は，IOCの支援を受けて“Big Plastic 
Pledge”（シングル・ユース・プラスチッ
クの使用をめぐる選手のための誓約）を発
足させた．また，銀メダリストのクリス・
マッツァー選手（リュージュ）は，気候変
動対策を推進している．その他，きれいな
空気，生物多様性，ジェンダー平等をテー
マにしたプロジェクトが検討されている．

Ｃ

18

情報の集約と共同報

告を通じて，持続可

能性におけるオリン

ピック・ムーブメン

トの役割を紹介する

共同報告は当初の予定ほど進んでいない．こ
れは，助言を与え，ネットワークを構築し，
コミュニケーション機会を特定する専任のコ
ミュニケーション担当者がいなかったためで
ある．この状況は，2018年10月に着任した持
続可能性とレガシー・コミュニケーション担
当マネージャーによって対処される予定であ
る．

Ｃ

2018年10月に持続可能性＆レガシー・コミュ
ニケーション管理部局がIOCに加えられ，こ
れ以降は，オリンピック・ムーブメントに
おける持続可能性活動を中心としたコミュ
ニケーションが着実に行われるようになっ
た．この部局では，2018年10月のIOC持続
可能性進捗報告書の発表，2018年IFフォー
ラム・持続可能性セッション，2018年12月
のCOP24でのスポーツを通じた気候変動枠
組（UNFCCC  Sports  for  Climate Action 
Framework）の発表，国連環境総会へのIOC
の参加など，重要なマイルストーンを示すた
めの記事や動画などのコンテンツの公表を
行っている．世界環境デーは，IOCが国連環
境のClean Seasプログラムへの参加から１周
年を迎え，金メダリストのハンナ・ミルズ
による“Big Plastic Pledge”の公表，国連
ユース気候サミットへの参加，気候行動枠
組（UNFCCC）へのスポーツ関係署名者の
初会議の開催，「持続可能性の必須要件」実
用ガイドシリーズの「スポーツにおける持続
可能な調達と気候行動のためのスポーツ」の
公表を記念して開催されました．オリンピッ
ク・ムーブメントにおける活動は，持続可能
性の専門メディアや専門家の世界的なネット
ワークをターゲットに，広く広報されている．

Ｂ

※本表はIOCが公表した持続可能性報告書（2018年10月公表）およびその進捗更新報告（2019年11月公表）を基に筆者が作成
・ https://stillmedab.olympic.org/media/Document%20Library/OlympicOrg/IOC/What-We-Do/celebrate-olympic-games/

Sustainability/IOC%20Sustainability%20Report_Final%20Rev1.pdf?la=en&hash=6BEC88871DC6A966BBCA9996B8864A2B32325
DC9（持続可能性報告書）

・ https://stillmedab.olympic.org/media/Document%20Library/OlympicOrg/IOC/What-We-Do/celebrate-olympic-games/
Sustainability/IOC-Sustainability-Report-2019.pdf?la=en&hash=703C72B946C37CB063CD57325341B73F2D981A5C（進捗更新報告）
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　日本スポーツ協会は，スポーツを通じたSDGs
の推進に寄与することを見据え，「持続可能性」
の前提・基礎となる「環境保護」に着目し，スポー
ツにおける環境保護の必要性について改めて考
え，どのように実践するかを学ぶことを目的とし
た研修会「JSPOスポーツと環境フォーラム」を
開催しました．この研修会には，大津克哉班員（東
海大学・JOCスポーツ環境専門部会副部会長）と

石塚創也班員（日本スポーツ協会）が登壇しまし
た．
　なお，本研修会は，当協会公認スポーツ指導者
資格更新研修を兼ねて実施しました．また，本
研修会は，日本オリンピック委員会（JOC）お
よび東京都と共催し，「第16回 JOCスポーツと環
境・地域セミナー 兼 第１回 JSPOスポーツと環
境フォーラム」として開催しました．

「第１回�JSPOスポーツと環境フォーラム」講演録

催事名：第16回 JOCスポーツと環境・地域セミナー 兼 第１回 JSPOスポーツと環境フォーラム
主　催：公益財団法人日本スポーツ協会，公益財団法人日本オリンピック委員会，東京都
後　援：スポーツ庁，環境省
期　日：2020年12月12日㈯ 13：00〜16：30（休憩を含む）
会　場：オンライン（Zoomウェビナー）
出　席：330名
日　程：13：00〜13：10　開会挨拶
　　　　13：10〜13：40　オープニングレクチャー（30分）
　　　　　　　　　　　　　講師：大津　克哉 氏（東海大学）
　　　　13：40〜14：40　基調講演（60分） 
　　　　　　　　　　　　　講演１「スポーツと環境史について」
　　　　　　　　　　　　　　　　講師：石塚　創也（日本スポーツ協会）
　　　　　　　　　　　　　講演２「ゼロエミッション東京に向けた取組について」
　　　　　　　　　　　　　　　　講師：神山　一 氏（東京都環境局）
　　　　14：40〜14：55　休憩
　　　　14：55〜16：10　パネルディスカッション（75分） 
　　　　　　　　　　　　　コーディネーター：大津　克哉 班員（東海大学）
　　　　　　　　　　　　　　　　　パネラー：上田　藍 氏（オリンピアン）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮下　純一 氏（オリンピアン）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石塚　創也 班員（日本スポーツ協会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神山　　一 氏（東京都環境局）

　　（以下，敬省略）　　　　　
16：10〜16：25　総括（15分）　
16：25〜16：30　閉会挨拶
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います．しかし，環境問題は地球の存続に関わる
重大な問題ですが，各国の利害が複雑に絡み合っ
て，どれ一つ取っても容易に解決できる問題では
ありません．地球環境の悪化はスポーツの存在自
体にも関わる重要な問題ですが，日本の体育・ス
ポーツ科学の研究分野においてスポーツと地球環
境の問題に関する研究がこれまでほとんどなされ
てきませんでした．
　一方で，スポーツと環境の接点は希薄に思われ
るかもしれませんが，実は地球環境問題に敏感な
グループがいるのです．それは誰かというと，ス
ポーツ愛好家やアスリートです．なぜでしょう
か．それはプレーする環境としてきれいな空気や
水を求めるからです．すなわち，スポーツ愛好家
の人たちは地球環境の大切さというのを知ってい
ます．ようやく学校教育の現場でもこのテーマが
扱われるようになってきました．例えば，高校の
保健体育科の教科書を見ると，体育理論のページ
にこの「スポーツと環境」が入っています．まだ
新しい分野・領域なのです．
　実際，教科書ではどのような内容が載っている
のでしょうか．それは，例えばスポーツと環境に
ついて考える際には２つの側面を理解することが
重要だと述べられています．まず１つは，悪化し
た環境は，スポーツ参加者の健康を害するものに
もつながるということです．そして，地球環境の
変化による環境問題の影響でスポーツを行う場所
が整わない，楽しむための要素が刻一刻と縮小さ
れているという点です．その原因の一つに暖冬に
よる雪の減少が挙げられます．また，温暖化によ
る気候変動の影響で台風の増加，ゲリラ豪雨など
スポーツ活動どころではなくなってしまいます．
気温の上昇による熱中症の問題など，どれを取っ
てもスポーツ活動に影響を及ぼす問題なのです．
このようにスポーツが環境から影響を受けるこ
と，例えるなら「被害者側」の側面があります．
　さらにもう一点は，スポーツ参加者の増大に
よってスポーツ施設が不足し，過去には山が切り
開かれたり，海を埋め立てるなどの自然破壊が起
こります．また，大量のエネルギー消費や廃棄物
が発生します．スポーツが環境に影響を与えるこ
と，例えるなら「加害者側」の側面もあるという

オープニングレクチャー

講師：大津　克哉
　　　（�東海大学・JOCスポーツ環境専門部会

副部会長）

　本日は，スポーツ関係者としてスポーツ場面で
のフェアプレーは当然のことながら，環境にも配
慮した行動をする「エコプレー」の実践，そして
われわれスポーツ界，スポーツ関係者は環境に対
してどういった行動をすべきなのか，といったと
ころにつなげられるように進行して参ります．

「最近野球において環境活動が増えています．
なぜそんなことに取り組むのでしょうか，野球
と環境は関係ないですよね．」

　過去にこのような質問がありました．皆さまが
専門とされているスポーツと地球環境問題との接
点はどのような点においてあるでしょうか．今日
は考えながら話を聞いていただければと思いま
す．
　まず，いったんスポーツは置いておき，地球環
境問題を整理してみます．1980年代に経済成長の
みを重視するのではなくて，環境保全と経済発展
を両立させた新しい考え方として「持続可能な開
発」が提案されました．そして，1992年ブラジル
のリオデジャネイロで開かれた「地球サミット」
において，環境を破壊しない行動を行うことを原
則とするリオ宣言とともに，地球規模の行動計画
である「アジェンダ21」を採択しました．その後，

「京都議定書」や「パリ協定」の採択へと続いて
いくわけです．
　しかし，「地球サミット」でのサミットから30
年が経過しようとしていますが，残念ながら目標
達成どころか，全体的には地球温暖化や大気汚染，
海洋汚染，オゾン層の破壊，酸性雨，広範な砂漠
化，有害廃棄物の越境移動，気候変動による生物
多様性の減少や種の絶滅，乱伐，水不足に至るま
で世界規模の環境問題は悪化しています．
　環境問題については，世界的な議論の高まりも
あって，世界各地でさまざまな会議が開催されて
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えていくことが重要です．もちろん指導者も，ス
ポーツの技術的な向上を指導するだけではなく，

「教育者」としての役割が求められることでしょ
う．
　
　昨今，いろいろな競技団体で「エコ活動」の実
践が見受けられるようになってきました．ただし，
学校やこのフォーラムでの学び等の「環境教育」
の側面も非常に重要な要素となっています．例え
ばスポーツ愛好家をはじめ，競技団体，関連業
界のCSRとしてスポーツの現場における環境保全
はもちろんのこと，併せてスポーツを通じた環境
保全の啓発をすることの両軸を推進していけば，
きっとスポーツが環境問題を解決する一翼を担う
ことも可能なのではないでしょうか．
　例えば国際オリンピック委員会は，打ち上げ花
火的なイベントを開催して終わりではなく，環境
への配慮などビジョンを持って計画の段階から取
り組んでいくとしています．また，2016年にフラ
ンスで開催されたサッカーのUEFAチャンピオン
ズリーグでは，観客の観戦のための移動によって
排出する二酸化炭素量を数値化し，費用をオフ
セットするという「エコカリキュレーター」といっ
た仕組みが実践されました．
　JOCの環境部会では，加盟団体の環境活動を取
りまとめた年次報告書を作成しています．ぜひお
目通しいただいて，他団体の活動もご覧いただき
ながら，競技団体の垣根を超え，実践事例が共有
されることを願っています．また，JOCの環境部
会では「環境ポスター」を作成しています．さらに，
本日登壇予定のオリンピアンにもご協力頂いてい
る「環境パンフレット」も作成しました．子ども
たちも環境問題について楽しく学びながら，最後
のページには実は理解度を図るクイズが付いてい
ます．
　それでは，オープニングレクチャーはここで閉
じさせて頂きまして，続けて基調講演に移りたい
と思います．

ことを認識する必要があります．
　スポーツを通じた環境問題への取り組みとし
て，そもそもスポーツを含む人間の活動は，自然
破壊や環境汚染を伴ってしまうゆえに，スポーツ
の現場での環境保全というのは必要不可欠なもの
と考えます．例えば，オリンピック大会に象徴さ
れるように，スポーツイベントの巨大化に伴って
イベント自体が及ぼす自然環境への影響を無視で
きなくなってきました．そのため，自然保護や環
境保全に向けた取り組みは，もはやスポーツ界も
例外ではなく，イベントを主催する競技団体の社
会的責任，「CSR」として環境問題に対して最大
限の取り組みが求められるようになっています．
また，スポーツ用品メーカー等のスポーツ関連業
界も同様に「CSR」を全うしていこうという動向
がみられています．スポーツが環境と調和して発
展していくためには，スポーツ界全体で取り組ん
でいく姿勢が求められます．
　私たちスポーツ愛好家個人の範疇では，どのよ
うなことができるのでしょうか．基本的には日常
生活における3つの「Ｒ」，「リデュース」，「リユー
ス」，「リサイクル」の実行が挙げられます．アス
リートや指導者の皆さまには，ロールモデルとし
ての立場を担う役割が求められます．特にアス
リートは技術的，商業的成功がもたらす社会的影
響力を使って，自らが手本になり，ファンの人た
ちに環境メッセージを発信し，環境の大切さを伝
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査研究」を設置しました．このプロジェクトでは，
各種調査を行い，「持続可能性」の前提・基礎と
なる「環境保護」の視点からスポーツの持続可能
性を推進するための基礎資料の提示や，継続的な
啓発活動を行うことを目指しています．

　本講演では，プロジェクトの研究成果の一部と
して，オリンピックムーブメントにおける環境問
題関係史を紹介し，それを踏まえてスポーツ界が
何をすべきか，を考えていきたいと思います．
　「スポーツと環境」においてよく知られていま
すのは，1990年代初頭に，当時のIOC会長サマラ
ンチが，オリンピックムーブメントの柱の一つに

「環境」を加えると発言した後，IOCが環境保護
活動に積極的に関与するようになったということ
です．
　その一方で，初めて環境破壊について話題に
なったのは，1930年代であったといわれています．
また，オリンピックムーブメントと環境保護活動
の起点は1970年代であり，IOCは国際情勢の中で
徐々に拡大していく環境保護運動に参加していっ
た，とみることもできます．この背景には1970年
以降，約10〜20年ごとに継続的に行われている国
際会議が開催され，具体的な指針が挙げられたこ
ともあります．それでは，オリンピックムーブメ
ントにおける環境問題について詳しく見ていきた
いと思います．
　オリンピックムーブメントにおいて初めて環境
破壊に対して批判が上がったのは，1932年アメリ
カのレークプラシッド冬季大会です．競技場の建
設予定地が州立公園内にあったため，ローカルの
環境保護団体が抗議しました．しかし，当時は環

基 調 講 演

講演1「スポーツと環境史について」

講師：�石塚　創也
　　　（�公益財団法人日本スポーツ協会�スポー

ツ科学研究室�研究員）

　JSPOは創立されて来年で110年を迎える組織
で，創立者は嘉納治五郎です．JSPOには「スポー
ツ医・科学委員会」という組織があります．「日
本のスポーツ医・科学」の始まりは，1946年に日
本体育協会（旧名称）内に発足された「体育医事
部」，「体育医事相談所」の開設にさかのぼること
になります．その後，1964年に東京オリンピック
が開催されることが決定し，日本のスポーツ医科
学が本格的に動き始めます．東京オリンピックま
では競技力向上のための研究が中心的に行われて
いましたが，オリンピックが閉幕後には国民のス
ポーツの振興のための研究事業にも取り組むよう
になりました．
　2001年には国立スポーツ科学センター（JISS）
が開設されましたので，JSPOから競技力向上の
主な拠点は移りましたが，その後，研究対象を広
く国民全体とし，人文・社会科学，自然科学を問
わず，さまざまな分野・領域から研究活動を行う
ようになっています．
　一方，JSPOは，JOCとともに創立100周年を記
念して，2011年には「スポーツ宣言日本」を公表
し，その中でスポーツが果たすべき3つのグロー
バル課題の一つとして，「環境と共生の時代を生
きるライフスタイルの創造」に寄与することにつ
いて宣言しました．また，JSPOは名称変更に伴い，
2018年に定款の法人目的を変更し，特に「多様な
人々が共生する平和と友好に満ちた持続可能で豊
かな社会の創造に寄与すること」を追加しました．
しかし，JSPOはこれまで具体的な環境保護に関
する取り組みはこれまであまりできていませんで
した．
　このような歴史を踏まえ，スポーツ医・科学の
プロジェクトの一環として，2019年に「環境保護
の視点から見るスポーツの持続可能性に関する調
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動の存在をバンフへの開催を回避すべきという判
断材料にしたのです．
　なお，この議事録には，その後，1972年冬季大
会を決める投票が行われ，最初の投票で札幌が過
半数を獲得し，開催地が決定したことが記載され
ています．したがって，バンフにおける抗議行動
の存在が，札幌が開催権を獲得できた利用の一つ
であった，とみることもできるかもしれません．
　この頃の国際社会では，環境保護の意識が高
まってきます．1972年には，国連環境計画（UNEP）
が設置され，国際的な視野を持って環境問題に対
応するための指針が提案されました．この頃，日
本国内でも本格的に対策が始まりつつありました
が，産業界からの抵抗もあり，欧米よりも約５〜
10年遅れて対策が行われることになります．
　滑降競技場の建設後の恵庭岳の鳥瞰写真を見て
頂きたいと思います．このように斜面にコースが
建設されていることがわかります．一方で，現在
の鳥瞰写真をみる限り，コースがどこにあったか
はほとんど分かりません．恵庭岳は札幌から南に
約40キロ，千歳市内にあります．唯一札幌市外に
設置された競技場です．もともと，招致活動の段
階では，札幌市内にある別のスキー場が候補に挙
げられていました．しかし，当時国際スキー連盟
の委員が視察に訪れ，ヘリコプターで周辺を見て
回ったところ，その担当の委員から恵庭岳がよい
と指摘され，決定したそうです．斜面の角度や，
滑走距離など，札幌市内のスキー場では物足りな
く，技術の差が生まれづらいということがあった
そうです．「アスリートファースト」と言われて
しまえばそれまでですが，開発を優先すべきか，
それとも環境保護か考えるための今後の参考事例
になるかもしれません．
　その後，恵庭岳を復原するための工事が行われ
ましたが，その成果は，賛否両論あるということ
をあえて申し上げておきます．現在においても「元
通り」に周辺との調和が達成されたと言い切れる
状態にはなっていません．
　但し，当時の状況からすれば，対策を行うこと
自体がまれでしたので，何らかの対策を行ったこ
と自体に意義があったともいえます．この恵庭岳
の問題は，今後のオリンピック・ムーブメントに

境保護意識があまり高くなく，競技場は計画どお
り建設されてしまいました．
　なお，環境破壊に対する批判の多くは冬季大会
に関わって見られます．その理由の一つとして，
オリンピックへの出場者数と種目数が徐々に増え
ていったためです．但し，出場者や種目の増加は
夏季大会にも見られることです．しかし，冬季大
会は当初冬のリゾート地で行っていたのですが，
競技施設はもちろん，選手や関係者の宿舎のキャ
パシティーが足りなくなってきました．そこで，
山岳地域で，かつその周辺の都市部で大会を開催
するようになっていき，新たな競技場の建設や拡
張することが必要になり，特にスキー場の建設の
ために森林を伐採する必要が出てきました．この
傾向はヨーロッパや北米に遅れて，日本において
も見られるようになっていきます．
　1972年の札幌冬季大会では，国立公園内にある
恵庭岳のスキー滑降競技場の建設を巡って，行政
や環境保護団体を巻き込んだ議論になりました．
当時は開催年の６年前に開催地が決定したのです
が，札幌が開催地に決まった後，1966年に北海道
自然保護協会の理事長がIOCに対し，競技場建設
地の変更を求めました．これを受けた当時のIOC
会長は，札幌の大会組織委員会に対応を求めまし
た．最終的には，原状回復が約束され，競技設備
を撤去し，植林が行われました．
　一方，札幌が開催地に決定する以前にも，他の
立候補都市で環境保護を巡る動きがありました．
1966年４月24日から30日にローマで開かれた1972
年冬季大会の開催地を決めたIOC総会の議事録を
みると，当時のIOC会長ブランデージ会長が，「受
け取った非常に多くの講義について述べた．IOC
は原則として国際的な動きになりかねない論争お
よび大会開催中において，抗議行動が行われる原
因になってはならない」と述べたことが記されて
います．1972年冬季大会には，札幌の他に，カナ
ダのカルガリーの隣町「バンフ」が立候補してい
ました．カルガリーは1964年，1968年と２回続け
て立候補しており，1972年はバンフを開催地の中
心として招致を目指していました．しかし，バン
フの立候補に対し，自然環境の破壊に対する多く
の抗議があったことを理由に，IOCはこの抗議行
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対立していることに行きつくのです．
　そこで，「持続可能な発展」，「持続可能性」が
登場します．「将来の世代のニーズを満たす能力
を損なうことなく，今日の世代のニーズを満たす」
という考え方です．1992年には「地球サミット」
が開催され，「持続可能な開発を達成するため環
境保護は開発過程の不可分の部分」，すなわち密
接に関係し，切り離せないものとならなければな
らず，それから分離しては考えられないことが宣
言されています．そして，IOCも例外なくこの考
え方に沿った環境保護活動に積極的に関与するよ
うになります．
　IOCは1990年代以降，国際会議やガイドライン
の制定，啓発教材の発行など，環境保護のための
方向性を提示しています．まず，オリンピック憲
章には，1991年に初めて環境に関する内容が記
載されます．IOCの役割（第10項）として，「環
境問題への責任ある行動を示すという条件のもと
でオリンピック競技大会が開催されるよう配慮す
る」と記されています．
　IOC設立の100周年を記念して1994年にパリで
開催された第12回オリンピックコングレスでは，
オリンピックムーブメントの柱として，「スポー
ツ」，「文化」とともに「環境」を掲げることが宣
言されました．1995年には「第１回スポーツと環
境世界会議」が開催され，2013年まで隔年で開催
されました．
　2008年にはスポーツと環境競技別ガイドブック
が発行されました．これはIF，NOC，組織委員
会，選手，観客が身に付けるべき環境保護のため
の知識や意識すべき情報を競技別にまとめたもの
になっています．
　2012年には，1999年の「オリンピック・ムーブ
メント・アジェンダ21」発行以降の事業評価とし
て，IOCは「Sustainability through Sport」を発
行しています．また，2014年には，IOCは中長期
戦略「オリンピック・アジェンダ2020」を発行し，
既存および仮設の施設を使うことを推奨すること
や，他の都市，延いては他の国での競技種目の開
催を容認することなどが提言されました．また，
大会運営や輸送時に発生するCO2の削減はもとよ
り，日常業務での資源の利用削減についても掲げ

おける環境保護対策の先駆的事例であり，今後の
教訓となる，いわゆる「オリンピック・レガシー」
であると考えています．
　その後，相次いで抗議運動が行われるようにな
ります．1976年冬季大会はアメリカのデンバーで
開催する予定でした．デンバーでは，札幌とバン
フにおける自然保護をめぐる議論の発生を背景
に，抗議運動が行われました．また，IOC会長は
デンバーでの開催に反対する手紙を約100通も受
け取っていたとされています．主な反対理由は，
そもそも開催地として不適切である，環境への影
響が大きい，財政負担が大きい，等です．最終的
には，オリンピック開催のための市による財政負
担の可否について住民投票が行われ，否決された
ため，デンバーは開催権を返上することになりま
した．なお，1976年冬季大会は，1968年冬季大会
を開催したオーストリアのインスブルックで開催
されています．
　その後も抗議運動が続いていきます．1992年の
アルベールビル冬季大会では，開会式の最中に抗
議運動が展開されました．
　その後，1994年のリレハンメル大会のころには
大きな動きがありました．これまでの大会と同様
に批判を受けていましたが，関係保護団体，組織
委員会，ノルウェー政府，IOCの間で話し合いが
行われ，その内容を反映させ，開催計画を変更し
ました．現在でもこの大会は「グリーンゲーム」
と語り継がれています．もちろんソフト面でもさ
まざまな対策が行われました．ジャガイモを原料
とした食器を使用したり，省エネルギーの推進や，
地域の自然に配慮したりしました．
　このころの国際社会では1980年代から90年代に
かけて環境保護の考え方に変化が見られるように
なってきます．開発を重点に置く考え，環境保護
を重点に置く考え方に対立が見られるようになり
ます．一方で，豊かになった自然もあるのではな
いか，という考え方，そもそも規模が違うだけで
人間という生物が建造物を造るのは他の生物が巣
を作るのと何ら変わりないのではないか，という
考え方，このような疑問にぶつかるようになって
きます．つまり，何が対立しているかというと，「開
発を求める人間」と「環境保護を求める人間」が
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ト・ファンドレージ・プログラム」が行われまし
た．屋内競技の会場が集まる江陵市のオリンピッ
クパークの敷地内には「平昌2018グリーンパビリ
オン」と名付けられた環境教育のための施設が開
設され，排出される温室効果ガスを相殺するため
の組織委員会の取り組みや，個人のレベルでも削
減する生活上の工夫を紹介するパネルが展示され
ていました．
　最後にまとめとして，スポーツ界は何をすべき
かを少し考えたいと思います．まずは，やはり
UNEPなどの専門機関との連携を強化して，今後
も積極的に環境保護に関わる情報提供を行ってい
くことが必要であると考えています．また，環境
保護を推進するためには，例えば本発表で触れま
した1994年のリレハンメル冬季大会でみられたよ
うに，多様な専門家，当事者を組織に招き，意見
を突き合わせて，妥協点を模索し意思決定するこ
とが必要であると考えます．さらには，大会後の
利用方法を視野に入れて，競技施設や関連設備を
建設すること，また，温室効果ガスの排出を最小
限に努める事務局運営を心掛けた上で，最終手段
として「カーボン・オフセット制度」などを利用
して森林再生事業や再生可能エネルギー開発事業
などに投資すべき，と考えています．
　さらに私たち一人一人が，リデュース，リユー
ス，リサイクルの3Rを心掛けることが重要であ
ると考えています．また，このフォーラムをきっ
かけとして，環境問題について学び，環境破壊が
進行すると私たちや次世代の人々にとってどのよ
うな影響があるのか，スポーツをすることによっ
て環境にどのような影響があるのか，などを考え，
家族や生徒，会員などに共有して頂ければと思い
ます．

ています．
　続きまして，過去のオリンピック大会の環境保
護活動のうち，主な活動を見ていきたいと思いま
す．1992年のバルセロナ大会では，IOCや各NOC
が地球への誓いに署名しました．これは，オリン
ピック大会における積極的な環境保護活動の起点
とみることができると思います．
　1998年長野大会では，美しく豊かな自然との共
存を基本理念に掲げ，環境保護に取り組まれまし
た．ソフト面としては，りんごの搾りかすを利用
した紙食器などが使用されました．
　2006年のトリノ大会では，CO2排出量を植林や
再生可能エネルギー事業プロジェクトなどで相殺
する「カーボンニュートラル計画」に取り組まれ
ました．また，廃棄物のリサイクルやエネルギー
回収が徹底されました．
　2008年北京大会では，「緑のオリンピック」を
コンセプトの一つとして掲げ，北京市民の環境意
識を向上させる活動が行われました．大会終了後
には，メイン会場「鳥の巣」の建設時に出された
廃材を利用して制作されたトーチのレプリカが販
売されるなど啓発活動も行われました．
　2016年リオデジャネイロ大会では，開会式にお
いて環境に関するパフォーマンスが行われ，主に
気候変動問題の重要性に関するメッセージが出さ
れました．また，参加したNOC，オリンピック
独立参加選手団，オリンピック難民チーム選手団
の選手により計207種類の種が運ばれ，約12,000
もの種がオリンピックパークに植えられました．
その他，市外には分別を促すごみ箱が置かれてい
ました．
　2018年平昌大会では，元々あるスキー場に仮設
の観客席が設置されました．また，CO2を相殺す
る取り組みの一環として，「カーボン・オフセッ
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です．こういったことが魚の生態系はもとより，
漁業にも大きな影響を与えています．
　世界の取り組みに目を移しますと，国連でのパ
リ協定や，国連気候変動に関する政府間パネル

（IPCC）があります．パリ協定は全世界で合意さ
れているものです．世界共通の長期目標として，
気温上昇を２℃未満に保つ必要があります．さら
には，1.5℃にできるだけ抑えなければいけない
ということが発信されています．この数字の意
味ですが，1.5℃の上昇に止めることができれば，
例えば５年に１回の深刻な熱波を被る世界の人口
が14％になります．一方，２℃上昇すると，世界
の人口の37％に上がってしまいます．
　また，北極における海氷が存在しない夏は，
1.5℃の上昇であれば100年に１回程度で済むとこ
ろが，２℃上昇すると10年に１回程度発生してし
まうということです．
　さらに，サンゴ礁の消滅です．1.5℃の上昇で
もかなり厳しいですが，２℃上昇してしまうとほ
ぼ全滅するとされています．
　これらの理由から，1.5℃の上昇を抑えるため
には，少なくとも2050年までにはCO2 排出量を実
質ゼロにしなければならないとされているため，
世界的にもこれが提唱されるようになってきてい
ます．我々も，気候変動対策のパラダイムシフト
をしていかなければいけないということを認識し
ています．これまで少しずつCO2 の排出を減らし
ていこうという「低炭素」という考え方から，も
はや「脱炭素」にシフトしていかなければいけま
せん．
　そこで東京都はCO2 排出を実質ゼロにしてくこ
とを宣言し，2050年に向けて取り組みを進めてい
くための戦略を打ち出しています．この「ゼロ・
エミッション東京戦略」ですが，3つの視点から
取り組みを進めています．われわれは今まで精一
杯頑張ってきたつもりではありますが，2020年ま
では，やはりCO2 排出量をあまり減らすことがで
きませんでした．これまでは特に省エネへの取り
組みを進めていましたが，それだけでは進みませ
んでした．これからは，太陽光発電や風力発電と
いった再生可能エネルギーの利用等の次世代の技
術も待ちながらこのベクトルを大きく変えていか

講演2「�ゼロエミッション東京に向けた取組
について」

講師：神山　　一
　　　（�東京都環境局�地球環境エネルギー部�次

世代エネルギー推進課�課長）

　本日は，東京都が気候変動対策にどのように取
り組んでいくのか，またスポーツの分野で皆さま
がどのようなことができるのか，を考えて頂く
きっかけになればと思っています．
　「気候変動の危機」とタイトルを付けていま
す．最近では地球温暖化，それから気候変動とい
うものが迫る危機に対する取り組みを行っていま
す．産業革命後，既に現在約１℃気温は上昇して
しまっています．こうしたときにどのような影響
が起きるのかというものの一例ですが，例えばヒ
マラヤの氷河が溶けた場合，世界の人口の20％以
上の方に影響を与えることになります．それから，
当然，この気候変動対策を行うためには資金投入
が必要ですが，逆にこれを放置してしまった場合，
2100年には世界中で年間GDPの12％の損失に相
当する影響が出るとされています．
　国内でも様々な影響が出ています．例えば猛暑
についてです．特に屋内スポーツのご関係者につ
いては大問題だと思います．東京2020にも大きな
影響を与えていることですが，お天気キャスター
の森田正光さんの「環境ビジネス」に掲載された
記事によれば，1933年以来，約70年間破られてい
なかった国内最高気温の40.8℃が2007年に更新さ
れました．その後2013年，2018年，2020年と，次々
に最高記録が更新されています．また，2018年か
らは3年連続で40℃以上の地点が発生していると
いうことで，毎年のように猛暑がひどくなってい
るという状況です．
　また，ゲリラ豪雨や強い台風も発生しています．
ここ3年は台風による激甚災害が発生しており，
毎年のように洪水やそれに起因する停電などにお
びえなければいけないと状況になってきます．
　さらに，日本近海の海水の温度，これが100年
で１℃以上上昇しています．漁業関係者の話によ
ると，最近は秋になっても海に入ると温かいそう
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外の民間の事業者さんのバスを含めて84台まで増
加しました．これは急遽，オリンピック・パラリ
ンピック大会に向けて頑張ってきたとういうこと
もあります．都民の方も触れていただける，見て
いただける機会がやっと増えてきた，という状況
です．
　それから，乗用車の新車販売です．燃料電池自
動車，電気自動車，プラグインハイブリッド自動
車の3つを，CO2を排出さない自動車「ゼロエミッ
ションビークル」だと捉えており，2030年までに
これを50％まで上げていくことを目標に掲げてい
ました．一方，最近の報道で取り上げられました
が，この前の都議会の場で小池知事から，ハイブ
リッド自動車も入れて100％化を目指していこう
というような目標に上書きされることになる予定
です．
　これらのような取り組みを進めていくために
は，多様な方々と連携をしながら進めていかなけ
れば，東京都庁だけの力ではやはり進めていくこ
とができないと考えています．例えば，先進的な
取り組みを行っている企業の方，それからNGO，
自治体など連携を進めています．また，都民一人
一人の方に対してもご参加を頂きたいものとして
は，様々な取り組みの中で生活の中でCO2を減ら
していく「チームもったいない」に賛同いただく
活動があります．こういった東京都の取り組みを
東京都外にも広げていくということに努めている
ところです．
　また，世界の諸都市との連携強化を図っていま
す．最近では，特にアメリカなどは顕著ですが，
国よりも都市の気候変動対策のほうが上回ってい
る場合もあります．例えば，ニューヨークやカリ
フォルニアです．こういったところから政策につ
いて学ぶとともに，一方で東京都のほうが進んで
いる取り組みには積極的に発信しています．さら
にはアジアの諸都市とも連携をして，東京都の取
り組みを発進すべく進めているところです．
　次に，具体的に実施する事例をご紹介します．
１つ目は，再生可能エネルギーの電気を買いたい
という都民の方を募りまして，電気事業者に賛同
数を提示し，販売価格で競争入札させることによ
り，利用者が再エネの電気をできるだけリーズナ

ないとゼロになっていかない，そういった意味で
この10年間の取り組みは極めて重要だと認識して
います．
　以上について進めるために，3つの分野に分け
て多様な取り組みを進めています．「2050年」とい
う大きなゴールを目指して，そのために「バック 
キャスティング」というような呼び方をしていま
すが，2030年までに実施すべきものの目標設定と
アクションをそれぞれの分野ごとに設定をしてい
ます．
　例として２つ施策を紹介させていただきます．
１つ目は再生可能エネルギーについてです．ゴー
ルとしては，2050年には使用するエネルギーを
100％脱炭素化することになります．現時点では，
まず自分たちがしっかりやっていかなければいけ
ないということで，東京都所有の施設の電力を全
て再生可能エネルギー100％にすることを目指し
ています．また，東京都内での再生可能エネル
ギーの割合を30％まで引き上げるとともに，エネ
ルギーの消費量というのを38％まで引き下げるこ
とを目指しています．現時点では，これらの取り
組みが半分ぐらいまで到達している状況です．
　二つ目は，水素エネルギーについてです．まさ
にちょうど私が業務で関わっているものなのです
が，水素についてはいろいろな作り方があります
が，一番基本的になるのは水を電気分解して作り
ます．使用するときにはCO2がゼロになります．
太陽光発電は昼間しか発電できず，夜は発電でき
ません．それから季節によっても再生可能エネル
ギーによる発電力が変化します．一方，水素は大
規模かつ長期間貯蔵ができます．また今後は，電
気のみならず，ガスなどのその他の燃料について
も脱炭素化を図っていかなければなりません．そ
ういった場合でも，多用途で使用できる水素が非
常に重要になってきます．
　2050年には水素の活用を脱炭素化の柱にすると
いった大きな目標を掲げています．現時点で既に
運用されているものとして，「ゼロ・エミッショ
ンバス」についてご紹介します．こちらは電気自
動車や燃料電池（水素）自動車のことを指します
が，東京都における目標導入数300台に対し，現在，
燃料電池移動バスは都営バスとして70台，それ以
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ら，これを「見える化」していきたいと考え，東
京2020オリ・パラ大会では，オリンピック・パラ
リンピック史上初めて聖火台で水素を利用する予
定です．それから，選手村の中では，福島県で生
成された水素を使用し，宿泊棟や選手の休憩施設
の一部で利用していくことになっています．
　さらに，燃料電池自動車は電気を外に取り出す
ことができますので，この電力を使ってプロジェ
クションマッピングで水素活用の意義などを分か
りやすく発信をしていこうとしています．
　それから，燃料電池バスは徐々に増えてきて
います．ちょうど12月にトヨタ自動車の新型
MIRAIが発売になりましたが，燃料電池自動車
が徐々に皆さまの目に触れられるように，実際に
乗っていただくような機会が作られていくと思っ
ています．こういった東京2020オリ・パラ大会の
機会を捉えて，さらにそれを広げていこうという
ことで進めています．
　さらに，これは皆さま身に染みてというか，実
感されていらっしゃるところだと思いますが，暑
さ対策についてです．東京都環境局としても，競
技会場の最寄り駅から会場に至る距離，ラストマ
イルに対しての暑さ対策について検討していま
す．例えば，テントや送風機を使用するといった
ハード面での対策，またソフト面での対策では，
紙製のうちわのチラシを使ったり，ネッククー
ラーを配布する予定です．紙製のうちわについて
は，多言語化を図り，海外からいらっしゃる方で
日本の暑さに不慣れな方にも熱中症対策を周知で
きるよう工夫しようとしています．
　最後に，一つだけコラムをご紹介させていただ
きたいと思います．これはパラリンピック競泳の
一ノ瀬メイ選手のコメントです．先日毎日新聞で
拝見しまして，非常に感激，感動したのですが，
これはご自身の言葉で，「地球温暖化は遠い将来
の話で，自動車や工場の排ガスが問題だと思って
いた．知ったからにはもう行動するしかない」と
おっしゃるとともに，特に厳格なベジタリアンで
ある「ビーガン」になることを決意されたという
ことです．これにどのような意味があるのかとい
うと，特にウシ，ブタ，トリの順番になりますが，
家畜からのメタンが非常に大きな温室効果ガスに

ブルな値段で契約できるようなシステムを行って
います．最初は再生可能エネルギーの割合が30％
のものからスタートしましたが，最近は100％の
電気も選べるようにしています．また，東京都だ
けでなく，周囲の県市にも取り組みを広げていま
す．
　２つ目は，皆さまに進めていただくためには，
まず東京都庁自身がしっかりと取り組んでいこう
ということで，第一庁舎の電力は再生可能エネル
ギー100％のプランに切り替えています．今後は
特別支援学校や他の都有施設にも広げるべく，取
り組みを進めています．
　3つ目は，東京2020オリ・パラ大会における取
り組みです．新しい施設には，太陽光発電，太陽
熱利用，地中熱利用などの再生可能エネルギーを
取り入れることを積極的に進めています．もちろ
ん，電力についても再生可能エネルギーを積極的
に利用していこうということで，再生可能エネル
ギー電力100％化を目指すことが掲げられていま
す．組織委員会で直接調達する電力については，
再生可能エネルギー電力メニューを選び，既存会
場での契約により切り替えが困難な場合は，グ
リーン電力などのクレジットを当て，グリーン化
を図っていくことを進めています．
　そのほか，「東京ゼロカーボン４デイズ」とい
う取り組みを行い，東京2020オリ・パラ大会の開・
閉会日の４日間分の東京都内全部のCO2 排出量を
相殺しようという取り組みを行っています．また，
東京2020オリ・パラ大会の施設の建設，運営で排
出されるCO2 についても，皆さまの協力を募り相
殺していこうという取り組みも行っています．こ
れを東京都の施策にご協力頂いている事業所の皆
さまにお声掛けをしまして，所有するクレジット
を提供して頂くものです．150社以上からご協力
を頂き，目標を上回るクレジットを集めることが
できました．このような皆さまにも参加をして頂
くことができる取り組みを次回のオリ・パラ開
催都市のパリ市につないでいきたいと考えていま
す．
　また，東京2020オリ・パラ大会において水素を
どのように使っていくのかということにも取り組
んでいます．やはり水素は見えないものですか
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的なアクションとして種々多様なことが行われて
いるとお示しいただきました．一方で，恐らく今
日参加されている多くの方が，「こんなことをやっ
ていたのだ」と知った方もきっと多いのではない
のかと思うのです．残念ながら東京2020オリ・パ
ラ大会組織委員会は大会が終了し，一定の期間を
もって解散をするというわけなのですが，そこで
質問です．IOCは各組織委員会が大会で積んだ「環
境アクション」，その経験どのように集約し，広
くアウトリーチしていかなければならないか，あ
るいはIOCの思惑や，今後のIOCの方向性につい
てコメントをいただければと思います．よろしく
お願いします．

石塚：
　先ほどの発表では紹介していませんでしたが，
IOCは近年「IOC Sustainability Report」という
ものを発行しており，IOCはオリンピック大会の
オーナーとして，立候補都市や開催都市の評価の
基準が提示されています．ただし，あくまでも具
体的な内容を考えるのは各大会組織委員会という
立場を取っています．IOCはこの立場を変える必
要はないかと思っていますが，この各組織委員会
の活動をグッドエビデンスとしてもっと広く知ら
せてほしいと思っています．
　大会組織委員会が結成されてからオリンピック
が終わるまでの間はお祭りのような形で，ある意
味，未来のあるべき姿を先取りしている状況も見
られるのではないかと思います．そこで得られた
ノウハウをJOCさんやJSPOがいかに積極的に取
り入れることができるか，というのが重要な鍵に
なってくるのではないかと思っています．

大津：
　ありがとうございます．続いて，神山さまに
質問ですが，12月11日に発出されたIOCのプレス
リリースでは，IOCは2024年までに気候変動に対
してより積極的な組織になることを約束すること
が提示されていました．そして，IOCは2030年以
降の大会では，全て「カーボン・ニュートラル」，
CO2 排出量が大幅に削減されるようにするという
ような取り組みを発表していますが，「ゼロエミッ

なるということです．また，牧草地を作っていく
ために緑が減るということ，それから穀物の消費
量はやはりウシ，ブタ，トリの順番で非常に大き
く消費する，そして水も消費するということです．
世界の農地の多くがこの飼料，餌のために使われ
ているという現実があります．こういったような
ことからこういった「ビーガン」という取り組み
をされる方もいらっしゃるわけです．また，オー
ストラリアの大学で栄養学の講義を受け，チーム
の栄養士さんとも相談をしながら，タンパク質の
摂取を豆類や植物由来の原料で作られた代替肉な
どで補われていらっしゃるということです．実際
に脂肪量が落ちて，筋力量がアップされた，疲労
回復がしやすくなったというようなこともおっ
しゃっています．こういったトップアスリートの
方が発信されていらっしゃるということに非常に
感銘を受けているところです．この瞬間にも，気
候変動による干ばつや洪水によって水不足や飢餓
に苦しむ人々がいらっしゃる．それから，これか
らも水泳を楽しみたい私たちがすべきことは何
か，ということで気候変動を知ること，プラスチッ
クの消費を減らすことなどをSNSなどで積極的に
発信をされていらっしゃいます．
　われわれ東京都も，日々悩みながら取り組んで
いる課題です．われわれだけで当然進めることは
できないことです．スポーツは，われわれの希望
であると思っており，日々の生きる糧だと思って
います．そうした業界に関わられるアスリートの
皆さま，スポーツ関係者の皆さまにもこの問題に
ついてぜひ共感していただきたいと思います．ス
ポーツの発信する力というのは非常に大きなもの
であると思っていますので，一緒に取り組みを進
めさせていただければありがたいと思っていま
す．どうぞよろしくお願いします．

質疑応答（講演１・２）

大津：
　それでは，お２人に私から代表して質問させて
いただきたいと思います．石塚さまからは，IOC
の環境の持続可能性に対するイニシアチブが功を
奏して，近年のオリンピック大会で具体的，実践
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２人に登壇していただき，それぞれの視点から環
境問題について考えていきたいと思います．
　それでは，ご紹介させていただきます．2008年
北京オリンピックに出場し，競泳男子４×100メー
トルメドレーリレーで団体銅メダルを獲得されま
した，宮下純一さんです．

宮下：
　皆さま，こんにちは，宮下純一です．引退して
もう12年たつのですが，より選手に近い立場で皆
さまに何かお話できればいいなと思って頑張りた
いと思います．よろしくお願いします．

大津：
　続きまして，遠征先からオンラインでのご参加
となります．2008年北京オリンピック，2012年ロ
ンドンオリンピック，2016年リオデジャネイロオ
リンピックに出場され，今年11月８日に開催され
た日本トライアスロン選手権では６度目となる優
勝を果たされましたトライアスロンの上田藍選手
です．

上田：
　皆さま，こんにちは，上田藍です．本日はどう
ぞよろしくお願いします．ちょうど千葉県長柄町
で合宿を昨日から23日までの２週間行っているの
で，本日はオンラインでの参加となりますが，皆
さまとスポーツと環境についてのお話ができれば
と思いますのでよろしくお願いします．

大津：
　よろしくお願いします．お２人からは後ほどご
自身が出場されたオリンピックでの経験談やご自
身がスポーツに関わる中で環境がどのように影響
してきたのかについて，お話しいただきます．
　本日は２つのテーマに沿って進行してまいりま
す．１つ目のテーマは「スポーツと環境の関わり
について」と題し，それぞれの立場から話を進め
ていき，体験談やエピソードを紹介してもらいま
す．２つ目のテーマは，「未来に向けて今自分た
ちができること」について登壇者の皆さまと意見
交換をしながら進めていきたいと思います．

ション東京」の実現に向け，競技団体，あるいは
スポーツに関わる皆さまに協力して頂きたいこと
がありましたら，ぜひコメントいただきたいと思
います．

神山：
　やはりこの気候変動の認識も非常に高まってき
ており，取り組まなければならない雰囲気が広
がってきていると思いますし，これをそれぞれ
個々の取り組みにつなげていくのが重要なのだろ
うなと思っています．そういった意味では，最
近特に大企業を中心に，企業の自然エネルギー
100％を推進する国際ビジネスイニシアティブで
ある「RE100」というような宣言をされる企業さ
んが続々出て来ています．例えば，もう政府の取
り組みを待っていたら間に合わない，もしくはビ
ジネスのためには環境問題に取り組まないとビジ
ネスが継続できない，と企業の皆様自身も思われ
ていらっしゃるところがあります．こういったこ
とも少し参考にした場合ですが，例えばスポーツ
関係者，競技団体の皆さまはご自身の関係する，
例えば施設の中で電気のことを取り上げたとした
ら，再生可能エネルギーの電力プランに切り替え
るようなことも考えていただいたらどうか．もし
くは，アスリートの方お一人お一人が，それから
スポーツ関係者のお一人お一人については，ご家
庭の電力プランを変えてみるようなこともやられ
ると発信力になります．ご自身の取り組みにおい
て，そういうことを勧めていただけるとありがた
いかなと思います．

パネルディスカッション

コーディネーター：大津克哉
パネラー：上田　藍（トライアスロン・オリンピアン）
　　　　　宮下　純一（水泳・オリンピアン）
　　　　　石塚　創也
　　　　　神山　一

大津：
　このパネルディスカッションでは講演１，２で
登壇いただいた皆さまに加えて，オリンピアンの
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海をつくりあげていこうという活動をされていま
す．
　その中で，「ブルーカーボン事業」と先ほどお
話をさせていただいたのですが，自然を楽しむト
ライアスリートは，地球にも優しいアスリートに
なっていこうということをスローガンにし，海の
中も山の森と同様，ワカメを生やすことでCO2の
削減にもつながるといった活動に必要な協力金を
集めることを行っています．この協力金は，大会
に参加される選手や大会に関わる方の会場への移
動により発生するCO2 排出量から算出し集めてい
ます．大会に出場され，完走（かんそう）された
方には，協力金により生やすことができたワカメ
を乾燥させて，その乾燥（かんそう）ワカメを配
布するという面白い活動もされています．大会に
出場するだけではなくて，出場することによって
環境を良くしていく活動にも携わっていきましょ
うということをされています．そのブルーカーボ
ン事業に携わっていくこともそうなのですが，私
自身もトライアスロンのレースに参戦するときに
は，海のビーチをきれいにするためにごみ拾いを
したり，自分が出したごみは分別してしっかりと
破棄するように心掛けたりなど，そういったこと
も心掛けて過ごしています．特に横浜の「世界ト
ライアスロンシリーズ」は，スポーツと環境を良
くしていくということを，より深く活動を通じて
示している素晴らしい大会でもあるので，私自身，
その大会に出場するたびに，今目の前にある海を
汚してはいけないということを改めて実感してい
ます．

大津：
　ありがとうございます．「ブルーカーボン事業」
はすごくユニークな活動であると思います．確か，
環境協力金は１人200円を徴収すると，そのイベ
ントで排出される二酸化炭素量をほぼオフセット
できてしまいます．具体的な活動としては，エン
トリー費とは別に，環境協力金を支払うと，ワカ
メを養殖する費用に使われ，海がきれいになる．
自分たちのフィールドを自分たちで改善していく
といった，大変素晴らしい事例だと思います．こ
れは海をフィールドとする競技団体にも，こう

　それでは，早速１つ目のテーマに移らせていた
だきます．２人のオリンピアンからさまざまな経
験や今取り組んでいること，また最近知ったこと，
感じたことなどをお話しいただきます．皆さまの
体験から環境に関するエピソードや，現在取り組
んでいらっしゃる活動についてご紹介をお願いし
ます．
　はじめに上田選手，トライアスロン競技は水泳，
自転車，マラソンと苛酷な競技として知られてい
ます．屋外で競技が行われることから環境につい
て意識されることは普段から多いのではないのか
なと思いますが，トライアスロンと環境という視
点でご紹介をいただけますでしょうか．上田さん，
よろしくお願いします．

上田：
　先ほどお伝えしていただいたようにトライアス
ロンはスイム，バイク，ランと本当に自然環境の
中に入らせて頂いてできる競技でありますので，
スイムであれば川であったり，ダムだったり，海
だったりと，すごくいろいろな環境の中でレース
をしています．その中で，特に環境との関わりの
ある大会について今日は紹介させていただきたい
と思っています．
　2009年から毎年，横浜で「世界トライアスロン
シリーズ」という大会が開かれています．昨年で
10回大会を迎えたのですが，今年は残念ながらコ
ロナ禍の影響により大会は中止となってしまいま
した．その横浜大会は，横浜の「ブルーカーボン
事業」という地球環境に優しいトライアスロン大
会を目指されています．その大会を開催するに当
たって，横浜ではどこで泳ぐのだろうと皆さま思
われたかもしれないのですが，山下公園に行かれ
た方っていらっしゃいますか．その山下公園の目
の前に見える氷川丸という船があるのですが，そ
の周辺がスイムのコースになっています．その山
下公園前の海域の水質浄化実験が行われ，海の生
物による海をきれいにする浄化能力の高い海づく
りが重要であるという，そういった環境づくりを
トライアスロンの大会組織委員会と横浜市環境創
造局，そして横浜市温暖化対策統括本部といった
いろいろな方々と協力し合って，きれいな豊かな
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過ぎるため，水温を下げるのにもやはりCO2が発
生します．一方，新しい建物を建設することでも
CO2が発生しますし，冷房を使用するにもCO2が
発生するといった悪循環があります．時代が進む
につれて，競技環境は良くなっていますが，環境
保護という視点では逆行しているような印象を受
けます．
　上田さんのように，自分の泳ぐフィールドが汚
れてしまうのであれば，選手は「こんな海で泳ぎ
たくない」という気持ちになると思いますが，競
泳のジュニア世代にそういった話をしても，自分
ごととして捉えることがなかなかできない印象を
受けます．

大津：
　水泳競技などの室内競技では，できるだけ外部
からの影響を受けないように競技会場を整えてい
くわけですが，宮下さんは選手時代を経て，現在
は水泳競技の普及や講演，そしてJOCスポーツ環
境専門部会と幅広い分野でご活躍されていらっ
しゃいますが，その中で意識するようになったこ
とはありますか．

宮下：
　JOCスポーツ環境専門部会員としてこのような
催しに何度も参加させていただいているのです
が，自然の中で戦う競技の方々は本当に身をもっ
て自分のスポーツができなくなる危機感を感じて
いらっしゃるのではないかと思います．特に，冬
季競技は10年前に訪れた競技会場が今では別世界
になっていて，雪がなくなり，雪質も悪くなって
いるという話を聞きます．
　一番話を聞いてびっくりしたことは，長野冬季
オリンピックが1998年に開催されましたが，今，
長野がオリンピック招致活動しても，競技ができ
る雪の量が不足していたり，会場の施設としてや
はり前の環境と変わってしまっているため，招致
できないのではないかということです．競泳はき
れいな「箱」の中で泳いでいるため，「自分のスポー
ツができなくなる」といった危機感は本当にあり
ませんでした．

いった先進的な取り組みというのが広がっていく
といいですよね．

上田：
　やはり生き物が生活しやすくなることは，イ
コールきれいな海になっていくことにもつながる
と聞いています．海をきれいにするだけじゃなく，
豊かな海にしていくことが大切ですよと，いうこ
とをお聞きすることもあります．トライアスロン
はそういった環境がなければできないスポーツで
あるため，こういった活動にも常に目を向けて過
ごしていかないといけないと思っています．

大津：
　「乾燥ワカメ」に対する参加者の方々の反応は
いかがでしたか．

上田：
　乾燥ワカメをもらえること自体がうれしいとい
うこともありますが，「完走するぞ」とモチベー
ションが上がったりしているようです．また，大
会の会場にはブースが設置され，環境保護につい
て勉強する場所も大会の会場につくられているた
め，私は魅力が詰まっている大会であると感じて
います．

大津：
　ありがとうございました．
　続きまして，宮下さん，水泳競技ではトライア
スロンほどパフォーマンスが直接環境に左右され
るということがほとんどないだろうと想像できる
のですが，選手時代に環境のことについて意識さ
れたことはありますか．

宮下：
　本当に恥ずかしながら現役中は，一切と言って
いいほど考えていませんでした．上田さんのよう
に直結しないため，また技術も進んでいて新しい
プールは50メートル先まで透明な水で泳ぐことが
できてしまいます．今の子どもたちも，外プール
で試合するって本当に少なくなったのではないか
と思います．やはり，夏の大会では水温が上がり



─ 72 ─

ンドの州によっては，昼を挟む体育授業を外で実
施することが禁止されています．なぜかというと，
オゾン層の破壊により，紫外線が直接的に入って
くることによる皮膚がんや白内障などの病気のリ
スクが高いためです．
　われわれはそういった制限を受けずに活動をで
きているため，なかなかそういう意識がありませ
ん．私たちがそれに気付き始めたころにはすでに
手遅れになっているかもしれません．

宮下：
　大津さんがおっしゃったとおり，今行うべき活
動は，私たちの環境を維持するためだけではない
と思うのです．私たちの子ども世代，孫世代，そ
の先の世代のスポーツ環境がどういった状況に
なってしまうのか，それが今の私たちの行動に関
わっていると思います．なかなか重い腰が上がら
ないと思うのですが，「私たちには関係ない」と
いう人々の気持ちをどのように変えていくのか，
ということが「スポーツと環境」にとって大切な
ことであると思います．

大津：
　確かに「環境問題」というと何かすごく長いス
パンの話に感じます．知識として理解してはいる
ものの，例えば省エネやリサイクル大切であるこ
とや，車の排ガスが有害であるなど．理解しては
いますが�重い腰が上がらないのが現状だと思い
ます．何か，その切迫感がない．
　しかし，その「環境問題」について敏感に感じ
ることができるのはスポーツをしている人だと思
います．最初のオープニングレクチャーでも話し
ましたが，誰だって走るときは空気のきれいなと
ころで走りたいですし，例えば夏場，海水浴に行っ
たときに，海で魚が白目をむいて浮いてしまって
いたら誰だって飛び込みたくはないわけです．潜
在的に，スポーツが大好きな人たちは，その大切
さを知っているのですが，やはりまだ比較的自由
にスポーツ活動ができ，制限されていません．こ
れからも更なる意識の啓発が非常に重要になって
くるのではないかなと思います．
　そのためには，やはりオリンピアンの方々にど

大津：
　今，宮下さんからご指摘していただきましたが，
特に冬季オリンピックの開催都市が雪の降る南限
がどんどん北上している状況ですので，やはり今
後のオリンピック開催に非常に影響を受けるので
はないかと思います．
　宮下さんは，水泳競技の普及活動の際，また講
演等で，例えば子どもたちに環境の話題を提供す
る場合，どのようなことを子どもたちにお話しし
ていますか．

宮下：
　JOCの「環境ポスター」にも掲載されています
が，やはり「来たときよりもキレイに！」という
考え方は大切にしています．ジュニア世代の合宿
に臨時コーチとして参加した際には，片付けをす
る際に，ペットボトルのキャップとラベルとを分
けてというような話はしますが，これがスポーツ
環境との関わりとして捉えている選手は少ないの
かなと思います．ただ単純に，「エコ」であると．
そのため，この合宿が終わってしまったらもしか
すると忘れてしまっているとかもしれません．と
はいえ，なるべくそういった合宿のときには，ご
みの分別ですとか，そういったことの重要性を伝
えるようにはしています．
　先日，日本選手権が開催されたのですが，最近
ではペットボトルではなく大きなタンクでドリン
クを用意し，紙コップで飲めるようにするなど，
なるべくペットボトルを出さないような日本水泳
連盟の工夫も見受けられます．しかし，今回はコ
ロナ禍の影響で実施できませんでした．また，個
人個人の意識を改革していかない限り，なかなか
大きな力にはなっていかないのかなと感じていま
す．

大津：
　なかなかそういった意識を常に持つことは難し
いのかもしれません．日本はいつでもどこでも，
比較的自由にスポーツ活動ができる環境にあると
思います．冬に山へ行けばスキーもスノーボード
もできるし，日中はテニスやサッカー，水泳もで
きますが，例えばオーストラリア，ニュージーラ
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たちも行動に示しづらいと思います．そのため，
今生活の中で絶対に出てくるごみを分別すること
や，電気をつけっぱなしにしないこと，またそれ
ぞれ自分たちがスポーツで使う道具を大切に長く
使うということもとても重要になってくると思い
ます．その他，着ることができなくなってしまっ
たＴシャツを再利用するといったことも，楽しみ
ながらできる一つの環境づくりにもなってくると
思うので，そのような環境を守っていく方法もま
ずは知り，身近な生活に落とし込んで日常化する
ことができれば，大きな力に変わっていく一歩に
なると思います．小さなことがどんどん生活の中
で根づいていけば，資源を大切にすることにつな
がっていくと思います．
　まずは，指導者の方は選手と話し合い，生活の
中で何を変えていけばいいか，ということを一緒
に考え，実行に移してみてほしいと思います．徐々
に段階を踏んで，自分の生活になじませていくと
いいのではないかなと思っています．

大津：
　ありがとうございます．宮下さんはいかがで
しょうか．

宮下：
　このコロナ禍により，日常の当たり前が当たり
前ではないという状況になっています．病気やけ
がで泳げなかったりすることはありましたが，こ
んなに泳ぎたいのに泳げないという理由がウイル
スであるということ．今度，その理由が例えば

「自然環境」によるものになってしまうかもしれ
ません．とはいえ，本当に楽しくやっていたもの
ができなくなるというもののリアリティーを，い
かに先生方や指導者の方が熱心に伝えることがで
きるかが重要だと思います．そのため，ただ聞い
ているものをそのまま伝えるのではなく，１つ自
分の経験から何か子どもたちに近い言葉に落とし
込み，真剣味を持たせなければ，やはり伝わって
いかないのかなと思います．2020年は，子供たち
が「当たり前にスポーツができる喜び」を感じた
年だったと思うので，ウイルスだけではなく，環
境破壊によって私たちのスポーツができなくなっ

んどん発信していただくことが重要だと思いま
す．JOCの活動には，オリンピックデーランがあ
ります．宮下さんには，この活動においてどのよ
うなことをされているのか紹介していただけたら
と思います．

宮下：
　オリンピックデーランは，夏冬関係なく，多く
のアスリートに集まっていただき，その参加者の
ランナーの皆さまと触れ合いながらゴールを目指
します．その後，オリンピアンのトークショーな
どを行っています．そのような場面で，「スポー
ツと環境」に関わるセッションのようなものを設
け，有名なアスリートの皆さまに授業をしてもら
えるとありがたいです．特に，上田さんのような
現役アスリートが訴えることというのは大きな
メッセージになると思います．このような活動を
積極的にマスメディアに取り上げてもらう必要が
あります．ただ，笑顔で「環境を守ろう」という
メッセージではなく，「もう私たちの競技ができ
なってしまう」といった強いメッセージも，少し
ずつ押し出し，危機感を感じてもらわなければな
らないと思います．

大津：
　ありがとうございます．このテーマでは最後に
なりますが，今スポーツに取り組んでいる子ども
たちに対する内容です．本日はスポーツ指導者の
方々にも参加して頂いておりますが，今スポーツ
に取り組んでいる子どもたち，また子どもたちを
指導するコーチや監督に向けて，競技を続けてい
く上で大切なことや，伝えたいことがあればぜひ
コメントをお願いしたいと思います．上田さん，
お願いします．

上田：
　先ほど，やはり宮下さんがおっしゃったように，
今目の前にある「当たり前」と思っている環境が

「当たり前ではない」ということをどう伝えてい
くか，これがとても重要になってくると思います．
しかしながら，何をしたらよいのか．ただ，漠然
と環境を守って行こう，と言うだけでは，子ども
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石塚：
　やはり，競技の直前はもちろん，当然競技の最
中は集中して考えられなかったと思いますし，や
はりそのときは競技に集中するのがアスリートと
してあるべき姿だと思っています．一方，今日で
は国が2050年までにカーボンニュートラル社会を
目指すと宣言しているように，環境への関心は国
民全体にとってもメジャーなものになりつつある
と思っています．これからのアスリートには，も
ちろん上田さんは今でもバリバリの現役アスリー
トですが，例えば大会において全ての試合が終
わって落ち着いた後でもよいので，競技場や選手
村で選手に気付いてもらったり，考えてほしいこ
となどはありますか．

上田：
　選手に気付いてほしいこととしては，やはり競
技をしているときには大会が開かれる場所はきれ
いに清掃もされていて，環境が整っているところ

てしまうこともあり得るといったことを伝えられ
れば，何かこれまでよりももっと伝わるのではな
いかと感じています．

大津：
　環境保護活動は終わりのない活動ですから，目
の前の生活の中でできることを少しずつといった

「継続性」がキーワードになってくるのだろうと
思います．これはスポーツのトレーニングと同じ
だと思います．
　それでは２つ目のテーマに移らせていただきた
いと思います．２つ目のテーマは，未来に向けて
今自分たちができることについて，皆さまと意見
交換しながら考えていきたいと思います．
　それでは早速ですが，石塚さん，先ほど北京，
ロンドン，リオの3大会で行われていた環境アク
ションについてご説明いただきました．現地で戦
われたオリンピアンのお２人に何か聞いてみたい
ことはありますか．
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があるので，しっかり対策をしないと開催を延期
あるいは中止するようなことも通達していまし
た．
　車のナンバーがありましたが，偶数・奇数で分
けていたようです．今日は偶数，明日は奇数と，
市内の乗り入れを制限して車の排気ガスを規制し
たり，あるいは市内の工場を郊外に移転するなど，
空気の質を改善したという大会でもありました．
宮下さん，北京オリンピックで何か思い出はどう
ですか．

宮下：
　まさに僕も今思い出したのですが，僕はオリン
ピック開会前に仮入村をしました．会場の動線や，
選手村の食事など，一度入村して確認し，また合
宿地に戻って入り直すといったことをしていまし
た．仮入村したときには，ガスがかかっていて真っ
白で見えなかったです．皆手で口を覆いながら移
動したのを覚えています．本入村をした後は，選
手村ですごく大砲のようなものがドカン，ドカン
鳴りました．雨雲をつくる何かを打ち上げていた
ようで，その後すごく雨が降り，一気にガスが取
れたということに驚きました．選手の間ではいろ
いろな意味でとても話題になっていました．
　私の祖母は私の応援をするのをすごく楽しみに
していたのですが，肺に疾患があったこともあり，
北京に行くのを断念しました．観客はもちろんで
すが，やはり選手に影響がでるのも深刻な話にも
なってくるのだと思います．
　また，選手村では，食堂で食べる以上の量を取
り，食べなかった分は捨ててしまうという選手
もいました．やはり上田さんも仰っていたよう
に，選手村で「それは全て食べる必要があります
か？」「自分のスポーツ環境に影響を与えていま
せんか？」というようなビデオメッセージが一つ
あると，意識が変わるかもしれません．但し，や
はり競技に集中している状況なので，なかなか「環
境」のほうにウエイトを置くのは難しいと思うの
ですが，トップ選手がやっている姿を見て子ども
たちが真似するということもあります．

が多いものの，それが「当たり前」と思わないよ
うにしていかなければいけないとともに，それが
今後どうなっていくのかというところを想像でき
るようにならなければならないと思います．その
ためには，より選手や多くの人たちに分かりやす
く理解する映像を作成し，選手村で放映すること
が一つの選択肢かと思います．それを見た発信力
のあるオリンピアン等がそれぞれのレースを終え
て自分の国や場所に戻った後，環境保護に関する
リーダーシップを取っていくような活動をする流
れにつながっていくことが重要であるとおもいま
す．なかなか行動に移すのがとても難しいと思う
ので，誰か声を掛け合い，そういう活動をしてい
くグループをまずはつくってみるのも一つの方法
かなと思いますが，いかがでしょうか．

大津：
　上田さん，実際に選手村等で出場された大会で，
環境アクションに関するポスターだったり，そう
いった啓発のためのものを目にしたことはありま
すか．

上田：
　私は競技で選手村や会場に行ったときに，そう
いったポスターとかにまで目がいったことはあり
ませんでした．ただ，2008年の北京オリンピック
に出場したときには，トライアスロンは万里の長
城のすぐ近くのダムでレースが開かれたのです
が，その大会の競技会場の中で最もきれいな山並
み，自然の中で開かれた場所だと中国の人たちが
認定をされていたそうです．また，オリンピック
に向けて，自動車のナンバーの識別によりその日
に走って良い車と走ってはいけない車を仕分けす
る活動がなされたことを現地でお聞きしました．
それがまさに「スポーツと環境」に関する活動の
一つだったのかなと，今少し思い出しました．

大津：
　北京は盆地らしいので，スモークがかかったよ
うな状態が結構続くと言われていました．IOCも
そのことを結構シビアに見ており，例えば循環器
系の疾病を持っているような選手たちにはリスク
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している愛好者の方たちとごみ拾いをしたりな
ど，そういった小さなことからこつこつやってい
きたいと思っています．

大津：
　世界選手権等でいろいろ世界を転戦されている
と思いますが，他の選手たちはどうでしょうか．
例えば環境先進国といわれるような国の人たち
は，何か意識が違うと実感することは何かありま
すか．

上田：
　オーストリアで個別強化の合宿で長期滞在した
際に，ごみの分別がかなり細かかったです．ごみ
箱が４つぐらい色で分かれていて，日本でも地域
差があると思うのですが，オーストリアでは教え
てもらっても何度も聞き返すぐらいに分かれてい
て，オーストリアはこんなに考えてごみを捨てな
くてはいけない国なのか，とすごく衝撃を受けた
ことはあります．

大津：
　宮下さんはいかがでしょうか，今後心掛けたい
こととか．

宮下：
　僕も上田さんと一緒で，自分のカバンには必ず
エコバッグを入れるようにしています．この前ふ
と思ったのですが，ガム１つやペットボトル１本
買うのに袋はもらわないのですが，それをエコ
バッグに入れて家に帰った後，ごみを捨てる袋が
家にないことに気づき，ゴミ袋をを買いにいった
ことがすごく不思議で，自分がすごく気持ち悪
かったです．

大津：
　これは参加者の方でも，「ああっ！」と思われ
ている方は多分いらっしゃると思います．小さな
袋はキッチンの三角コーナーにたまった端材等を
入れて捨てていたのですよね．それが最近は今ま
でのストックがなくなってくるわけです．そうす
ると，今度その三角コーナーの袋を１つ買いに行

大津：
　そういう裏話があったわけですね．IOCは２年
に１回，夏冬オリンピックの前年に開催地の環境
がどのような状態なのか，また環境保護対策の進
捗を報告する「スポーツと環境世界会議」が2013
年まで開催されていました．2007年には私も北京
に行きましたが，やはりスモークがすごかったで
す．パネリストの一団を乗せた飛行機が着陸でき
なかったため遅刻してしまったことや，喉が痛く
なるような空気だったことを記憶しています．
　しかし，ひとたび雨が降るとすごくきれいな晴
天になりました．先ほど宮下さんからお話があり
ましたが，要は雨が降らない地域に雨を降らせる
というような，例えば地球の砂漠化というような
ところの改善というので人工降雨というものがあ
るのですが，オリンピックで活用するか否かとい
うことが話題になっていましたね．
　宮下さん，上田さん，ご自身が環境を守るため
に今後心掛けたいこと，取り組んでいきたいこと
について教えていただけますか．では，まず上田
さんからお願いします．

上田：
　私はコーヒーをよく飲むので，環境を守るため
にマイボトルを持って紙コップなどのごみを少し
でも出さないようにするような生活を心掛けてい
ます．最近の生活で一番大きな衝撃だったのは，
普段無料で渡されていたレジ袋が有料化されてエ
コバッグを持つ人が多くなってきていることで
す．海外遠征に行ってヨーロッパ等に行くと，す
ごくおしゃれなエコバッグがたくさんレジ前に置
かれています．私は可愛いエコバッグを集めるの
が結構好きで，日本ではまだあまりありませんが，
麻素材のバッグを使用しています．日本では高値
で売られていますが，ヨーロッパだとすごく安く
手に入ります．そういったものがすこしずつ日本
でも普及しているので，生活の中で環境を守って
いく活動につながってきていると思います．
　まだまだ私自身はこの２つほどしか生活の中に
落とし込めていないので，このセミナーを機に勉
強し直し，「もっとできることはないか」と考え，
身近にいるチームメイトや一緒にトライアスロン



─ 77 ─

いますが，与えたメニューに対して選手が自らど
れだけの熱量を注げられるか，それを選手にメッ
セージとして届けてもらえると，それを受け継い
だ人が指導者になっていくといった好循環が生ま
れると思うので，少しずつ考え方を変えていかな
くてはいけないのかなと思います．

大津：
　少しずつ，少しずつ，ステップ バイ ステップ，
大事ですよね．
　それでは神山さん．さまざまな東京オリンピッ
ク・パラリンピックに向けた報告がありました．
東京都では環境施策が進んでいますが，オリン
ピック・パラリンピックが終わった後にレガシー
として未来に残していきたいものについて，特に

「環境レガシー」としてどんなものが残せるのだ
ろうかといったことについてコメントいただきた
いと思います．

神山：
　ありがとうございます．大きく3つぐらいある
と思っています．１つ目は，ハード面として，こ
の大会に向けて，例えば太陽光発電を取り入れた
り，燃料電池自動車やバスをどんどん入れていこ
うといった取り組みが一歩進んだことが挙げられ
ると思います．こういったものは，当然一度設
置すればずっと残っていくものであり，その後は
もっと取り組みを拡大していくことにつながって
いくと思っています．これはすごく大事なことの
１つだと思います．
　２つ目は，やはり様々な「仕組み」を変えてい
くということで，例えば電気を再生可能エネル
ギーに変えていかなければならないといったルー
ルを整備することと併せて，皆さま容易に切り替
えることができるような仕組みが整っていけば，
さらにその動きは大きくなっていくと思います．
　3つ目は，やはりそれぞれ皆さまのソフト面で
の取り組みだと思います．オリンピアンのお２人
の方には，非常に心強い取り組みをご紹介いただ
きました．かっこいいなと思いました．こういう
取り組みを通じて，皆さま個々人の方もそうです
し，企業活動の中でも取り組みを一歩，二歩進め

くというジレンマがありますね．

宮下：
　その他，今でもジムでトレーニングを続けてい
るのですが，自分の家で作ったドリンクをマイボ
トルに入れて持っていくようにしています．そう
いった小さなことですが，続けていくことが大事
なのかなと思います．

大津：
　その環境についてのムーブメントは，宮下さん
が現役時代に意識が高かった海外の選手はいらっ
しゃいましたか．

宮下：
　どこの国かは分かりませんが，選手それぞれ
ペットボトルを持っていて，少しだけ残して忘れ
て帰ったりする選手がいるのですが，それを集め
て流して捨てている選手は見たことがあります．
意識が高い国の選手は当たり前のようにできるの
だなと感じた一面がありました．
　しかし，アンチ・ドーピングの問題で，人のド
リンクを触ってしまうと揉めることもありますの
で注意が必要です．とはいえ，選手の意識が根本
的に変わってくれば，自然にその行動がスムーズ
にできると思うので，やはり子供の頃から意識付
けをし，やらないと気持ち悪い，というくらいに
スポーツ界に浸透させるため，指導者の方が根気
強く口酸っぱく言うことが大事であると思いま
す．

大津：
　とにかくそういう環境アクションをすることが

「かっこいい」ものだと，ぜひ指導者の皆さまに
も子どもたちに対してメッセージを発信してほし
いですね．

宮下：
　それがもう「当たり前」になってくることが大
事だと思います．スポーツの指導と一緒でいかに
本気で向き合えるかが重要です．ただ単純に与え
るだけのメニューだったら選手は成長しないと思
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宮下：
　私は新シーズンが来ると新しいウェアものを頂
けたので，古いウェアを大学の後輩にあげたりし
ていました．なかなか高価なものであるというこ
ともありますが．やはりレースで使うには撥水

（はっすい）性が低くなりパフォーマンスが下がっ
てしまうので使えないのですが，練習では十分に
使えます．

大津：
　上田さんの競技で使用する用品でまだ使えるよ
うなものはどのようにしていますか．

上田：
　ある大会の会場に設営されたブースの中に
アシックスジャパンさんが設置した「ASICS 
REBORN WEAR PROJECT」という活動があり，
使わなくなったウエアを回収してリサイクルにつ
なげため，選手に対してご持参くださいと告知さ
れていたレースがありました．

大津：
　1998年の長野冬季オリンピックでは，ボラン
ティアのウエアが完全にリサイクルできる素材で
作られていたそうです．また，ミズノは学校の体
操着をカニの甲羅から取れる繊維で製作すること
もしたそうです．スポーツメーカーと「カニ缶」
のメーカーが業務提携をして，今までごみとして
捨てていた甲羅を利用して，収益になる可能性を
見出せたのです．指導者の皆さまは，子どもたち
に対し，「学校の体操着がカニの甲羅でできてい
るものもあるらしいですよ」などと教えてあげる
と，ちょっと話題になるのではないでしょうか．
　その他，アメリカのナイキは，「リユース・ア・
シュー」というプロジェクトを行っています．残
念ながら日本では行われていませんが，ナイキの
ショップに行くとボックスが置かれており，メー
カーに関係なく履き潰した靴を持ってきてよいそ
うです．集まったシューズはいろいろなところに
分別されます．ソールの部分だったり，べろの部
分だったり，その場所ごとにリサイクルできるも
のが違ってきます．例えば人工芝のクッション

ていく．それが定着していくと，全体のエネルギー
使用量が減っていく，再生可能エネルギーの使用
量が増えていく，そういう取り組みにつながって
いったら良いと思っています．やはり，こういっ
た環境に対する取り組みが，世界の他の国や都市
と比較した際の成熟の証でもあったりすると思い
ます．そういうところで，東京や日本が誇れるよ
うになったらいいなと思っています．

大津：
　ありがとうございます．近年では「レガシー」
いう言葉がキーワードになっていますが，目に見
えるかたちに残るレガシーだけではなくて，やは
り環境教育など，目に見えないかたちでの無形の
レガシーも非常に重要なのだろうなと思います．
　先ほど神山さんから3点コメントをいただきま
したが，スポーツをやっていれば何でも許される
のだというような人間中心主義の価値観に基づく
スポーツ参加は，もう自粛していかなければなら
ない状況にあると思います．極論をいえば，スポー
ツ参加者を含めて，人間の存在自体がやはり自然
に対しては驚異なわけです．そのため，自然と人
間が共生していくためには，われわれ人間側に自
然に対する配慮が欠かせないし，場合によっては
自らの欲求を制限することも必要なのかもしれま
せん．
　また，２点目としては，例えばグリーン・コン
シューマー（緑の消費者）という言葉もあります
が，自然環境を悪化させているスポーツ施設を使
わないようにするといったアクションも必要なの
ではないかと思います．
　そして，3つ目としては，スポーツ用具などを
リサイクルできるようにすると．先ほどエコバッ
グの話がありましたが，そういったスポーツ用具
もリサイクルできるようメーカーに求め，そうし
たものをわれわれも利用していく．そういった再
利用の考え方はスポーツ用品も他のものと一緒だ
と思います．
　宮下さんは競技では練習着等があると思います
が，水泳ではリサイクル活動に取り組んでいらっ
しゃるのでしょうか．
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神山：
　私はこのお話をいただいて準備をしている際に
は，私が今やっているのは先ほどお話しましたが
気候変動対策という目に見えないような，遠い世
界のような，そんなようなことを日々やっている
わけですが，こういうものが果たして伝わるのか
な，というところをすごく心配していました．し
かし，皆さまがもっと高い意識で既に取り組まれ
ていらっしゃることもお聞きできできました．ま
た，上田さま，宮下さまにはトップアスリートに
しか知り得ないようなお話を聞けて得をしたと
思っています．こういったスポーツの関係の皆さ
まに環境への取り組みについて聞いていただけた
ことは，特にトップアスリートの方にこういった
発言をしていただけたことにより，リアリティー
を持って受け止めていただけるのだろうなと思い
ます．「私たちに関係のないこと」ではなく，自
分ごととして聞いていただけるのだろうなと思
い，それがすごく心強いと思いました．われわれ
東京都は，そういった皆さまともぜひ一緒に，多
くの人に伝わるような周知もしていかなければい
けないと，そしてこれからもしっかりやっていき
たいなと思いますし，皆さまのご協力も是非いた
だきたいと思っています．ありがとうございます．

大津：
　ありがとうございました．石塚さん，お願いし
ます．

石塚：
　東京都さんの取り組みやトップアスリートのお
２人のお話を聞いてみて，やはり統括団体として
どういった取り組みをしていかなければいけない
のかを考えました．一職員の意見ですので，なか
なかすぐには難しいのですが，やはり現在，国際
的にも国内でも推し進められているSDGsといっ
た分かりやすい目標がありますので，まずそれを
やってみることが必要であると思っています．
　具体的には，事務局の照明だったらLEDにし
てみるとか，東京都さんのように再生可能エネル
ギー100％の契約にしてみるとか，そういったこ
とはできるのではないかなと思っています．ま

だったり，体育館のフロアの緩衝材だったり，ス
ポーツのフィールドにリサイクルされるプログラ
ムが行われています．
　また，アディダスが海洋プラスチックの問題に
取り組んでおり，海に漂う魚を捕る網をを集めて
シューズの原料にしたり，そのシューズのデザイ
ンも，何となく漁網をイメージしたようなデザイ
ンにしています．
　少し時間に余裕がありますので，参加者の皆さ
ま方から事前にいただいた質問をご紹介したいと
思います．

　「国際大会では環境啓発，保全のためにどんな
活動を実施しているのか，中小規模の活動やイベ
ントの事例があれば知りたいです．」

　こちらの回答を石塚さんにお願いしたいと思い
ますが，いかがでしょうか．

石塚：
　JSPOは昨年度，日本アイスホッケー連盟さん
にヒアリングをさせていただきました．2019年に
女子U18世界選手権を帯広で開催した際に，カー
ボン・オフセットを導入したそうです．ただ，そ
の前提として，地産地消を心掛けた食事を選手に
提供したり，協賛企業に協力してもらい環境に優
しい素材のタオルを選手に配布したそうです．ま
た，参加チームの了解の下，ドリンクに安全な水
道水を使用するなど，サステナビリティ推進に向
けた活動を実施したそうです．一方で，例年より
も気温が低かったことにより，計画していたこと
ができなかったことがいくつかあったそうです．
地域性や気象条件もありますので，「できる範囲
で対策を行い，最後の最後でカーボン・オフセッ
トを導入することが現実的か」とおっしゃってい
ました．ものすごく有用な「グッド・プラクティ
ス」だと思っています．

大津：
　ありがとうございました．神山さんから本日の
感想を語っていただけるとありがたいです．
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る活動や感じられていることをお聞きすること
で，改めて私ももっと「環境を大切にしていくた
めにどうしたらいいのだろう」と考える時間や考
えることの大切さを改めて感じさせてもらいまし
た．トライアスロンは自然との闘いということで，
私自身目の前で大会を主催してくださる組織委員
の皆さまがされている活動に携わらせて頂いてい
るためこのようなお話ができる環境にあります．
それをもっと多くの人たちにお伝えしながら，「皆
さまも一緒にやりましょう」とか，こういう「場」
があるからこそ新たな視点を持ち帰りつつ，発信
することもできると思います．
　環境に関するイベントが今回リモートで全国各
地から参加されているとのことでしたが，宮下さ
んがおっしゃったように，今まさにスポーツをし
ている子どもたちや選手の皆さまも参加して，環
境づくりに向けて目を向けるために勉強する時間
というのもすごく大切にしていったらよいと改め
て思いました．
　また，今日は先ほどエネルギーの話をされたの
ですが，私たちはコロナ禍によりインドアで自転
車を漕ぐトレーニングをよくしていたました．そ
の際にワット数を見ながら，「このエネルギー源
を蓄電して，少しでも練習するときの電気とかに
変えられないのかな」という会話も生まれました．
自分たちが練習で生み出したエネルギーを生活で
使用できるように変えていけるような，そういっ
たものがもっと身近にできたらいいのではないか
と思っています．
　こういった催しがあるからこそ，アイデアが生
まれたり，環境に目を向けることの大切さを改め
て感じることができます．今日は本当に参加させ
ていただいて私もすごく勉強になりました．あり
がとうございました．

大津：
　前後して申し訳ございませんが，チャットで質
問をいくつか頂いているようです．
　
　「日本のスポーツと環境に対する取り組みは他
国と比べてまだまだという感覚ですか．それとも
環境先進国に追従していっている感覚があります

ずは，「地球に優しい」といわれていることを統
括団体が取り入れなければ，加盟団体の皆さまに
も勧められないと思います．統括団体としてはま
ず何かやってみようということが大切なのかなと
思っています．

大津：
　ありがとうございました．宮下さん，お願いし
ます．

宮下：
　今回初めてのリモートということでしたが，こ
のリモートのかたちだと上田さんは千葉におられ
ますが，いろいろなところの方々が視聴できるこ
とはすごく良いと思いました．まもちろん会場で
聞いてもらうことも大事だと思うのですが，やは
りたくさんの方に考えるきっかけの場になってほ
しいので，こうやって現役でかつ自然環境に影響
を受けやすいトップアスリートの方々をもっと呼
んで，切実な声をもっと聞いてみたいなと思いま
した．さらにもっと有意義な会になるのではない
かなと今回も思いました．

大津：
　オリンピアンのリレートークなんかいいです
ね．

宮下：
　本当にどういうふうに，「お宅はどうなの」と
いうような，横のやりとりができたりすると，
ちょっと気付けなかったところも見えてくるので
はないかなと思います．

大津：
　このリモート故のメリットがやはりありますよ
ね．参加者の皆さまも，北海道から沖縄まで，実
際東京に来ることなくこういうふうに参加できる
わけです．上田選手，どうでしょうか．

上田：
　今日リモートで参加させていただいて，とても
ドキドキしたのですが，やはり皆さまが行ってい
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いのだなと逆に感じさせられました．

大津：
　宮下さん，いかがですか，難しい質問ですが．

宮下：
　世界の空港とプールにしか行っていないため，
その違いは分かりませんが�でもここ最近でしょ
うか．やはりそういったスポーツ環境が危うく
なっているというのも耳にするようになっていま
す．少しずつではありますが，上田さんがおっしゃ
るように，日本海に囲まれた島国ですので，海の
環境に気を遣うところも意識としてはあるほうで
はないかと感じています．やはり，国内でも海が
ない地域であると，海に対する考え方もまた違う
とおもいます．やはり海の水産業が盛んなところ
は，やはり小さいときから口酸っぱく言われてい
ると思います．観光資源としても大事にするとい
うところも身に染みていたりすることがあると思
います．日本は世界と比べてというのは難しいで
すが，意識はあるほうなのではないかなと思いま
す．

大津：
　例えばドイツでは，生活の中で身近にそういっ
た「エコ活動」の実践が何十年も前から生活の中
に組み込まれています．フライブルクという街で
は，そこにあるサッカークラブが市と地元の電力
会社とそういうパートナーシップを結んで，スタ
ジアムを建設する際にソーラーパネルを早い段階
で付け，それをサポーターに販売したそうです．
やはり地元の熱狂的なフライブルク市のサッカー
ファンは，「おらがチーム」ということで購入し
てくれるのです．発生した電力はもちろん電力会
社が買い取りますが，配当はホームゲームのチ
ケットとして支給されるそうです．そもそもなか
なかチケットが取れないので，特にビッグイベン
トのチケットが還元されたりするそうです．
　一方，日本国内でも最近「エコ活動」の実践が
よく見られるようになってきました．しかし，な
ぜそういったことをやっていかないといけないの
かなという根拠を明確にしていかないといけない

か．」

　石塚さん，どうでしょうか．

石塚：
　私からはオリンピック大会におけるプログラム
などに限っての回答になってしまいますが，2020
年のローザンヌで開催されたユースオリンピッ
ク大会では，いろいろな活動が行われていまし
た．例えば，氷を使わないプラスチックでできた
スケートリンクや，坂にプラスチックを敷いたス
ロープをスキーで滑るような，そういった大会中
に子どもが参加できるようなプログラムが行われ
ていました．一方で，日本では今まであまりでき
ていなかったのではないかなと考えています．大
会中には活動や対策が計画されていると思うので
すが，大会後，日本でどれくらい根付くかが難し
いところである一方，重要なところではないで
しょうか．2021年のオリンピックが開催された
場合は，その後，JOCさんやJSPOが何かやって
いかなくてはいけないのではないかと考えていま
す．

大津：
　JOC環境部会では先ほど紹介させていただきま
したが，競技団体の環境アクションを集約したア
ニュアルレポートを毎年発行しています．そう
いった各競技団体の活動を見ながら，宮下さんと
上田さん，日本はまだまだですか，上田さん，ど
うですか．

上田：
　海外に比べるとなるとすごく難しいのですが，
日本もこうして海にすごく面している国なので海
を大切にすると，そういう環境に目を向けて活動
されている方が多いと思うのです．その国によっ
て注視しているものが違うと思うので，比べると
いうとなかなか答えづらい部分があると思いま
す．そういった話をいただいた上でやはり日本を
代表して，日本はこういったことにすごく環境に
気を付けて活動しているのですよと自信を持って
言えるものをどんどん増やしていかないといけな
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講演していただいた方々のお話を聞いて，「なる
ほど，自分の競技とこんなところで接点がもしか
したらあるのかな」と何か気付けたと思うのです．
　最初に提示した「最近野球において環境活動が
増えています．なぜそんなことに取り組むので
しょうか，野球と環境は関係ないですよね．」と
いった質問がありました．アウトドアでもインド
アでも必ずどこかしらにそういった接点があるの
です．それを意識すると，持っている「知識」が

「意識」に変わってくるわけです．それを今度は
テイクアクション．先ほど「少しずつ」という言
葉もありましたが．持っている知識を意識に変え
る，そして行動を起こす．その人数が増えていけ
ば，きっとスポーツを通じて新しい社会づくりに
つながるのではないのかなと思います．
　今回のこのセミナーがさまざまな解決すべき諸
問題に対する個々人のテイクアクションを促す
きっかけになってほしいと願っています．
　最後に参加者の皆さま方に，一言ずつコメント
をいただいて終わりたいと思いますが，神山さん
からお願いします．

神山：
　今日は私は何を伝えればよいか，と先ほども申
し上げましたが思ってきましたが，逆に皆さまか
らパワーをいただいたなと思っています．これを
私がまた明日以降，東京都の環境行政にも生かし
ていかなければいけない，という思いを新たに持
ちました．私たちも頑張ってまいりたいと思いま
す．今日はありがとうございました．

大津：
　ありがとうございます．石塚さん，お願いしま
す．

石塚：
　貴重な機会をいただきありがとうございまし
た．最新技術や制度を駆使して環境活動を行うと
いうことはもちろん重要だと思いますし，とにか
くそれをまずやってみようということが必要だと
思っています．ただ，それがやはりできるのは改
めて「人」であると感じました．相反する考えを

と思います．現場の環境保全だけではなく，環境
教育の側面はやはりすごく重要なことなのではな
いのかなと思っています．

大津：
　では，最後にまとめに移りたいと思います．遠
い過去に遡ると，スポーツは元は自然の中で行わ
れてきました．そこから人の手を加え，人為的な
環境に変化していくわけです．そして，次は例
えばドーム球場等に代表されるように，雨風や雷
の影響を受けない人工的な環境へと変化していき
ました．ある意味，自然の力に抗う形で成立して
いった近代スポーツがここへ来て，例えば人工芝
から天然芝への移行でしたり，ナイトゲームから
デイゲームに変わったり，人工施設型のレクリ
エーションから自然型レクリエーションへの参加
など，自然の回帰とも取れる逆の流れにどうやら
シフトしている傾向が見られています．
　本日述べてきた地球環境とスポーツの関係にお
いて鍵となるのはやはり持続可能性，サステナビ
リティという言葉です．スポーツ場面ではフェア
プレーが大切です．日常生活の場面でもフェアプ
レーを心掛けていきましょう．しかし，「スポー
ツと環境」ということでは，スポーツ界は環境を
保つために，せめてミニマムインパクトを心掛け
るというところに留まっているのが現状です．今，
私たちに問われているのは，人と人との関係から
人類と地球との関わり方なのです．地球環境問題
はグローバルですが，その解決の糸口はローカル
です．スポーツを通じて，さまざまな問題につい
て取り組んでいくことが，スポーツの重要性を再
認識させるだけではなく，スポーツ界だけの変革
に留まらない持続可能な社会を実現させることに
もつながっていきます．
　運動方程式を示しました．新しい社会づくりの
力は「人数×意識×行動」．学生に「環境問題で
どんなことを思いつくか書いてみてください」と
言うと，地球温暖化などいろいろと書くわけです．
ですが，スポーツと環境となると，「どこに接点
があるのか？」と首をかしげてしまうわけです．
ですが，例えば「JOCスポーツ環境専門部会活動
報告書」を見てもらったり，オリンピアンの方々，



─ 83 ─

そのスポーツができなくなる地球になってほし
くないという思いがあります．それのためには，

「自分だけはいいのではないか」ではなくて，「自
分だけはやらなくては」という思いの変化がすご
く大事だと思います．指導者の方が多く聞いてく
ださっていると思いますので，子どもたちに少し
ずつでもいいので，熱量を持って伝えていっても
らえると助かります．僕はOBとして，上田さん
は現役アスリートとして発信をしていけたらなと
思っていますので，一緒に頑張っていきましょう．
今日はありがとうございました．

大津：
　ありがとうございます．上田選手，お願いしま
す．

上田：
　先ほど大津さんおっしゃっていた「人数×意識
×行動」って，そのとおりだなと改めて感じさせ

持つ人たちの言い分を突き合わせて妥協点を模索
する，つまり多様な意見の尊重や相互理解が必要
であると私は考えています．これも歴史が示して
いるところですので，オリンピック招致の成否は
もちろん，どんな大会であったか，そして長く記
憶される大会になるかどうか，についてもこれは
関わってくると思っています．
　SDGs の目標は2030年です．あと10年しかあり
ませんので，スポーツに関する全ての人が意識を
変えなければいけないときが来ているのではない
かなと思っています．本日はありがとうございま
した．

大津：
　ありがとうございます．宮下さん，お願いしま
す．

宮下：
　私は本当にスポーツに育てられた人間として，

左から神山氏，石塚班員，野端氏（JOC理事・スポーツ環境専門部会部会長），上田氏，延與氏（東京都オリンピッ
クパラリンピック準備局次長），大津班員，宮下氏
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上田：
　はい．ありがとうございます．

大津：
　最後にJOC環境部会からのメッセージをお伝え
して締めたいと思います．スポーツが楽しめる環
境を50年後，100年後の子どもたちに残すために，
まずは環境に対して興味を持つこと，そして自分
のできることから行動すること，次世代また次の
世代に今の環境，いや，もっといい環境を正しく
バトンタッチ，襷として渡していけるよう，スポー
ツ界に関わる皆さま，一緒になって取り組んでま
いりましょう．
　以上で本セミナーを終了したいと思います．あ
りがとうございました．

られました．宮下さんもおっしゃっていたのです
が，しっかりと伝えていく存在になっていかない
といけないなという自覚も生まれましたし，今ま
さに私が身近に参戦している大会でもカーボン・
オフセット事業が行われているので，子どもたち
や今接している周りにいらっしゃる方にでも，ま
ず身近な方に分かりやすく伝えていって，関わる
人数を増やし，知識を増やしてもらい，環境に優
しい活動をしてもらえるようにという流れを作っ
ていくようにしていきたいなと思いました．
　行動を移すという点では，今日，環境に優しい
タオルがあるとおっしゃっていたので，大会の参
加賞にすべく，主催者の方に伝え，行動にまず移
していきたいなと思いました．今日は本当に勉強
になりました．ありがとうございました．

大津：
　ぜひSNSでも発信をしてください．
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